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YouTubeを活用し、分かりやすく情報
を提供することの効果と意義～患者
と医療者のよりよい情報共有を目指
して

本間陽一郎 尾花明 月刊　新医療 2017年 第44巻　4号　P22-25

YouTubeを病院広報に活用する
～患者と医療者のよりよい情報共有
を目指して～

本間陽一郎 月刊　医事業務 2017年 第24巻　529号

Better documentation in electronic
medical records would lead to an
increased use of lower extremity
venous ultrasound in the inpatient
setting: a retrospective study

Daisuke
Takechi

 Naoto Kuroda, Hisashi Dote,
Euido Kim, Osamu Yonekawa,
Takuya Watanabe, Tetsumei
Urano, and Yoichiro Homma

 Acute Medicine & Surgery 2017年 vol4(4), p385-393

 Ictal Symmetric Tonic Extension
Posturing and Postictal Generalized
EEG Suppression Arising From Sleep
in Children with Epilepsy

Kazuo Okanari

Hiroshi Otsubo, MD, Elizabeth
Kouzmitcheva, MD, Jagadish
Rangrej MMath, Shiro Baba,
MD, Ayako Ochi, MD, PhD,
Tohru Okanishi, MD, PhD,
Yoichiro Homma, MD, Dragos
A. Nita, MD, PhD, Elizabeth J.
Donner, MD, MSc'

 Pediatric Neurology 2017年  Volume 76、 Pages 54-59
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＜指定講演・シンポジウム等＞

高齢者薬物治療と安全性：その実践
に向けてわれわれは何をすべきか

西尾信一郎 第38回　日本臨床薬理学会 2017年12月 横浜

頭頚部に出現と自然消失を繰り返す
多発腫瘤を主訴に、精査を行い確定
診断に至った1例

正田麻子
本間陽一郎、齊藤一仁、堀博
志、渡邊卓哉、大月寛郎

 第231回　日本内科学会東海
支部主催　東海地方会

2017年2月 三重県医師会館

血液の長期間培養により診断され
た、ヘモクロマトーシスによる肝硬変
を背景としたHelicobacter cinaedi感
染症

飯田雅博
本間陽一郎、　武地大維、　齊
藤一仁、　西尾信一郎、　渡邊
卓哉

第91回　日本感染症学会総会・
学術講演会

2017年4月8日 京王プラザホテル、新宿、東京

当院の肺炎患者におけるeGFR値と
耐性菌の関連に関する検討

武地　大維
　本間陽一郎、　齊藤　一仁、
西尾信一郎、　渡邊卓哉

3第91回　日本感染症学会総
会・学術講演会

2017年4月 京王プラザホテル、新宿、東京

YouTubeを、病院広報に活用する 本間陽一郎
太田篤志、北岡美穂、杉本智
美、加藤昌子、幸喜力、尾花
明

第67回　日本病院学会 2017年7月 神戸国際会議場

初期研修医に対するEBM教育のアウ
トカム測定　（2016年度)

本間陽一郎
齊藤一仁、 堀　博志、 渥美
生弘、 渡邊卓哉

第49回　日本医学教育学会大
会

2017年8月 札幌コンベンションセンター

臨床研修初年次におけるプロフェッ
ショナリズム教育の取り組み

渡邊卓哉

内山美知代、金井美恵、小松
りか、笹ヶ瀬晃央、高橋奈津
子、藤本希望、山田恵、吉田
純子、鳥居裕一

第35回臨床研修兼休会 2017年4月 ウインク愛知

HACCPの手法に基づく「故意での病
院食異物混入」リスク低減の試み

渡邊卓哉
伊藤小百合、沖原俊宏、影山
博邦、高塚由紀子、中野由美
子、若野倫義

第11回日本静脈経腸栄養学会
東海支部学術集会

2017年7月 ウインク愛知

＜一般講演・その他の講演＞

総合診療内科
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内視鏡的治療に加え外科的治療介
入を要した気管支グロムス腫瘍の1
例

下村　巌
橋本　大、設楽将之、棚橋雅
幸、丹羽宏、中村秀範

日本呼吸器学会誌 2017.1 6(1): 18-21

明らかなアスベスト曝露歴を認めな
かった高齢女性の悪性胸膜中皮腫
の一剖検例

松田　滋

齋藤 合, 小柳　悠，宮下晃一,
堤 あかり, 小林 健，河野雅
人、三木良浩, 橋本 大, 中村
秀範、新井義文、大月寛郎、
小林　寛

聖隷浜松病院医学雑誌 2017.12 17(2) : 47-54

Small Cell Lung Cancer in a 20-
year-old Non-Smoking Man with
Systemic Sclerosis

Go Saito

Torahiko Jinta, Hiroshi
Nakaoka, Atsushi Kitamura, 
Kenichi Yamaguchi, Naoki
Nishimura

Internal Medicine 2017.12 56 (12) : 1549-1552
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平成27年度に発見された肺がん症例
について

中村秀範
肺結核・肺がん検診従事者講
習会.

2017.11 浜松

肺癌に対する免疫療法の実際 橋本　大
第54回静岡アレルギー・副作用
研究会

2017.11 浜松

「特発性肺線維症の診断と治療」 中村秀範
須田隆文、増田昌文、妹川史
朗、中村祐太郎.

座談会「特発性肺線維症」 2017.11 浜松

肺移植後閉塞性細気管支炎の一剖
検例

鈴木　英子
齋藤 合, 吉岡慶一朗, 勝又峰
生, 近藤あかり, 小林 健, 三木
良浩, 橋本 大, 中村秀範

千葉大学呼吸器内科例会 2017.1 千葉

肺原発hepatoid adenocarcinomaの一
例

吉岡慶一朗
齋藤 合, 鈴木英子, 勝又峰生,
近藤あかり, 小林 健, 三木良
浩, 橋本 大, 中村秀範

西部胸部疾患懇話会 2017.2 浜松

当院におけるEGFR-TKI治療後再生
検症例の検討

吉岡慶一朗

齋藤 合、鈴木英子、 勝又峰
生、 近藤あかり、 小林 健、
三木良浩、 橋本 大、 中村秀
範

第57回日本呼吸器学会学術講
演会

2017.4 東京

一般病院には閉塞性肺機能障害患
者が潜在している

齋藤 合

吉岡慶一朗、 鈴木英子、 勝
又峰生、近藤あかり、 小林
健、 三木良浩、橋本 大、 中
村秀範

第57回日本呼吸器学会学術講
演会

2017.4 東京

Non-pulmonary physician have not
sufficiently assessed patients with
obstructive lung disease in a
Japanese hospital

G. Saito

K. Yoshioka, E. Suzuki, M.
Katsumata, A. Kondo, T.
Kobayashi, Y. Miki, D.
Hashimoto, H. Nakamura

American Thoracic Society 2017.5 Washington DC

肺原発hepatoid adenocarcinomaの一
例

小柳　悠

齋藤 合, 吉岡慶一朗, 鈴木英
子, 勝又峰生, 近藤あかり, 小
林 健, 三木良浩, 橋本 大, 中
村秀範

第111回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.5 名古屋

異常？に気づくための胸部レントゲン
実践演習

橋本　大
第4回若手呼吸器内科医のた
めの肺癌化学療法勉強会

2017.5 浜松

検診でみつかった肺胞蛋白症の一例 宮下晃一
齋藤　合、小柳　悠， 堤 あか
り, 小林 健, 河野雅人，三木
良浩, 橋本 大, 中村秀範

西部胸部疾患懇話会 2017.6 浜松

好酸球性胸水を認めた抗ARS抗体症
候群の一例

齋藤 合
小柳　悠、宮下晃一、 堤 あか
り、 小林 健、 河野雅人、三木
良浩、 橋本 大、 中村秀範

第44回静岡県アレルギー性肺
疾患研究会

2017.7 浜松

喫煙者に発症したびまん性肺疾患の
一例

河野雅人

齋藤 合、小柳　悠、宮下晃
一、 堤 あかり、 小林 健、三
木良浩、 橋本 大、 中村秀範

第73回びまん性肺疾患研究会 2017.9 浜松

治療に難渋したMycobacterium
massiliense症の一例

齋藤 合

勝又峰生、小柳　悠、宮下晃
一、 堤 あかり、 小林 健、 河
野雅人、三木良浩、 橋本 大、
中村秀範

第37回静岡呼吸器感染症談話
会

2017.9 浜松

肺癌患者の喫煙歴の把握には問診
票と医療従事者による過去喫煙歴の
確認が有用である

宇都宮支優

齋藤 合、 小柳　悠、宮下晃
一、 堤 あかり、 小林 健、 河
野雅人、三木良浩、 橋本 大、
中村秀範

第58回日本肺癌学会学術集会 2017.10 横浜

ClinicalT1/2N0非小細胞肺癌の胸郭
外転移に関する検討

齋藤 合

吉岡慶一朗、鈴木英子、勝又
峰生、 堤 あかり、 小林 健、
河野雅人、三木良浩、 橋本
大、 新井義文、大月寛郎、中
村徹、中村秀範

第58回日本肺癌学会学術集会 2017.10 横浜

COPD増悪に対する治療 齋藤 合 第14回浜松呼吸フォーラム 2017.10 浜松

呼吸器内科

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞



COPDにおける吸入指導の重要性 宮下晃一 第14回浜松呼吸フォーラム 2017.10 浜松

安定期COPDに対する薬物治療 UP
TO DATE

河野雅人 第14回浜松呼吸フォーラム 2017.10 浜松

好酸球性胸水を認めた抗PL-7抗体
陽性の抗ARS抗体症候群の一例

小林駿介

齋藤 合、小柳悠、宮下晃一、
堤 あかり、 小林 健、 河野雅
人、三木良浩、 橋本 大、 中
村秀範、穂積宏尚、藤澤朋
幸、須田隆文

第112回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.11 津

関節リウマチに合併した抗OJ抗体陽
性の抗ARS抗体症候群の一例

小柳　悠
齋藤 合、宮下晃一、 堤 あか
り、 小林 健、 河野雅人、三木
良浩、 橋本 大、 中村秀範

第112回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.11 津

治療に難渋したMycobacterium
massiliense症の一例

齋藤 合

勝又峰生、小柳　悠、宮下晃
一、 堤 あかり、 小林 健、 河
野雅人、三木良浩、 橋本 大、
中村秀範

第112回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.11 津

肺nodular lymphoid hyperplasiaを合
併した抗IFN-γ中和抗体陽性播種性
非結核性抗酸菌症の一例

石瀬裕子

齋藤 合、小柳　悠、宮下晃
一、 堤 あかり、 小林 健、 河
野雅人、三木良浩、 橋本 大、
中村秀範

第112回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.11 津

肺膿瘍に認めた，体循環‐肺循環
シャントを有した感染性肺動脈仮性
動脈瘤の一例

藤田侑以子

齋藤 合、小柳　悠、宮下晃
一、 堤 あかり、 小林 健、 河
野雅人、三木良浩、 橋本 大、
中村秀範

第112回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.11 津

肺膿瘍に認めた，体循環‐肺循環
シャントを有した感染性肺動脈仮性
動脈瘤の一例

宮下晃一
中村秀範、松浦駿、津久井
賢、小清水直樹

第112回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.11 津

気腫合併肺線維症（CPFE）を呈した
IgG4関連肺疾患の一例

河野雅人

齋藤 合、小柳　悠、宮下晃
一、 堤 あかり、 小林 健、 三
木良浩、 橋本 大、 中村秀
範、中村祐太郎、須田隆文

第112回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.11 津

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 橋本　大
第111回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.5 名古屋

座長 橋本　大
第112回日本呼吸器学会東海
地方学会

2017.11 津

聖隷クリストファー大学　非常勤講師 三木良浩

座長 中村秀範
第414回西部呼吸器疾患懇話
会

2017.7 浜松

新春随想　「時代錯誤」 中村秀範
浜松医師会ウイークリー
No.2271

2017.1

http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E2V%93%A1%8D%87%5d/AU
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Pancreatic well-differentiated
neuroendocrine tumor with grade 3
does not respond to platinum based
chemotherapy: a retrospective,
multicenter study of 70 pancreatic
neuroendocrine carcinomas

S Hijioka

W Hosoda, K Matsuo, M Ueno,
M Furukawa, H Yoshitomi,N
Kobayashi, M Ikeda, T Ito, S
Nakamori, H Ishii1, Y
Kodama,C Morizane, T
Okusaka, H Yanagimoto, K
Notohara, H Taguchi, M
Kitano,K Yane, H Maguchi, Y
Tsuchiya, I Komoto, H Tanaka,
A Tsuji, S Hashigo, Y
Kawaguchi, Y Mine, A Kanno,
G Murohisa, K Miyabe, T
Takaghi,N Matayoshi, T
Yoshida, K Hara, M Imamura,
J Furuse, Y Yatabe, N Mizuno

Clinical Cancer Research 2017
August 15 2017 (23) (16) 4625-
4632

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

早期胃癌の内視鏡診断
～通常観察からNBI拡大観察・EUSま
で～

芳澤　社 静岡GIフォーラム 2017.6 浜松

早期胃癌の内視鏡診断
～最近の知見と当院における精査も
ふまえて～

芳澤　社 第401回浜松消化器病研究会 2017.9 浜松

慢性肝疾患に対するカルニチン療法
の効果～長期投与例の検討も含め
て～

室久　剛 第11回大塚リバーシンポジウム 2017.1.14 静岡

2017/7/18　消化器疾患と糖尿病～
脂肪肝を考える～

室久　剛
消化器疾患と糖尿病～脂肪肝
を考える～ 2017.7.18 浜松

「もっと知ろう！　肝臓病」
C型肝炎について

長澤　正通 市民公開講座 2017.7.22 浜松

ﾎﾟｽﾄｳｲﾙｽ時代の課題
患者QOLの向上を目指して

長澤　正通 そう痒症治療の新展開 in 浜松 2017.11.1 浜松

当院における内視鏡治療(ESD)の現
状とその工夫

芳澤　社

加藤敦士、山田洋介、山中力
行、杉浦喜一、木次健介、宮
津隆裕、海野修平、瀧浪将
貴、木全政晴、室久剛、熊岡
浩子、清水恵理奈、長澤正
通、細田佳佐、佐藤嘉彦

第134回遠江医学会 2017.6 浜松

胆管金属ステント留置後に発症した
胆嚢炎の検討-CoverとUncoverの比
較-

瀧浪正貴

室久 剛、加藤敦史、山田洋
介、山中力行、杉浦喜一、木
次健介、宮津隆裕、海野修
平、木全政晴、芳澤社、清水
恵理奈、細田佳佐、長澤正通

浜名湖肝胆膵研究会 2017.9.8 浜松

胆管金属ステント留置後に発症した
胆嚢炎の検討

瀧浪正貴
室久 剛、芳澤 社、清水恵理
奈、長澤正通

日本胆道学会総会 2017.9.27 山形

胃上皮性腫瘍のESDにおける病変部
位別の後出血の傾向

芳澤　社

山田洋介、杉浦喜一、宮津隆
裕、海野修平、瀧浪将貴、木
全政晴、室久剛、熊岡浩子、
清水恵理奈、長澤正通、細田
佳佐、佐藤嘉彦

第94回日本消化器内視鏡学会
総会(JDDW2017)

2017.11 福岡

当科における肝細胞癌に対する経皮
的ラジオ波焼灼療法の現状

室久 剛

長澤正通、山田洋介、杉浦喜
一、宮津隆裕、海野修平、瀧
浪将貴、木全政晴、芳澤 社、
熊岡浩子、清水恵理奈、細田
佳佐、佐藤嘉彦

第58回静岡県肝臓談話会 2017.3.18 静岡

EUS-FNA及び、経皮的脾腫瘍生検
で診断し得た脾原発びまん性大細胞
性ﾘﾝﾊﾟ腫の一例

山田洋介

杉浦喜一、宮津隆裕、海野修
平、瀧浪将貴、木全政晴、芳
澤 社、室久 剛、熊岡浩子、清
水恵理奈、細田佳佐、長澤正
通、佐藤嘉彦

第126回消化器病学会東海支
部会

2017.6.24 名古屋

進行膵神経内分泌腫瘍(pNET)に対
するstreptozocin(STZ)療法の現状―
国内15施設多施設共同研究―

渋谷仁

肱岡範、坂本康成、森実千
種、植田圭二郎、伊藤鉄英、
河本泉、今村正之、工藤篤、
小林規俊、三宅隼人、保田宏
明、今岡大、池田公史、桐谷
翔、有田淳一、青木琢、永塩
美邦、松本繁巳、堀口繁、室
久剛、與儀竜治、奥坂拓志

日本神経内分泌腫瘍研究会 2017.9 仙台

肝悪性リンパ腫の一例 山田洋介

加藤敦士、杉浦喜一、山中力
行、宮津隆裕、木次健介、海
野修平、 瀧浪将貴、木全政
晴、芳澤　社、室久　剛、清水
恵理奈、細田佳佐、 長澤正通

浜松消化器病研究会 2017.9.7 浜松

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞

消化器内科



Risk factors for febrile
neutropenia(FN) in
unresectable/recurrent pancreatic
cancer(PC) patients(pts) receiving
FOLFIRINOX(FFX) from JASPAC06
study

M. Sasaki

H. Ueno, K. Omae, T. Goto, G.
Murohisa, N. Mizuno, M.
Ozaka, SKobayashi, K. Uesugi,
N. Kobayashi, H. Hayashi, K.
Sudo11, N.Horita, K. Kamei, T.
Hosokawa, T. Henmi, M.
Kobayashi, A. Todaka, A.
Okano, Y.  Fukutomi

ESMO 2017.9

十二指腸傍乳頭部憩室出血に対して
Gel immersion endoscopyが有用で
あった1例

加藤敦史

木次健介、山田洋介、杉浦喜
一、山中力行、宮津隆裕、海
野修平、 瀧浪将貴、木全政
晴、芳澤　社、室久　剛、清水
恵理奈、細田佳佐、 長澤正通

第１２７回日本消化器病学会東
海支部例会

2017.11.11 名古屋

膵悪性リンパ腫の一例 木次健介

加藤敦史、山田洋介、杉浦喜
一、山中力行、宮津隆裕、海
野修平、 瀧浪将貴、木全政
晴、芳澤　社、室久　剛、清水
恵理奈、細田佳佐、 長澤正通

浜松胆膵疾患勉強会 2017.9 浜松

食道胃接合部癌の診断と治療 木全政晴 Next Lecture Meeting in 浜松 2017.9.12 浜松

症例呈示　大腸 海野修平 遠州消化管研究会 2017.3.23 浜松

内視鏡的粘膜下層剥離術(ESD)にて
治癒切除が得られた表在型食道類
基底細胞癌の1例

海野修平
木全政晴、芳澤 社、細田佳
佐、佐藤嘉彦

第71回日本食道学会学術集会 2017.6.15 軽井沢

症例呈示　胃 海野修平 第32回浜名湖胃と腸フォーラム 2017.9.9 浜松

出血部位同定に難渋しカプセル内視
鏡が診断の契機となった十二指腸深
部憩室出血の一例

山中力行

細田佳佐、加藤敦士、山田洋
介、杉浦喜一、木次健介、宮
津隆裕、海野修平、瀧浪将
貴、木全政晴、芳澤 社、室久
剛、清水恵理奈、長澤正通

第60回日本消化器内視鏡学会
東海支部例会

2017.11.18 岐阜

早期大腸癌の深達度診断の検討 宮津隆裕 宮津隆裕、芳澤 社
第8回静岡消化器内視鏡フォー
ラム

2017.2.11 浜松

食道腺が深達度診断に影響したバ
レット腺癌の一例

木全政晴
芳澤社　海野修平　細田佐佳
佐藤嘉彦　鈴木一史

第71回日本食道学会学術集会 2017.6.15 軽井沢

大腸の腫瘍性病変を合併し、ESDに
て切除し得たクローン病の一例

山中力行

細田佳佐、加藤敦士、山田洋
介、杉浦喜一、木次健介、宮
津隆裕、海野修平、瀧浪将
貴、木全政晴、芳澤 社、室久
剛、清水恵理奈、長澤正通

IBDclub in Hamamatsu 2017.7.1 浜松

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

司会 細田佳佐 浜松消化器病研究会 2017,9,7 浜松医療センター

司会 細田佳佐 Next Lecture Meeting in 浜松 2027.9.12 グランドホテル浜松

座長 長澤　正通 第180回浜松胆膵疾患勉強会 2017.1.10 浜松

座長 長澤　正通 肝癌画像診断ｾﾐﾅｰ in 浜松 2017.6.28 浜松

座長 長澤　正通 肝癌NEXT Symposium in 浜松 2017.11.15 浜松

座長 長澤　正通 ﾏｳﾞｨﾚｯﾄ発売記念講演会 2017.12.6 浜松

座長 長澤　正通 浜松肝炎学術講演会 2017.1.13 浜松

座長 木全政晴
第60回日本消化器内視鏡学会
東海支部例会

2017.11.18 岐阜
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関節リウマチにおけるＴＮＦ阻害薬中
止の可能性

宮本俊明 リウマチ科 2017.7 Ｐ97-101 科学評論家

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅを起因菌
とした後腹膜膿瘍からの炎症波及に
より腹部大動脈破裂に至った一例

山崎賢士
榊間昌哲, 長倉優花, 橋本紘
幸, 田代傑, 三輪真史, 米村克
彦

岡山医学会雑誌 2017.7 129 (2); 107-109

A Case of Dermatomyositis with
Severe Myalgia and Muscle
Weakness Testing Positive for Anti-
MDA 5 Antibody

Yamazaki K

Wakabayashi H, Suganami Y,
Sano S, Wakunami Y,
Katayama T, Deguchi K,
Nagotani S and Kishida M

ACTA MEDICA OKAYAMA 2017.8 71 (4); 341-344

動静脈瘻を伴う腸骨動脈瘤に起因し
た急性腎障害の一例

山崎賢士
榊間昌哲, 長倉優花, 橋本紘
幸, 田代傑, 三輪真史, 米村克
彦

日本腎臓学会誌 2017.12 59 (8); 1252-1257

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜指定講演・シンポジウム等＞

なぜこのBIOを使うのか？
～toward remission,beyond remission
～

宮本俊明 第32回臨床リウマチ学会 2017.12 神戸

髄液所見で多核球優位の著明な細
胞増加・糖低下を呈するNSAIDs誘発
性髄膜炎を合併した抗RNP抗体陽性
UCTDの1例

山崎賢士
榊間昌哲, 山城良真, 長倉優
花,, 田代傑, 三輪真史, 米村
克彦

第231回内科学会東海地方会 2017.2 三重

アルコール性偽性Cushing症候群の
合併がみられたWernicke脳症の1例

山崎賢士
榊間昌哲, 山城良真, 長倉優
花,, 田代傑, 三輪真史, 米村
克彦

第232回内科学会東海地方会 2017.6 愛知

SLE患者におけるST合剤予防投薬に
よる有害事象に関するCase cohort
study

山崎賢士 井上達雄, 宮本俊明 第29回中部リウマチ学会 2017.9 石川

ST合剤による有害事象発症の予測
因子の検討、当院におけるSLE患者
103例の後ろ向きコホート研究

山崎賢士 井上達雄, 宮本俊明 第32回臨床リウマチ学会 2017.12 神戸

Bio時代におけるMTXの実践的な使
い方

宮本俊明 整形外科・リウマチセミナー 2017.2 浜松

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明 RA Meet The Expert 2017.2 新潟

RA治療の変遷と診断の考え方 宮本俊明 第56回静岡県病院学会 2017.2 静岡

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明 若手RA医のための研究会 2017.3 岡山

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明
Rheumatology Forum in
Hakodate

2017.3 函館

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明
RA Expert Meeting in
Utsunomiya

2017.3 宇都宮

Bio時代におけるMTXの実践的な使
い方

宮本俊明 静岡リウマチ治療学術講演会 2017.3 静岡

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明 南大阪リウマチExpert Meeting 2017.6 大阪

なぜこのBIOを使うのか？
～特にTNF阻害薬について～

宮本俊明 浜松整形外科学会 2017.7 浜松

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明 釧路リウマチまなぼう会 2017.8 釧路

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明
リウマチ薬物治療を考える会 in
帯広

2017.9 帯広

最適なRA治療を個々の患者に届け
るために～実臨床でのICのこつ～

宮本俊明
Bone Management Conference
For Patients with RA

2017.9 浜松

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明 北見リウマチセミナー 2017.9 北見

膠原病リウマチ内科

＜一般講演・その他の講演＞



関節炎のみかた～鑑別診断、US、
MRIの位置づけについて～

宮本俊明
第6回一般内科医を目指す若
手医師のための膠原病セミ
ナー

2017.9 浜松

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明 Expert Meetng in Mie 2017.10 四日市

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明 中津川RA conference seminor 2017.10 中津川

ｃｓDMARDの最近の話題 宮本俊明
日本人エビデンスから見たRA
治療を考える会

2017.10 浜松

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明
日本人エビデンスから見たRA
治療を考える会

2017.11 静岡

最新知見に基づいたRA治療戦略
～自院症例を中心にBIOの選択を考
える～

宮本俊明 RA Expert Meeting in Aomori 2017.11 青森

最適なRA治療を個々の患者に届け
るために～実臨床でのICのこつ～

宮本俊明
鹿児島リウマチネットワーク in
川内

2017.11 鹿児島

SLEに対するHCQの位置づけ 宮本俊明 HCQ研究会 2017.10 静岡

高疾患活動性RA患者におけるADA
の有用性

宮本俊明 山崎賢士、井上達雄 第32回臨床リウマチ学会 2017.12 神戸

予後不良因子(ACPA)がADA治療成
績に与える影響(3年）

宮本俊明 山崎賢士、井上達雄 第29回中部リウマチ学会 2017.9 金沢

予後不良因子(ACPA)がADA治療成
績に与える影響(3年）

宮本俊明 山崎賢士、井上達雄 第61回日本リウマチ学会総会 2017.4 福岡

当院でのRA患者におけるADA治療
208例152週で見られた寛解導入率と
継続率

宮本俊明 山崎賢士、井上達雄 第61回日本リウマチ学会総会 2017.4 福岡

生物学的製剤効果不十分例へのIGU
追加併用による寛解導入の検討

山崎賢士 宮本俊明、井上達雄 第61回日本リウマチ学会総会 2017.4 福岡

Efficacy of adding iguratimod therapy
in rheumatoid arthritis　patients who
had inadequate response to biologic
DMARDs

Toshiaki
Miyamoto

Kenji Yamazaki, Tatsuo Inoue
America College of
Rheumatology(ACR)2017

2017.11 San Diego

RISING試験を読み解く 宮本俊明
Biologics Expert Seminor on
RA
～for Precision medicine～

2017.11 浜松
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磯﨑泰介
静脈経腸栄養テキストブック第
1版

2017.2 403-411

南江堂

磯﨑泰介
研修医・医学生のための症例
で学ぶ栄養学

2017.3 146-147

建帛社

磯﨑泰介
研修医・医学生のための症例
で学ぶ栄養学

2017.3 148-149

建帛社

磯﨑泰介

井上善文編、月刊薬事臨時増
刊号、丸ごとわかる栄養療法、
臨床の疑問に根拠をもって答え
る！

2017.4 260-268

じほう

磯﨑泰介

第２０回日本病態栄養学会年
次学術集会シンポジウム５、腎
臓病と栄養の最前線、
DIABETES UPDATE（6）2：2017

2017.4 48-53

メディカルレ
ビュー社

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

CKDの栄養評価 磯﨑泰介
第20回　日本病態栄養学会年
次学術集会、シンポジウム５
腎臓病と栄養の最前線

2017.1 京都市　京都国際会議場

CKDのチーム医療 磯﨑泰介
日本腎臓学会第１回腎臓病療
養指導士講習会

2017.3
東京都文京区　東京医科歯科
大学　鈴木章夫記念講堂

CKDのチーム医療 磯﨑泰介
日本腎臓学会第2回腎臓病療
養指導士講習会

2017.5
東京都文京区　東京医科歯科
大学　鈴木章夫記念講堂

保存期CKDの栄養管理 磯﨑泰介 若手のための腎臓病講座 2017.5 浜松市　グランドホテル浜松

CKDのチーム医療 磯﨑泰介
日本腎臓学会第3回腎臓病療
養指導士講習会

2017.8
東京都文京区　東京医科歯科
大学　鈴木章夫記念講堂

慢性腎臓病(CKD)とビタミンD製剤 磯﨑泰介
平成29年度浜松整形外科医会
夏期研修会

2017.8
浜松市　クラウンパレスホテル
浜松

血液透析（HD）患者の栄養管理 磯﨑泰介
平成29年度第2回JSPEN栄養
マスターコース

2017.9 名古屋市

口腔内におけるcnm 遺伝子陽性
Streptococcus mutans 株の存在は
IgA腎症患者におけるう蝕と蛋白尿に
影響を与える

三﨑太郎

江間智映実、伊藤誓悟、塩岡
天平、鈴木由美子、磯﨑泰
介、福永暁子、和唐薫子、畠
山理那、仲 周平、野村良太、
仲野和彦

IgA腎症研究会 2017.1.28 JPタワー、東京

事前胃瘻造設と多職種介入により化
学・放射線療法中に栄養状態を維持
しえた上咽頭癌患者の1例

鈴村里佳

竹内博紀、大原裕史、冨田加
奈恵、伊藤小百合、石塚友
一、塩川満、磯﨑泰介、門田
千晶、宮坂恵、鈴木克佳、袴
田桂

第20回　日本病態栄養学会年
次学術集会、ポスターセッショ
ン

2017.1 京都市　京都国際会議場

多職種介入により歩行・座位保持困
難・慢性的摂食不良が改善し、自宅
退院し得た仙骨骨肉腫・根性坐骨神
経症の1例

坂本由梨
冨田　加奈恵、伊藤　小百合、
山田　博英、井上善也、磯﨑
泰介

第20回　日本病態栄養学会年
次学術集会、ポスターセッショ
ン

2017.1 京都市　京都国際会議場

CKD病診連携のコツ〜聞いてみたい
あんなことやこんなこと〜

磯﨑泰介 安城市医師会　講演会 2017.1 安城市医師会会館

CKDの栄養療法〜おいしく暮らそう！
CKD〜

磯﨑泰介
市民公開講座　慢性腎臓病を
知って生活習慣を見直そう〜元
気で長生きするために〜

2017.2
浜松市　アクトシティ浜松コング
レスセンター

腎性貧血治療とCKD病診連携 磯﨑泰介 あわざ腎臓病病診連携懇話会 2017.2
大阪市　ホテルモントレグランス
ミア大阪

リハビリテーション介入した急性期脳
卒中患者の栄養状態の検討

竹内博紀
大原裕史、冨田加奈恵、鈴村
里佳、伊藤小百合、磯﨑泰
介、西村立

第32回日本静脈経腸栄養学会
学術集会

2017.2 岡山県岡山市

嘔気に対して多職種介入により経管
栄養が確立し栄養状態を維持できた
脳幹出血の１例

大原裕史
竹内博紀、冨田加奈恵、鈴村
里佳、伊藤小百合、磯﨑泰
介、西村立

第32回日本静脈経腸栄養学会
学術集会

2017.2 岡山県岡山市

治療に難渋している20年に及ぶ超長
期腹膜透析患者の一例

鈴木由美子
塩岡天平、小野雅史、磯﨑泰
介、三﨑太郎、川西秀樹

第49回静岡県腎不全研究会 2017.3 静岡市　グランシップ

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞

慢性腎臓病（CKD）２

血液透析例に対する栄養管理

慢性腎臓病の栄養評価

慢性腎臓病（CKD）１

腎臓内科

腎不全に対する栄養療法



全身脱毛を契機に発見された直腸癌
合併膜性腎症の一例

小野雅史
塩岡天平、鈴木由美子、磯﨑
泰介、三﨑太郎

第54回静岡腎セミナー 2017.3 浜松市

治療に難渋している20年に及ぶ超長
期腹膜透析患者の一例

鈴木由美子
塩岡天平、鈴木由美子、磯﨑
泰介、三﨑太郎、川西秀樹

第49回静岡県腎不全研究会 2017.3.5 グランシップ静岡

全身脱毛を契機に発見された直腸癌
合併膜性腎症の一例

小野雅史
塩岡天平、鈴木由美子、磯﨑
泰介、三﨑太郎

第54回静岡腎セミナー 2017.3.18 ホテルコンコルド浜松

コレステロール塞栓症(CCE)に
ステロイド療法とLDLアフェレーシス
(LDL-A)
の併用が効果的だった１例

塩岡天平
小野雅史、鈴木由美子、磯崎
泰介、三崎太郎 第29回Jung Niere 2017.4.13 浜松医科大学

健診センターから腎臓内科紹介例の
検討

磯﨑泰介
三﨑太郎、鈴木由美子、塩岡
天平、江間智映実

第60回日本腎臓学会学術集会 2017.5.28 仙台国際センター

口腔内のCnmタンパクを発現する
Streptococcus mutans株の存在は
IgA腎症患者のう蝕と蛋白尿に影響
する

三﨑太郎

塩岡天平、小野雅史、鈴木由
美子、磯﨑泰介、福永暁子、
和唐薫子、畠山理那、仲 周
平、野村良太、仲野和彦

第60回日本腎臓学会総会 2017.5.28 仙台国際センター

健診センターから腎臓内科紹介例の
検討

磯﨑泰介
三﨑太郎、鈴木由美子、塩岡
天平、江間智映実

第60回日本腎臓学会学術集会 2017.5 仙台市

ステロイド療法とLDLアフェレーシス
(LDL-A)の併用が有効と考えられたコ
レステロール塞栓症(CCE) の1例

塩岡天平
小野雅史、鈴木由美子、磯崎
泰介、三崎太郎

第62回日本透析医学会学術集
会

2017.6 横浜市

慢性腎臓病（CKD）患者における腎性
貧血治療ガイドライン2015遵守度の
検討

磯﨑泰介
江間智映実、塩岡天平、小野
雅史、鈴木由美子、三﨑太郎

第62回日本透析医学会学術集
会

2017.6 横浜市

CKDの病診連携 磯﨑泰介 下呂医師会講演会 2017.7 岐阜県下呂市

血液透析患者の栄養管理 磯﨑泰介 第６回伊豆半島腎フォーラム 2017.8 静岡県熱海市

CKDとビタミンD製剤 磯﨑泰介 2017.8 浜松市

cnm遺伝子陽性Streptococcus
mutans株の口腔内存在はIgA腎症患
者のう蝕と蛋白尿に影響する

三﨑太郎
福永暁子、和唐薫子、畠山理
那、仲 周平、野村良太、仲野
和彦

第5回日本病巣疾患研究会 2017.9.3 東京国際交流会館

臨床的に非典型溶血性尿毒症症候
群(aHUS)と診断し、抗補体(C5)モノク
ローナル抗体製剤の投与を行った血
栓性微小血管症(TMA)の一例

千葉圭彦
小野雅史、塩岡天平、千葉
圭、鈴木由美子、磯﨑泰介、
三﨑太郎、中田匡信

第55回静岡腎セミナー 2017.9.30 静岡市　中島屋グランドホテル

腎性貧血治療とCKD病診連携 磯﨑泰介 生活習慣病地域連携セミナー 2017.11 大阪府豊中市

Campylobacter rectus and cnm-
positive Streptococcus mutans
strains harbored in oral cavity
increase urinary protein in IgAN
patients

K. WATO1, S. NAKA2, T.
MISAKI3, R. HATAKEYAMA1,
Y. NAGASAWA4, S. ITO5, H.
INABA2, R. NOMURA1, M.
MATSUMOTO-NAKANO2, K.
NAKANO1

第 65 回国際歯科研究学会日
本支部会総会・学術大会
（JADR 2017）

2017.11.18  東京（昭和大学）

風邪と感染症 三﨑太郎 第191回腎臓いきいき教室 2017.1.21 聖隷浜松病院、浜松

脂質異常と腎障害
塩岡天平、三
﨑太郎

第192回腎臓いきいき教室 2017.2.18 聖隷浜松病院、浜松

行楽と健康法 三﨑太郎 第193回腎臓いきいき教室 2016.3.11 聖隷浜松病院、浜松

腎臓って何？ 三﨑太郎 第194回腎臓いきいき教室 2017.4.15 聖隷浜松病院、浜松

尿酸と腎 三﨑太郎 第195回腎臓いきいき教室 2017.5.20 聖隷浜松病院、浜松

透析と腎移植 三﨑太郎 第196回腎臓いきいき教室 2017.6.24 聖隷浜松病院、浜松



熱中症 三﨑太郎 第197回腎臓いきいき教室 2017.7.22 聖隷浜松病院、浜松

貧血 三﨑太郎 第198回腎臓いきいき教室 2017.8.19 聖隷浜松病院、浜松

検査値の見方 三﨑太郎 第199回腎臓いきいき教室 2017.9.16 聖隷浜松病院、浜松

高血圧と腎 三﨑太郎 第200回腎臓いきいき教室 2017.10.21 聖隷浜松病院、浜松

糖尿病と腎 三﨑太郎 第201回腎臓いきいき教室 2017.11.18 聖隷浜松病院、浜松

冬の過ごし方 三﨑太郎 第202回腎臓いきいき教室 2017.12.16 聖隷浜松病院、浜松

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 磯﨑泰介 武居光雄

第７回日本腎臓リハビリテー
ション学会学術集会、シンポジ
ウム　回復期リハビリテーション
とチーム医療

2017.2 茨城県つくば市

座長 磯﨑泰介 森田　浩
第４回　糖尿病と腎臓in浜松
特別講演　糖尿病における尿
細管・糸球体関連

2017.2 浜松市

座長 磯﨑泰介 富田真佐子
第32回日本静脈経腸栄養学会
学術集会　フェローシップ応募
者セッション

2017.2 岡山県岡山市

座長 磯﨑泰介

MEET THE SPECIALIST　ピー
トルチュアブル錠　発売１周年
記念講演会　特別講演II　作用
機序から考える経口リン吸着薬
福島県立医大腎臓高血圧内科
学講座教授　風間順一郎

2017.3 浜松市　ホテルコンコルド浜松

講師 三﨑太郎 小野薬品社内勉強会 2017.3.7 小野薬品浜松支店

座長 三﨑太郎 第54回静岡腎セミナー 2017.3.18 ホテルコンコルド浜松

講師 三﨑太郎 興和創薬社内勉強会 2017.4.27 興和創薬浜松支店

講師 三﨑太郎 バイエル薬品社内勉強会 2017.5.18 バイエル浜松支店

座長 磯﨑泰介
第62回日本透析医学会学術集
会、一般口演（リハビリ）

2017.6 横浜市　パシフィコ横浜

講師 三﨑太郎 協和発酵キリン社内勉強会 2017.8.24 協和発酵キリン浜松支店

講師 三﨑太郎 浜松薬剤師会学術研修会 2017.9.5 浜北文化センター

講師 三﨑太郎 鳥居薬品社内勉強会 2017.11.16 鳥居薬品浜松支店



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

バセドウ病合併妊娠における抗甲状
腺薬と母児の甲状腺機能について

岩鬼浩之
大西 裕大、 綿引 基、柏原 裕
美子

第90回日本内分泌学会学術総
会

2017.4 京都

少量のレンバチニブで病勢コントロー
ルし得た甲状腺乳頭癌の一例

大西裕大
綿引 基、岩鬼 裕之、林 千
雅、柏原 裕美子

第27回臨床内分泌代謝Update ２０１７．１１ 神戸

内分泌内科

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

透析患者に対する抗てんかん薬の使
い方について教えて下さい

佐藤慶史郎 加藤明彦
いまさら訊けない！
透析患者
薬剤の考え方、使い方

2018.01 302-305 中外医学社

透析患者におけるワルファリンの導
入期と維持期の調整のコツを教えてく
ださい

渡邊一樹、杉
山崇史、内山
剛

加藤明彦
いまさら訊けない!透析患者薬
剤の考えかた, 使い方 Ver.2

2018/1 164-169 中外医学社

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Case of steroid-responsive unilateral
encephalitis with anti-myelin
oligodendrocyte glycoprotein
antibodies

Daisuke
Yamamoto

Tsuyoshi Uchiyama,Toshihiko
Ohashi and Takahiro Iizuka

Neurology and Clinical
Neuroscience

2017 DOI:10.1111/ncn3.12119

Posterior Reversible Encephalopathy
Syndrome in a Woman with Chronic
Obstructive Pulmonary Disease

Haruka Tanaka
Daisuke Yamamoto, Tsuyoshi
Uchiyama and Toshihiko
Ohashi

Intern Med 2017 56;1119-1120

Proteinase 3-antineutrophil
cytoplasmic antibody-positive
ulcerative colitis presenting with
abducens neuropathy.

Yuki Kirito
Daisuke Yamamoto, Tsuyoshi
Uchiyama

BMJ Case Rep 2017 doi: 10.1136/bcr-2016-218353

Cortical subarachnoid haemorrhage
with reversible cerebral
vasoconstriction syndrome in an
elderly woman.

Yoshihiko
Chiba

Daisuke Yamamoto, Tsuyoshi
Uchiyama

BMJ Case Rep 2017 doi: 10.1136/bcr-2017-219319.

Arterial spin-labelled perfusion MRI
demonstrates early spontaneous
recanalisation of clot after
cardiogenic embolism.

Yoichi
Sugiyama

Daisuke Yamamoto, Tsuyoshi
Uchiyama

BMJ Case Rep 2017 doi: 10.1136/bcr-2017-220155.

Orbital myositis presenting with only
unilateral orbital pain.

Saori
Utsunomiya

Daisuke Yamamoto, Tsuyoshi
Uchiyama

BMJ Case Rep 2017 doi: 10.1136/bcr-2017-220615.

Acute autoimmune encephalitis with
myorhythmia

Daisuke
Yamamoto

Tsuyoshi Uchiyama, Hironobu
Myojin, Shigemasa Suzuki,
Kazuki Watanabe, Keishiro
Sato, and Toshihiko Ohashi.

聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17;12-16

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

抗AQP4抗体陰性自己免疫性脳脊髄
炎におけるalbumin quotientの検討

山本大介
内山剛，若月里江，明神寛
暢，鈴木重将，渡邊一樹，佐
藤慶史郎，大橋寿彦

第29回日本神経免疫学会学術
集会

2017.
10

札幌

Proteinase 3-antineutrophil
cytoplasmic antibody-positive
ulcerative colitis presenting with
abducens neuropathy

Daisuke
Yamamoto

Yuki Kirito,  Tsuyoshi
Uchiyama, et al.

2nd Annual World Congress of
Digestive Disease

2017.12 福岡

抗myelin oligodendrocyte
glycoprotein抗体陽性 片側性大脳皮
質性脳炎の一例

山本大介
内山剛，明神寛暢，鈴木重
將，渡邊一樹，佐藤慶史郎，
大橋寿彦

第146回日本神経学会東海北
陸地方会

2017.3 名古屋

Kinetic patterns of recoiling flat on
the ground in Parkinson disease

Hironobu
Myojin

Tsuyoshi Uchiyama Tomohiro
Nakayama Sayuri Shimizu
Shigemasa Suzuki Kazuki
Watanabe Daisuke Yamamoto
Keishirou Satou Toshihiko
Ohashi

XXIII World Congress of
Neurology (WCN2017)

2017/9/1 Kyoto

Relationship between crawling and
postural abnormality in Parkinson`s
disease

Shigemasa
Suzuki

Tsuyoshi Uchiyama,Tomohiro
Nakayama, Sayuri Shimizu,
Hironobu Myojin, Kazuki
Watanabe, Daisuke Yamamoto,
Keishirou Satou and Toshihiko
Ohashi

XXIII World Congress of
Neurology (WCN2017)

42979 Kyoto

抗糖脂質抗体陽性 片側性特発性横
隔神経麻痺の1例

鈴木重將
内山剛、若月里江、明神寛
暢、渡邊一樹、山本大介、佐
藤慶史郎、大橋寿彦

第148回　日本神経学会東海北
陸地方会

2017年7月 愛知県

当院で経験した、可逆性脳梁膨大部
病変3症例の検証

鈴木重將
内山剛、明神寛暢、渡邊 一
樹、山本大介、佐藤慶史郎、
大橋寿彦

第31回　日本神経救急学会学
術集会

2017年6月 東京都

当院における多発性硬化症(MS)の臨
床像と治療

鈴木重將
内山剛、佐藤慶史郎、若月里
江　、明神寛暢、渡邊一樹、山
本大介、大橋寿彦

第29回 日本神経免疫学会学
術集会

2017年10月 北海道

クリプトコッカス脳室炎に対し,
Ommaya reservoir留置及びアムホテ
リシンB脳室内投与を行った1例

渡邊一樹
内山 剛, 明神寛暢, 鈴木重將,
山本大介, 佐藤慶史郎, 大橋
寿彦

第22回日本神経感染症学会 2017.1 北九州市

脊髄小脳変性症におけるハイハイ
（四つ這い動作）の特徴

仲山知宏

内山剛、志水早由里，若月里
江、明神寛暢、鈴木重将，渡
邊一樹、山本大介、佐藤慶史
郎、大橋寿彦

第11回パーキンソン病・運動障
害疾患コングレス

2017.1 東京都

Clinical presentation of and
maintenance treatment for chronic
immune-mediated demielinating
neuropathy

渡邊一樹
内山 剛, 明神寛暢, 鈴木重將,
山本大介, 佐藤慶史郎, 大橋
寿彦

XXIII World Congress of
Neurology (WCN2017)

2017/9 京都市

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

免疫修飾薬導入における 多発性硬
化症の臨床的検討　-グラチラマー酢
酸塩の導入とともに症状増悪をきたし
たBasedow病合併の多発性硬化症の
1例-

鈴木重將
内山剛、若月里江、明神寛
暢、渡邊一樹、山本大介、佐
藤慶史郎、大橋寿彦

静岡MS治療セミナー 42856 静岡県

神経内科

＜一般講演・その他の講演＞



座長 内山剛
第5回Care-Nursing-Treatment
(CNT)プログレス

2017.3 浜松市

座長 内山剛
第11回パーキンソン病友の会
西部地区医療講演会

2017.9 浜松市

座長 内山剛 第22回静岡県認知症研究会 2017.1 静岡県



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Association of New York Heart
Association functional class Ⅳ
symptoms at admission and clinical
features with outcomme in patients
hospitalized for acute heart failure
syndromes

Ryotaro Asano

Katsuya Kajimoto、Toshiaki
Oka、Ryo Sugiura、Hisayuki
Okada、Kazuho Kamishima、
Tetsuo Hirata、Naoki Sato、on
behalf of investigators of the
Acute Decompensated Failure
syndromes (ATTEND)
registry.

International Journal of
cardiology

2017 230 : 585-591

Evaluation of the association
between sleep apnea and
polyunsaturated fatty acids profiles
in patients after percutaneous
coronary intervention

Keisuke
Nakabayashi

Kentaro Jujo、Katsumi Saito、
Toshiaki Oka、Nobuhisa
Hagiwara

Heart Vessels 2017 Published online : 19 June

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

硬化性大動脈弁に発症した感染性心
内膜炎の一例

加藤寛子
中澤直美、杉浦　亮、岡　俊
明、鈴木保孝

第53回静岡心エコー図セミナー 2017.1 浜松

当院の成人先天性心疾患患者の精
神疾患罹患の背景と傾向

斎藤秀輝
森善樹、中嶌八隅、小出昌
秋、杉浦　亮、岡　俊明

第19回日本成人先天性心疾患
学会総会

2017.1 津

たこつぼ型心筋症を合併した完全房
室ブロックの一例

加藤寛子 第11回画像診断講演会 2017.1 浜松

冠動脈疾患における脂質管理の意
義　～スタチン療法の残された課題
～

岡　俊明 浜名医師会学術講演会 2017.3 浜松

ステント留置術後の抗血小板療法
～どの薬剤をどれくらいの期間使うべ
きか～

岡　俊明
P-CAB FORUM 2017 in
Hamamatsu

2017.3 浜松

心房細動って何？　なぜ脳梗塞の原
因になるの？

岡　俊明
第94回日本生理学会大会記念
市民公開講座

2017.3 浜松

当院における成人先天性心疾患診
療の現状と課題

斎藤秀輝

杉浦　亮、岡　俊明、村上知
隆、井上奈緒、金子幸栄、中
嶌八隅、森　善樹、國井佳文、
小出昌秋

第123回東海小児循環器談話
会

2017.4 名古屋

当院の成人先天性心疾患症例の精
神疾患罹患の背景と傾向

秦　武弘

斎藤秀輝、水野雄介、加藤寛
子、加藤好信、後藤雅之、磯
村大地、岡田尚之、杉浦　亮、
岡　俊明

河田町循環器フォーラム　～第
9回心臓病研究会～

2017.5 東京

Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ　Ｈｅａｒｔ　Ｄｉｓｅａｓｅ（ＳＨ
Ｄ）に対するインターベンション　～術
前評価としての心エコー検査と心臓Ｃ
Ｔの役割～

岡　俊明
日本体外循環技術医学会　平
成29年度教育セミナー

2017.5 名古屋

冠動脈小血管病変に対する２nd
generation DES

岡田尚之
第37回日本心血管インターベン
ション治療学会　東海北陸地方

2017.5 名古屋

クライオカテーテルによる治療をした
ＷＰＷ症候群の一例

加藤好信 第8回浜松不整脈研究会 2017.5 浜松

ステント留置術後の抗血小板療法
～どの薬剤をどれくらいの期間使うべ
きか～

岡　俊明
志太榛原タケキャブ錠発売２周
年記念講演会

2017.6 藤枝

高齢者心房細動に対する抗凝固療
法

岡　俊明 伊東市医師会学術講演会 2017.6 伊東

原因不明の失神や脳梗塞の診断に
ついて　～植込み型ループレコー
ダーの有用性～

杉浦　亮
失神と脳梗塞を考える会　in 浜
松

2017.6 浜松

ステロイド治療導入4年後に心病変が
顕在化したサルコイドーシスの１例

秦　武弘

水野雄介、加藤寛子、斎藤秀
輝、加藤好信、後藤雅之、磯
村大地、岡田尚之、杉浦　亮、
岡　俊明

第29回静岡県心不全研究会 2017.6 浜松

残存リスク低減を目指した積極的脂
質低下療法の意義　～HIJ-PROPER
試験からの知見～

岡　俊明
脂質異常症　Leaders  Meeting
in  Tokai

2017.6 名古屋

コントロール不良な糖尿病患者の転
帰

斎藤秀輝
糖尿病疾患の病診連携を考え
る会

2017.6 浜松

高齢者心房細動に対する抗凝固療
法

岡　俊明
抗凝固療法連携講演会　～抗
凝固療法の現状と今後の目指
す方向性～

2017.7 浜松

たこつぼ心筋症を併発したQT延長症
候群８型の一例

斎藤秀輝
第53回日本小児循環器学会総
会・学術総会

2017.7 浜松

＜一般講演・その他の講演＞

循環器科・不整脈科



高齢化社会における循環器疾患の
治療戦略　～経カテーテル大動脈弁
植え込み術（TAVI)と抗凝固療法につ
いて～

岡　俊明 第10回東静循環器懇話会 2017.7 静岡

高齢者心房細動に対する抗凝固療
法

岡　俊明 田方医師会学術講演会 2017.9 伊豆の国市

抗菌薬で疣贅が縮小傾向も可動性
が大きく手術適応と判断した感染性
心内膜炎の一例

田中　遥
斎藤秀輝、秦　武弘、岡田尚
之、岡　俊明

第65回日本心臓病学会学術集
会

2017.9 大阪

全身塞栓症により早期診断が可能で
あった心アミロイドーシスの一例

斎藤秀輝 秦　武弘、岡田尚之、岡　俊明
第65回日本心臓病学会学術集
会

2017.9 大阪

Sapien 3を用いたTAVI治療における
弁輪破裂症例の検討

磯村大地
國井佳文、岡田尚之、岡　俊
明、小出昌秋

第38回日本心血管インターベン
ション治療学会　東海北陸地方

2017.10 金沢

Adams-Stokes症候群による失神を
契機に左室緻密化障害の診断とな
り、ICD植込みを要した一例

水野雄介 斎藤秀輝
第21回日本心不全学会学術集
会

2017.10 秋田

心不全緩和医療に対する当院の取り
組み

斎藤秀輝

水野雄介、加藤寛子、秦　武
弘、加藤好信、後藤雅之、磯
村大地、岡田尚之、杉浦　亮、
岡　俊明

第21回日本心不全学会学術集
会

2017.10 秋田

LVAD装着後の右心不全に対して生
理的ペーシングが有効であった左室
緻密化障害の一例

秦　武弘
芹澤直紀、立石実、志賀　剛、
布田伸一、山崎健司、萩原誠
久

第21回日本心不全学会学術集
会

2017.10 秋田

残存リスク低減を目指した積極的脂
質低下療法の意義　～HIJ-PROPER
試験からの知見～

岡　俊明
Zetia  Treat  to  Target
Meeting  in  Hamamatsu

2017.11 浜松

残存リスク低減を目指した積極的脂
質低下療法の意義　～HIJ-PROPER
試験からの知見～

岡　俊明
Lipid  Expert　Meeting　in
Numazu

2017.12 沼津

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 岡　俊明 抗凝固療法を考える会 2017.5 浜松

座長 岡　俊明
失神と脳梗塞を考える会　in 浜
松

2017.6 浜松

座長 岡　俊明 第29回静岡県心不全研究会 2017.6 浜松

座長 岡　俊明
糖尿病疾患の病診連携を考え
る会

2017.6 浜松

座長 岡田尚之
第26回日本心血管インターベン
ション治療学会

2017.7 京都

座長 杉浦　亮 抗凝固療法　Network Meeting 2017.9 浜松

座長 岡　俊明 第6回浜松心不全研究会 2017.10 浜松

座長 岡　俊明 バソプレシン研究会 2017.11 浜松

座長 岡　俊明
Meet the Expert of Circulation
in HAMAMATSU 2017

2017.11 浜松



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

園田寿先生　紹介 生田孝 臨床精神病理 2017 38（1）；7-8

思想なのか、妄想なのか？ 生田孝 精神療法 2017 43（3）；380

自然・生命・精神現象の諸次元と諸
科学に関連した新たな精神病理学に
向けて

生田孝 臨床精神医学 2017 46（6）；683-692

実体としての〈生と死〉、観念としての
〈生と死〉

生田孝 医学哲学・医学倫理 2017 35；51-56

古澤平作の「通信分析」について 生田孝 精神医学史研究 2017 21（2）；61-69

病跡学会賞を受賞して 生田孝 日本病跡学会雑誌 2017 94；116-118

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

女性のライフステージにおけるうつ状
態

堀雅博 持田製薬主催講演会 2017.2 浜松

精神医学概論 生田孝 浜松いのちの電話 2017.4 浜松

症例発表・治療終結 堀雅博 第三土曜会 2017.4 東京

精神医学と治療のアポリア－精神病
理学的観点から－

生田孝
第25回鹿児島精神病理・精神
療法研究会

2017.7 鹿児島

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

講演「気持ちのつらさを抱える患者に
どう向き合っていけばいいのか」

堀雅博
2016年度聖隷浜松病院緩和医
療学習会第8回

2017.1 浜松

講演「アルコール離脱症候群・振戦せ
ん妄」

堀雅博
聖隷浜松病院B6病棟主催勉強
会

2017.11 浜松

講演「緩和ケア：精神症状（気持ちの
つらさ・せん妄）」

堀雅博
聖隷浜松病院主催・がん診療
に携わる医師に対する緩和ケ
ア研修会

2017.12 浜松

精神科

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Continuous fetal head flexion as a
marker for prenatal diagnosis of
lethal multiple pterygium syndrome: a
case report.

Hasegawa A Hanaoka M, Murakoshi T. J Med Ultrason (2001). 2017; 44(3):271-273.

Embryo transfer is a risk factor for
severe postpartum hemorrhage and
blood transfusion requirement.

Noguchi S
Murakoshi T, Konno H,
Matsushita M, Matsumoto M.

J Matern Fetal Neonatal Med. 2017; Nov 2: Epub ahead of print

Impact of maternal and paternal
smoking on birth outcomes.

Inoue S
Naruse H, Yorifuji T, Kato T,
Murakoshi T, Doi H,
Subramanian SV.

J Public Health (Oxf). 2017; 39(3):1-10.

Analysis of preventability of stroke-
related maternal death from the
nationwide registration system of
maternal deaths in Japan.

Katsuragi S

Tanaka H, Hasegawa J,
Nakamura M, Kanayama N,
Nakata M, Murakoshi T,
Yoshimatsu J, Osato K,
Tanaka K, Sekizawa A,
Ishiwata I, Ikeda T.

J Matern Fetal Neonatal Med. 2017; Jun 14: Epub ahead of print

A poor long-term neurological
prognosis is associated with
abnormal cord insertion in severe
growth-restricted fetuses.

Nakamura M

Umehara N, Ishii K, Sasahara
J, Kiyoshi K, Ozawa K, Tanaka
K, Tanemoto T, Ichizuka K,
Hasegawa J, Ishikawa H,
Murakoshi T, Sago H.

J Perinat Med. 2017; Dec 21: Epub ahead of print

The increase in the rate of maternal
deaths related to cardiovascular
disease in Japan from 1991-1992 to
2010-2012.

Tanaka H

Katsuragi S, Osato K,
Hasegawa J, Nakata M,
Murakoshi T, Yoshimatsu J,
Sekizawa A, Kanayama N,
Ishiwata I, Ikeda T.

J Cardiol. 2017; 69(1):74-78.

Value of fibrinogen in cases of
maternal death related to amniotic
fluid embolism.

Tanaka H

Katsuragi S, Osato K,
Hasegawa J, Nakata M,
Murakoshi T, Yoshimatsu J,
Sekizawa A, Kanayama N,
Ishiwata I, Ikeda T.

J Matern Fetal Neonatal Med. 2017; 30(24):2940-2943.

Fetoscopic laser photocoagulation
for amniotic fluid discordance
bordering on twin-twin transfusion
syndrome: Feasibility, perinatal and
long-term outcomes.

Ozawa K
Sugibayashi R, Wada S, Sumie
M, Ishii K, Nakata M,
Murakoshi T, Ito Y, Sago H.

J Obstet Gynaecol Res. 2017; 43(8):1256-1262.

全前置胎盤における癒着胎盤の危
険因子.

加藤愛理
松下充, 加藤恵一朗, 今野寛
子, 山下亜貴子, 鈴木貴士, 神
農隆, 松本美奈子, 村越毅.

関東連合産科婦人科学会誌. 2017; 54(4):377-382.

22週未満の既往帝王切開/子宮手術
後妊娠でのgemeprost使用による陣
痛誘発.

野口翔平
村越毅, 長谷川瑛洋, 寺田周
平, 今野寛子, 山下亜貴子, 松
下充, 松本美奈子, 鈴木貴士.

日本周産期・新生児医学会雑
誌.

2017; 53(3):796-799.

無痛分娩群と非無痛分娩群の産褥
初期の疲労感比較.

青島友香 山本記穂, 入駒慎吾, 村越毅. 分娩と麻酔. 2017; 11(99):70-74.

妊娠12週時、腹腔鏡下腫瘍摘出術を
行った境界悪性傍卵巣腫瘍の1例.

安達博

伊賀健太朗, 加藤恵一朗, 大
塚康二, 加藤愛理, 保田歩, 稲
岡直子, 花岡美枝子, 田中萌,
寺田周平, 長谷川瑛洋, 野口
翔平, 今野寛子, 小林光紗, 伊
藤崇博, 小林浩治, 塩島聡, 松
本美奈子, 鈴木貴士, 中山理,
渋谷伸一, 大月寛郎, 浅沼栄
里.

聖隷浜松病院医学雑誌. 2017; 17(1):17-22.

遷延する凝固障害と多臓器不全に対
して血漿交換を行った急性妊娠脂肪
肝.

横内妙
村越毅, 長谷川瑛洋, 神農隆,
松下充, 鈴木貴士, 松本美奈
子.

日本周産期・新生児医学会雑
誌.

2017; 53(3):857-860.

「産科危機的出血難事例：子宮型
（DIC先行型）羊水塞栓症」　院内発
症の一例.

長谷川瑛洋, 村越毅. 聖隷浜松病院医学雑誌. 2017; .

外科的止血が困難であった腟壁裂傷
に対し、遺伝子組み換え活性型血液
凝固第vii因子製剤で止血を得た子宮
型(Dic先行型)羊水塞栓症の一例.

野口翔平
野口翔平, 長谷川瑛洋, 村越
毅.

聖隷浜松病院医学雑誌. 2017; 17(1):70-74.

産科危機的出血例　子宮型(DIC先行
型)羊水塞栓症.

長谷川瑛洋 野口翔平, 村越毅. 聖隷浜松病院医学雑誌. 2017; 17(1):75-78.

妊産婦死亡症例報告から学ぶ　産科
危機的出血Overview.

村越毅. 聖隷浜松病院医学雑誌. 2017; 17(1):67-69.

【超早産児の予後向上のための戦略
[1]】 産科管理(28週未満)　臨床的絨
毛膜羊膜炎の診断と管理.

村越毅. 周産期医学. 2017; 47(7):881-886.

産婦人科



【胎児診断・治療の最前線】 胎児診
断　双胎間輸血症候群とその周辺疾
患.

村越毅. 周産期医学. 2017; 47(4):461-466.

【産婦人科画像診断トレーニング-こ
の所見をどう読むか?】周産期 症例:
妊娠初期(3).

村越毅. 臨床婦人科産科. 2017; 71(4):17-22.

注目のTopics　TTTSに対する胎児鏡
下レーザー治療　今後の展開　胎児
鏡下胎盤吻合血管レーザー凝固術
の歴史と今後の展開.

村越毅. Fetal & Neonatal Medicine. 2017; 9(1):25-31.

遺伝子組み換え型活性化型第VII因
子はいつ使うか.

野口翔平. INTENSIVIST. 2017; 8(2.

徹底分析　無痛分娩における麻酔科
医の役割　私たちのやり方：聖隷浜
松病院の場合.

野口翔平, 入
駒慎吾.

LiSA. 2017; .

超緊急帝王切開時の麻酔.
野口翔平, 入
駒慎吾.

産科と婦人科. 2017; 84

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

Comparison of inflationary non-
invasive blood pressure (iNIBP)
monitoring technology and
conventional deflationary non-
invasive blood pressure (dNIBP)
measurement in detecting
hypotension during cesarean section.

Yamashita A. Irikoma S, Toba Y, Kokubo S.
1st World congress of
Anesthesia on Obstetrics.

2017.02.24. Bali, Indonesia.

The timing and effect of use of
recombinant activatd facotr VII for
postpartum hemorrhage.

Noguchi S
Irikoma S, Yamashita A,
Murakoshi T.

1st World congress of
Anesthesia on Obstetrics.

2017.02.24. Bali, Indonesia.

Differences in prognostic factors of
single fetal demise after laser
therapy for twin-twin transfusion
syndrome between early and late
fetal demise.

Yamashita A
Konno H, Matsushita M,
Murakoshi T.

27th World Congress on
Ultrasound in Obstetrics and
Gyneclology.

2017.09.17-20. Vienna, Austria.

The roles of superficial anastomoses
with twin twin transfusion syndrome.

Konno H
Yamashita A, Matsushita M,
Murakoshi T.

27th World Congress on
Ultrasound in Obstetrics and
Gyneclology.

2017.09.17-20. Vienna,  Austria.

The incidence of respiratory
depression after epidural morphine
administration for cesarean section:
Findings from a continuous
respiratory rate monitoring system.

Terada S
 Irikoma S, Yamashita A,
Murakoshi T.

36th Annual Congress, The
European Society of Regional
Anesthesia and Pain Therapy.

2017.09.13-16. Switzland.

心房拍低値のため胎児期に2度房室
ブロックとの鑑別が困難だった完全
房室ブロックの一例.

花岡美枝子
野口翔平, 今野寛子, 山下亜
貴子, 神農隆, 松下充, 松本美
奈子, 鈴木貴士, 村越毅.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

腹腔鏡手術において、治療介入を要
する肩痛出現頻度を減らせるか?

稲岡直子
入駒慎吾, 花岡美枝子, 塩島
聡, 安達博, 渋谷伸一, 村越
毅.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

一絨毛膜双胎における一児胎児死
亡後の緊急胎児輸血の実施可能性
と周産期予後.

神田昌子
石井桂介, 野口翔平, 山本亮,
笹原淳, 光田信明, 村越毅.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

胎児鏡下レーザー手術を施行した
Selective IUGRを伴う一絨毛膜双胎
の周産期予後.

石井桂介
和田誠司, 中田雅彦, 鷹野真
由実, 山下亜貴子, 山本亮, 村
越毅, 左合治彦.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

産科出血における輸血療法の重要
性.

田中博明

長谷川潤一, 大里和広, 桂木
真司, 仲村将光, 村越毅, 中田
雅彦, 吉松淳, 関沢明彦, 金山
尚裕, 石渡勇, 池田智明.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

羊水混濁が著明な双胎間輸血症候
群症例での胎児鏡下胎盤吻合血管
レーザー凝固術の技術的工夫　持続
羊水注入法の有用性.

村越毅
石井桂介, 今野寛子, 山下亜
貴子, 松下充, 神農隆, 鳥居裕
一.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

双胎間輸血症候群に対するレーザー
焼灼術後の一児死亡の発症時期と
関連する産科的因子の検討.

山下亜貴子
今野寛子, 神農隆, 松下充, 松
本美奈子, 村越毅.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

当院で扱ったTwin reversed arterial
perfusion(TRAP) sequenceに関する
検討.

寺田周平

松下充, 田中萌, 野口翔平, 長
谷川瑛洋, 今野寛子, 山下亜
貴子, 神農隆, 松本美奈子, 鈴
木貴士, 村越毅.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

胎児鏡下胎盤吻合血管レーザー凝
固術を施行した双胎間輸血症候群に
おける吻合血管の短期予後への影
響.

今野寛子
山下亜貴子, 神農隆, 松下充,
松本美奈子, 鈴木貴士, 村越
毅.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

The effectiveness of neoadjvant
chemotherapy with uterine arterial
infusion of cisplatin followed by
weekly intravenous paclitaxel
infusion for the stage IB to IIB
cervical cancer.

Suzuki T
Adachi H, Nakayama S,
Kobayashi H, Ito T, Noguchi S,
Hanaoka M.

第69回日本産科婦人科学会. 2017.04.13-16. 広島.

硬膜外モルヒネ投与後の呼吸抑制は
目視で対応できるか？　〜連続モニ
タリングを用いた呼吸抑制の発生
率、発生時間から

安田歩 寺田周平, 入駒慎吾, 村越毅. 麻酔科学サマーセミナー
2017.06.29-
07.01

沖縄

＜一般講演・その他の講演＞



胎児輸血の適応と進歩 胎児輸血の
国内での状況.

水内将人
室月淳, 山本亮, 石井桂介, 高
橋雄一郎, 中田雅彦, 村越毅,
和田誠司, 左合治彦.

第27回日本産婦人科新生児血
液学会.

2017.06.02-03. 福島.

胎児輸血の適応と進歩 胎児輸血実
施マニュアル.

小澤克典
村田将春, 室月淳, 村越毅, 与
田仁志, 梶原道子, 北澤淳一,
左合治彦.

第27回日本産婦人科新生児血
液学会.

2017.06.02-03. 福島.

Day7培養の有用性. 村松正子

松本美奈子, 秋山安里, 鈴木
伊都子, 栗田哲至, 松尾七重,
小林浩治, 今井伸, 塩島聡, 村
越毅.

第62回日本生殖医学会. 2017.11.16-17. 下関.

不妊精査によるamh異常高値を契機
に卵巣顆粒膜細胞腫を診断し、付属
器摘出術後に自然妊娠で生児を得た
症例.

塩島聡
安達博, 松本美奈子, 小林浩
治, 今井伸, 今野寛子, 村越
毅.

第62回日本生殖医学会. 2017.11.16-17. 下関.

Selective IUGRに対するmodified
sequential法による胎児鏡下レーザー
手術に関する検討.

鷹野真由実
中田雅彦, 石井桂介, 村越毅,
和田誠司, 山本亮, 山下亜貴
子, 長崎澄人, 左合治彦.

第53回日本周産期新生児医学
会.

2017.07.16-18. 横浜.

一絨毛膜二羊膜双胎に関連した胎児
貧血に対する子宮内輸血の治療効
果.

野口翔平
村越毅, 寺田周平, 今野寛子,
山下亜貴子, 松下充, 松本美
奈子, 鈴木貴士.

第53回日本周産期新生児医学
会.

2017.07.16-18. 横浜.

羊水塞栓症の初期徴候　テタニー性
子宮収縮と遅発一過性徐脈(Early
sign of amniotic fluid embolism:
Tetanic uterine contractions and late
decelerations).

桂木真司

石渡勇, 大里和宏, 関沢明彦,
中田雅彦, 金山尚裕, 田中博
明, 田中佳代, 中村将光, 長谷
川潤一, 村越毅, 吉松淳, 池田
智明, 妊産婦死亡症例検討評
価委員会.

第53回日本周産期新生児医学
会.

2017.07.16-18. 横浜.

全前置胎盤における癒着胎盤を予測
する周産期因子の検討.

加藤愛理
松下充, 加藤恵一朗, 今野寛
子, 山下亜貴子, 鈴木貴士, 神
農隆, 松本美奈子, 村越毅.

第53回日本周産期新生児医学
会.

2017.07.16-18. 横浜.

当院での総腸骨もしくは内腸骨動脈
バルーン留置を行った全前置癒着胎
盤症例の転帰.

加藤恵一朗
松下充, 加藤愛理, 今野寛子,
山下亜貴子, 鈴木貴士, 神農
隆, 松本美奈子, 村越毅.

第53回日本周産期新生児医学
会.

2017.07.16-18. 横浜.

婦人科領域における稀少がん 悪性
腫瘍の可能性も考えられた卵巣成熟
嚢胞性奇形腫内に発生した毛包上皮
腫の一例.

鈴木貴士
中山理, 武藤はる香, 清水進
一, 大月寛郎, 安達博, 村越
毅.

第59回日本婦人科腫瘍学会. 2017.07.27-29. 熊本.

当院における卵巣明細胞癌症例の
臨床的検討.

小林浩治

伊賀健太朗, 加藤恵一朗, 保
田歩, 加藤愛理, 大塚康二, 野
口翔平, 長谷川瑛洋, 田中萌,
寺田周平, 小林光紗, 伊藤崇
博, 鈴木貴士, 中山理, 安達
博.

第59回日本婦人科腫瘍学会. 2017.07.27-29. 熊本.

パクリタキセルによるアレルギー・ア
ナフィラキシー症例の検討.

小林光紗

加藤恵一朗, 伊賀健太朗, 大
塚康二, 保田歩, 稲岡直子, 花
岡美枝子, 寺田周平, 野口翔
平, 長谷川瑛洋, 伊藤崇博, 小
林浩治, 鈴木貴士, 安達博, 中
山理.

第59回日本婦人科腫瘍学会. 2017.07.27-29. 熊本.

子宮体癌を合併した卵巣小細胞癌肺
型の一例.

寺田周平

鈴木貴士, 伊賀健太朗, 加藤
恵一朗, 大塚康二, 加藤愛理,
保田歩, 稲岡直子, 花岡美枝
子, 田中萌, 野口翔平, 小林光
紗, 伊藤崇博, 小林浩治, 安達
博, 中山理.

第59回日本婦人科腫瘍学会. 2017.07.27-29. 熊本.

２つの小さな傍卵管嚢腫の相互巻絡
により急性腹症を呈した一症例.

小林浩治

渋谷伸一, 稲岡直子, 寺田周
平, 小林光紗, 松本美奈子, 鈴
木貴士, 塩島聡, 安達博, 中山
理.

第57回　日本産科婦人科内視
鏡学会.

2017.09.07-09. 鹿児島.

アルノート®ラップシングルを使用した
腹腔鏡下子宮体癌手術.

小林光紗
稲岡直子, 寺田周平, 小林浩
治, 塩島聡, 松本美奈子, 鈴木
貴士, 安達博, 中山理.

第57回　日本産科婦人科内視
鏡学会.

2017.09.07-09. 鹿児島.

ジエノゲスト内服中に深部静脈血栓
と肺塞栓を発症した子宮筋腫合併の
重症子宮内膜症　内膜症治療のピッ
トフォール(症例報告).

塩島聡
加藤寛子, 安達博, 小林光紗,
岡俊明, 村越毅.

第32回　日本女性医学学会. 2017.11.04-05. 大阪.

当院で経験した子宮腺肉腫５例の臨
床的検討.

伊賀健太朗

安達博, 加藤恵一朗, 安田歩,
加藤愛理, 稲岡直子, 寺田周
平, 今野寛子, 小林光紗, 小林
浩治, 鈴木貴士, 中山理, 村越
毅.

2017年冬期　静岡産科婦人科
学会

 2017.11.26 浜松

腟内に突出する子宮腟部が存在しな
い子宮頸部円錐切除後妊娠に帯す
る頸管縫縮術の工夫.

村越毅 松下充, 安達博, 鳥居裕一.
2017年度　新潟大学産婦人科
同窓会集談会.

2017.12.16. 新潟.

Selective IUGR in Monochorionic
Twins: Classification, Management
and Perinatal Outcome.

Murakoshi T.

13th International Symposium
on Ultrasound in Obstetrics
and Gynecology Out Reach in
Singapore.

2017.02.11-13. Singapore.

双胎分娩時期の検討　〜38週を目標
とした分娩管理は妥当か〜　（シンポ
ジウム）.

稲岡直子.
第53回日本周産期新生児医学
会.

2017.07.16-18. 横浜.

双胎妊娠 UpDate　〜膜性診断から
最新の知見まで〜.

村越毅.
第7回　産婦人科レビューコー
ス.

2017.02.18-19. 大阪.

１絨毛膜双胎管理 UpDate　〜TTTS
関連疾患の最近の考え方〜.

村越毅.
2016年度　静岡県中部周産期
セミナー.

2017.03.11. 静岡.

＜指定講演・シンポジウム
等＞



妊娠中後期：胎児胸腹部（心臓を除
く）の見方と異常

村越毅 産婦人科超音波セミナー 2017.06.03-04 東京

村越毅. 双胎妊娠　膜性診断とMD双
胎の管理

村越毅 産婦人科超音波セミナー 2017.06.03-04 東京

ハイリスク妊娠　〜多胎妊娠の管理
〜

村越毅 周産期医療研修会　産科編 2017.07.21 東京

早産と炎症　〜実践的管理と最新の
知識〜.

村越毅.
さいたま赤十字病院　周産期セ
ミナー.

2017.10.12. 大宮.

The Fetus as A Patient　〜胎児治療
に魅せられて〜.

村越毅.
第２回 新潟県周産期・縫合セミ
ナー.

2017.10.29. 新潟.



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

新生児栄養関連胆汁うっ滞 元重 京子 ネオネイタルケア第30巻5号 2017.05 32-33 メディカ出版

SGA性低血糖症 元重 京子 ネオネイタルケア第30巻5号 2017.05 34-35 メディカ出版

総肺静脈還流異常症 杉浦 弘 ネオネイタルケア 2017.03 81-86

大木 茂 大木 茂 監修
新生児の代表的疾患と病態生
理マスターブック

2017.03 メディカ出版

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

マイコプラズマ肺炎におけるマクロラ
イド耐性菌の頻度と抗菌薬治療の有
効性に関する検討

先濵 大
松林 正、桐戸 雄紀、永井 友
梨、小杉 洋平、田中 悠、山本
雅紀、大呂 陽一郎

聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17(2): 1-6

完全消退が得られたクローン病合併
巨大炎症性ポリープの小児例

岩本 亜弓 松林 正 聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17(2): 18-21

Posterior reversible encephalopathy
syndromeを契機に診断に至った高安
動脈炎の1例.

小杉 洋平 松林 正 聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17(2): 22-27

麻疹に続け！風疹・Eliminationへの
道

永井　友梨
松原 理沙、谷田 けい、佐藤
聖子、継 仁、鈴木 道雄、多屋
馨子、森内 浩幸

小児感染免疫 2017 28 (4）；339─348

早期母子接触の誤解と混乱 大木 茂 日本母乳哺育学会雑誌 2017 11(1): 90-97

【大規模災害と周産期医療-熊本地
震からまなぶ】 熊本地震　支援体制
支援ネットワークの構築　新生児医
療連絡会災害時連絡網

大木 茂 周産期医学 2017 47(3): 393-396

【周産期におけるファミリーセンタード
ケア】 施設　個室型NICU

大木 茂 周産期医学 2017 47(1): 55-58

Is the presence of end-diastolic
forward flow specific for restrictive
right ventricular physiology in
repaired tetralogy of Fallot?

Mori Y,
Murakami T, Inoue N,
Nakashima Y, Koide M.

Int J Cardiol 2017 240:187-193

Aortopathy in an adult with tricuspid
atresia and left ventricular non-
compaction after Fontan procedure.

Murakami T
Mori Y, Inoue N, Kaneko S,
Nakashima Y.

Cir J 2017 81; 1745-46

心エコー活用術、Fallot四徴症、肺動
脈閉鎖兼心室中隔欠損

森 善樹 小児科診療 2017 80：1499−1506

完全大血管転位症に対する出生後
バルーン心房中隔裂開術実施の出
生前予後因子

森 善樹
AHA 2016 Highlights, 2016年米
国心臓協会、学術会議

2017 11

修復術後のファロー四徴症：マルチモ
ダリチィー.イメージング法による肺動
脈内拡張期末期順向血流波の差異

森 善樹
AHA 2016 Highlights, 2016年米
国心臓協会、学術会議

2017 13

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

30歳を迎えた極低出生体重児の長
期追跡結果

廣瀬 悦子
第53回日本周産期・新生児医
学会学術集会

2017.07 横浜

早産FGR児の娩出時期を考える 杉浦 弘

宮原 直之、大箸 拓、太田 幹
人、円谷 悠子、小泉 正人、宮
原 純、廣瀬 悦子、元重 京
子、中島 秀幸、大木 茂

第53回日本周産期・新生児医
学会学術集会

2017.07 横浜

小児在宅医療の現況と問題点－新
生児科の立場から－

杉浦 弘
第33回静岡県小児科医会学術
集会

2017.06 静岡

先天性心疾患合併の極出生体重児
の神経学的予後―多施設による検討
―

中嶌八隅
森 善樹、豊島 勝昭、増谷
聡、与田 仁志、田中 靖彦.

第53回小児循環器学会総会 2017.07 浜松

シンポジウム災害時小児周産期リエ
ゾンの導入にあたって
発災後急性期の新生児救急医療に
求められるもの

大木 茂
第53回日本周産期・新生児医
学会

2017.07 横浜

Pulmonary Surfactant in Japan 大木 茂
Korea-Japan NICU Care
Workshop 2017

2017.06 Incheon, Korea

小児科

＜指定講演・シンポジウム
等＞



基調講演 新生児医療連絡会の災害
時広域連絡システム

大木 茂 ネオフォーラム2017 2017.09 横浜

基調講演 Family Centered Care〜家
族の居心地とスタッフの働き心地〜

大木 茂 ネオフォーラム2017 2017.09 横浜

Family Centered Care〜家族の居心
地とスタッフの働き心地〜 大木 茂 山梨周産期医療懇話会 2017.10 甲府

関節炎所見を伴わない手指の腫脹を
来した2例

服部 成良

永井 友梨、松原 理沙、田中
悠、服部 成良、山本 雅紀、横
田 卓也、大呂 陽一郎、松林
正

第237回浜松市小児科医会研
究会（症例検討会）

2017.01 浜松

CYP2C19遺伝子多型に基づいて二
次除菌療法を施行したピロリ菌感染
症の1例

森田 真知子

永井 友梨、松原 理沙、田中
悠、服部 成良、山本 雅紀、横
田 卓也、大呂 陽一郎、松林
正

第12回静岡小児感染症研究会 2017.01 静岡

こどもの医療的ケア 杉浦 弘
静岡県在宅心身障害児医療支
援人材育成事業

2017.01 浜松

当院の成人先天性心疾患患者の精
神疾患罹患の背景と傾向

斉藤 秀輝
森 善樹、中嶌 八隅、小出 昌
秋、杉浦 亮、岡 俊明

第18回日本成人先天性心疾患
学会総会

2017.01 三重

ファロー四徴症術後の肺動脈弁置換
術の左室への影響—MRIによる検討—

中嶌八隅
森 善樹、金子 幸栄、井上 奈
緒、村上 知隆

第18回日本成人先天性心疾患
学会総会

2017.01 三重

脳出血をおこしたグレン術後の1例. 中嶌八隅
森 善樹、金子 幸栄、井上 奈
緒、村上 知隆

第28回日本Pediatric
Interventional Cardiology学会

2017.01 東京

再発清尿路結石の治療に難渋してい
る1例

田中　悠 山本　雅紀
第27回東海小児尿路疾患研究
会

2017.02 名古屋

自己免疫性溶血性貧血を合併した
late onset combined
immunodeficiencyの1例

松原 理沙
松林 正、永井 友梨、田中
悠、服部 良成、山本 雅紀、大
呂 陽一郎

第54回 静岡小児血液・がん研
究会

2017.02 静岡

巨大炎症性ポリープによる腸重積症
を合併したクローン病(CD)の1例

岩本 亜弓
松林正、永井友梨、松原理
沙、田中悠、服部成良、山本
雅紀、横田卓也、大呂陽一郎

第17回 日本小児IBD研究会 2017.02 大阪

慢性再発性多巣性骨髄炎（CRMO）
が疑われたが、後にBリンパ芽球性リ
ンパ腫と診断された一例

服部 成良
永井 友梨、松原 理沙、田中
悠、山本 雅紀、横田 卓也、大
呂 陽一郎、松林 正

第16回 東海小児リウマチ・膠
原病研究会

2017.03 名古屋

多彩な症状を呈したPR3-ANCA陽
性・好酸球増多症の一例

永井 友梨
松原 理沙、田中 悠、服部 成
良、山本 雅紀、横田 卓也、大
呂 陽一郎、松林 正

第16回 東海小児リウマチ・膠
原病研究会

2017.03 名古屋

新生児・早期乳児におけるヒトパレコ
ウイルス感染症の臨床像

永井 友梨
松原 理沙、田中 悠、服部 成
良、山本 雅紀、横田 卓也、大
呂 陽一郎、松林 正

第142回日本小児科学会静岡
地方会

2017.03 静岡

小腸穿孔術後遷延する凝固機能障
害肝機能障害のため救命できなかっ
た新生児肝不全の一例

太田 幹人

宮原 純、岩本 亜弓、岡本 健
吾、宮原 直之、大箸 拓、岡
俊太郎、小泉 正人、廣瀬 悦
子、元重 京子、中島 秀幸、杉
浦 弘、大木 茂

第36回静岡県周産期新生児研
究会

2017.03 静岡

新生児期に溶血性黄疸を来し6回の
交換輸血を行った重症複合型免疫不
全症の1例

大箸 拓

宮原 直之、太田 幹人、小泉
正人、宮原 純、廣瀬 悦子、中
島 秀幸、杉浦 弘、大木 茂、
松林 正

第120回日本小児科学会学術
集会

2017.04 東京

母体からのビタミンB12移行不足によ
り巨赤芽球性貧血を呈した乳児

金井 創太郎

岩本 亜弓、横田 卓也、永井
友梨、松原 理沙、田中 悠、服
部 成良、山本 雅紀、大呂 陽
一郎、松林 正

第120回日本小児科学会学術
集会

2017.04 東京

当科で経験したヘリコバクター・ピロリ
感染症20例の臨床的検討

松原 理沙

永井 友梨、田中 悠、金井 創
太郎、服部 成良、山本 雅紀、
横田 卓也、大呂 陽一郎、松
林 正

第120回日本小児科学会学術
集会

2017.04 東京

メサラジンによる薬剤性血球貪食症
候群を呈したCrohn病の一例

服部 成良

永井 友梨、松原 理沙、田中
悠、金井 創太郎、山本 雅紀、
横田 卓也、大呂 陽一郎、松
林 正

第120回日本小児科学会学術
集会

2017.04 東京

ヒトパレコウイルス感染症の臨床像と
サイトカインプロファイル

永井 友梨

松原 理沙、田中 悠、金井 創
太郎、服部 成良、山本 雅紀、
横田 卓也、大呂 陽一郎、松
林 正

第120回日本小児科学会学術
集会

2017.04 東京

CHARGE症候群3例の気道管理につ
いて

小杉 洋平
白井 憲司、南野 初香、元重
京子、木部 哲也、大木 茂、小
山 典久、横地 健治

第120回日本小児科学会学術
集会

2017.04 東京

新生児科医とDMATとの連携による
新生児搬送訓練経過報告

大木 茂 杉浦 弘、大石 彰
第120回日本小児科学会学術
集会

2017.04 東京

新生児に対して急性血液浄化を施行
した5症例

田中　悠 山本　雅紀 第50回小児腎疾患談話会 2017.05 名古屋

咽頭所見から診る子どもの疾患 松林 正 中東遠医学フォーラム 2017.05 浜松

気管支喘息として長期間治療されて
いた慢性咳嗽の2例

桐戸 雄紀
松林 正、永井 友梨、松原 理
沙、小杉 洋平、先浜 大、田中
悠、山本 雅紀、大呂 陽一郎

第239回浜松市小児科医会研
究会（症例検討会）

2017.05 浜松

内大脳静脈血流速度が高値を示した
新生児仮死の3例

中島 秀幸

立松 悠太、松原 理沙、大箸
拓、太田 幹人、宮原 直之、岡
俊太郎、円谷 悠子、小泉 正
人、宮原 純、廣瀬悦 子、元重
京子、杉浦 弘、大木 茂

第15回日本周産期循環管理研
究会

2017.05 東京

＜一般講演・その他の講演
＞



狭義の急速進行性糸球体腎炎と鑑
別を呈したNSAKIの1例

田中　悠 山本　雅紀 第52回小児腎臓病学会 2017.06 東京

当初腸重積と診断したが、最終的に
重複腸管の診断に至った1 例

小杉 洋平

清水 真帆、永井 友梨、今泉
孝章、田中 悠、山本 雅紀、宮
﨑 栄治、佐藤 知子、木部 哲
也、松林 正

第143回日本小児科学会静岡
地方会

2017.06 静岡

膿尿陰性の上部尿路感染症に関す
る検討

桐戸 雄紀
松林 正、大呂 陽一郎、山本
雅紀、田中 悠、小杉 洋平、先
濵 大、永井 友梨

第143回日本小児科学会静岡
地方会

2017.06 静岡

ＰＲＥＳを契機に診断に至った高安病
の1例

小杉 洋平

吉田 悟、田中 秀門、今市 悠
太郞、田中 健、荻田 薫、松下
博亮、白井 憲司、南野 初香、
佐藤 知子、木部 哲也、横地
健治

第31回小児救急医学会学術集
会

2017.06 東京

ピロリ菌感染による鉄欠乏性貧血の
姉弟例

小杉 洋平 松林 正
第8回浜松小児感染免疫懇話
会

2017.06 浜松

ヒトメタニューモウイルス感染症の重
症化リスク因子の検討

松原 理沙 松林 正
第8回浜松小児感染免疫懇話
会

2017.06 浜松

先天心疾患の心血管造影のこつ 森 善樹
第16回成人先天性心疾患セミ
ナー

2017.06 東京

ファロー四徴症術後症例の肺動脈の
硬さと右室機能

井上 奈緒
森 善樹、村上 知隆、金子 幸
栄、中嶌 八隅

第53回小児循環器学会総会 2017.07 浜松

先天性横隔膜ヘルニア術後遠隔期
に残存する肺高血圧に対しPDE5阻
害剤を使用した1例

金子 幸栄
森 善樹、村上 知隆、 井上 奈
緒、中嶌 八隅

第53回小児循環器学会総会 2017.07 浜松

機能的単心室症例のFontan術前の
大動脈Elastic Propertiesの検討

村上 知隆
森 善樹、井上 奈緒、金子 幸
栄、中嶌 八隅

第53回小児循環器学会総会 2017.07 浜松

たこつぼ心筋症を併発したQT延長症
候群8型の1例

斉藤 秀輝
森 善樹、井上 奈緒、金子 幸
栄、中嶌 八隅、杉浦 亮、岡
俊明

第53回小児循環器学会総会 2017.07 浜松

Neurological outcome of congenital
heart disease with very low birth
weight infants –Multicenter study in
Japan

Nakashima Y
 Mori Y, Toyoshima M,
Masutani S, Yoda H, Tanaka Y.

The 7th WCPCCS 2017.07 Barcelona

Impaired elastic properties of
ascending aorta in functional single
ventricle before Fontan operation

Murakami T
Murakami T, Inoue N, Kaneko
S, Nakashima Y

The 7th WCPCCS 2017.07 Barcelona

Is the presence of end-diastolic
forward flow specific for a restrictive
right ventricular physiology in a
repaired tetralogy of Fallot?

Mori Y
Murakami T, Inoue N, Kaneko
S, Nakashima Y, Koide M

The 7th WCPCCS 2017.07 Barcelona

12年間治療を継続している 紫斑病性
腎炎の1例

山本 雅紀 田中悠
第17回静岡小児腎臓病学術集
会

2017.07 静岡

保険診療勉強会 Q & A 松林 正
浜松市小児科医会例会ミニレク
チャー

2017.07 浜松

大動脈肺動脈窓を疑うも確定診断に
は至らず救命できなかった超低出生
体重児の一例

太田 幹人

宮原 純、立松 悠太、松原 理
沙、宮原 直之、大箸 拓、岡
俊太郎、小泉 正人、円谷 悠
子、廣瀬 悦子、元重 京子、中
島 秀幸、杉浦 弘、大木 茂

第53回日本周産期・新生児医
学会学術集会

2017.07 横浜

新生児、乳児における 胸部CTを用
いた肺容量測定

宮原 純

立松 悠太、松原 理沙、宮原
直之、大箸 拓、太田幹人、岡
俊太郎、小泉 正人、円谷 悠
子、廣瀬 悦子、元重 京子、中
島 秀幸、杉浦 弘、大木 茂

第53回日本周産期・新生児医
学会学術集会

2017.07 横浜

当院における小児在宅医療の現状と
取り組み

森田 真知子

 杉浦 弘、岡本 健吾、岩本 亜
弓、宮原 直之、大箸 拓、太田
幹人、岡 俊太郎、小泉 正人、
宮原 純、廣瀬 悦子、元重 京
子、中島 秀幸、大木 茂

第53回日本周産期・新生児医
学会学術集会

2017.07 横浜

完全房室ブロックの治療のため、診
断治療に苦慮したNICCDの一例

岩本 亜弓

廣瀬 悦子、宮原 直之、大箸
拓、太田 幹人、小泉 正人、宮
原 純、中島 秀幸、元重 京
子、杉浦 弘、大木 茂

第53回日本周産期・新生児医
学会学術集会

2017.07 横浜

正期産児の動脈管開存症に対する
治療効果、および、治療方針の考察

岡本 健吾

宮原 直之、大箸 拓、岡 俊太
郎、太田 幹人、小泉 正人、宮
原 純、廣瀬 悦子、元重 京
子、中島 秀幸、杉浦 弘、大木
茂

第53回日本周産期・新生児医
学会学術集会

2017.07 横浜

非典型的な上部尿路感染症の2例 永井 友梨
松林 正、大呂 陽一郎、山本
雅紀、田中 悠、先濵 大、小杉
洋平、桐戸 雄紀

第240回浜松市小児科医会研
究会（症例検討会）

2017.07 浜松

ベーチェット病が疑われる乳児例 茂野 綾美
松林 正、大呂 陽一郎、山本
雅紀、田中 悠、先濵 大、小杉
洋平、永井 友梨、桐戸 雄紀

第10回静岡小児膠原病・自己
炎症性疾患研究会

2017.07 静岡

Posterior reversible encephalopathy
syndromeを契機に診断に至った高安
動脈炎の男児例

小杉 洋平
松原 理紗、吉田 悟、山本 雅
紀、木部 哲也、松林 正

第10回静岡小児膠原病・自己
炎症性疾患研究会

2017.07 静岡

最近経験したPFAPAの8例 桐戸 雄紀
小杉 洋平、永井 友梨、先濵
大、田中 悠、山本 雅紀、大呂
陽一郎、松林 正

第10回静岡小児膠原病・自己
炎症性疾患研究会

2017.07 静岡

Bosentan長期投与が有効と考えられ
た無症状のFontan術後の1例。

村上 知隆
森 善樹、井上 奈緒、金子 幸
栄、中嶌 八隅.

第65回日本心臓病学会総会 2017.09 大阪



学校心臓検診の心電図異常を契機
に診断に至った心臓腫瘍の1例

村上 知隆
中嶌 八隅、井上 奈緒、金子
幸栄,、森 善樹

第124回浜松小児循環器研究
会

2017.09 浜松

当院で診療したTAM13例についての
検討

松原 理沙 松林 正
第55回静岡小児血液・がん研
究会

2017.09 静岡

皮疹、体重増加不良を主訴に紹介さ
れた3か月男児例

小杉 洋平
桐戸 雄紀、永井 友梨、先濵
大、田中 悠、山本 雅紀、大呂
陽一郎、松林 正

第243回浜松市小児科医会研
究会（症例検討会）

2017.09 浜松

当院における小児在宅医療の現状と
取り組み

杉浦 弘

立松 悠太、松原 理沙、宮原
直之、大箸 拓、太田 幹人、円
谷 悠子、小泉 正人、三宅 史
人、宮原 純、廣瀬 悦子、元重
京子、中島 秀幸、大木 茂

37回静岡周産期新生児研究会 2017.09 静岡

皮膚が未熟な児に対するビリブラン
ケット療法の工夫～自作のジェルマッ
トの使用～

廣瀬 悦子
第62回日本新生児成育医学会
学術集会

2017.10 大宮

Early aggressive nutritionが動脈管閉
鎖に与える影響

杉浦弘

宮原 直之、大箸 拓、太田 幹
人、円谷 悠子、小泉 正人、宮
原 純、廣瀬 悦子、元重 京
子、中島 秀幸、大木 茂

第62回日本新生児成育医学会
学術集会

2017.10 大宮

臨床経過からPMXを導入した早産児
の1例

宮原 直之

大箸 拓、太田 幹人、円谷 悠
子、小泉 正人、宮原 純、廣瀬
悦子、元重 京子、中島 秀幸、
杉浦 弘、大木 茂

第62回日本新生児成育医学会
学術集会

2017.10 大宮

Posterior reversible encephalopathy
syndromeを契機に診断に至った高安
動脈炎の男児例

小杉 洋平
松原 理紗、吉田 悟、山本 雅
紀、木部 哲也、松林 正

第20回日本小児リウマチ学会 2017.10 京都

エプスタイン奇形、その病態と特異
性。術後遠隔期の問題

森 善樹
第17回成人先天性心疾患セミ
ナー、

2017.10 大阪

ヒトメタニューモウイルス感染症の重
症化リスク因子の検討

松原 理沙

松林 正、桐戸 雄紀、永井 友
梨、小杉 洋平、先濵 大、田中
悠、山本 雅紀、大呂 陽一郎、
松林 正

第49回日本小児感染症学会 2017.10 石川

可逆性脳梁部膨大部病変を有する軽
症脳炎・脳症（MERS）を合併したレプ
トスピラ症の1例

永井 友梨 松林 正 第49回日本小児感染症学会 2017.10 石川

静岡県におけるロタウイルス感染症
入院症例サーベイランスシステム

田中 敏博 松林 正、中野 貴司 第49回日本小児感染症学会 2017.10 石川

1型糖尿病患児の学校でのペン型イ
ンスリン注射/インスリンポンプの使
用状況

広瀬 正和 大呂 陽一郎、川村 智行
第17回　日本先進糖尿病治療
研究会

2018.10 新潟

Measurement of lung volume by
chest computed tomography in
neonates and infants  under sedation
and muscle relaxation

宮原 純 杉浦 弘、大木 茂、森 善樹
13th World Congress of
Perinatal Medicine

2017.10 Belgrade

治療効果判定にFDG-PET検査が有
用であった骨原発B-cell
lymphoblastic lymphomaの一例

松原 理沙 松林 正
第59回日本小児血液・がん学
会

2017.11 愛媛

酸素親和性の低下を特徴とする異常
モグロビン症(Hb Hazebrouck)の 1家
族例

大箸 拓 松原 理沙、松林 正
第59回日本小児血液・がん学
会

2017.11 愛媛

クローン病の治療経過中にメサラジ
ン不耐症の鑑別を要した2 例

先濵 大
松林 正、桐戸雄紀、永井友
梨、小杉洋平、松原理沙、田
中 悠、山本雅紀、大呂陽一郎

第144回日本小児科学会静岡
地方会

2017.11 静岡

縦隔気腫に合併した脊髄硬膜外気腫
の1 例

濱田 早紀
桐戸 雄紀、永井 友梨、先濵
大、小杉 洋平、田中 悠、山本
雅紀、大呂 陽一郎、松林 正

第144回日本小児科学会静岡
地方会

2017.11 静岡

抗甲状腺薬使用後もTSHが低値を示
し続けた新生児Basedow病の一例

立松 悠太

松原 理沙、宮原 直之、大箸
拓、太田 幹人、円谷 悠子、小
泉 正人、三宅 史人、宮原
純、廣瀬 悦子、元重 京子、中
島 秀幸、杉浦 弘、大木 茂、
大呂陽 一郎

第26回東海新生児研究会 2017.11 名古屋

当院におけるリコモジュリン®の使用
経験

小泉 正人 新生児DIC研究会 2017.11 浜松

早期母子接触の歴史と当院での取り
組みについて

元重 京子
第45回静岡県西部周産期勉強
会

2017.11 浜松

An investigation of the outcomes in
adulthood for very low birth weight
infants using questionnaire including
marriage and reproduction

廣瀬 悦子
Hot Topics in Neonatology
2017

2017.12 Washington D.C

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 中嶌 八隅
第28回日本Pediatric
Interventional Cardiology学会

2017.01 東京

座長 森 善樹
第28回日本Pediatric
Interventional Cardiology学会

2017.01 東京

座長 杉浦　弘
19回新生児呼吸療法モニタリン
グフォーラム

2017.02 長野

浜松市救命救急士新生児蘇生講習
会講師

大木 茂 白井 憲司
浜松市救命救急士新生児蘇生
講習会

2017.02 浜松市消防本部

座長 中嶌 八隅
第123回東海小児循環器談話
会

2017.04 名古屋



ラジオ　おはようクリニック 山本 雅紀 2017.04 浜松

研究会会頭 大木茂
ハイリスク児フォローアップ研究
会

201706 聖隷浜松病院

座長 松林 正 第66回日本アレルギー学会 2017.06 東京

座長 森 善樹
第53回日本小児循環器学会総
会

2017.07 浜松

座長 中嶌 八隅
第53回日本小児循環器学会総
会

2017.07 浜松

座長 大木 茂 石井 桂介
第53回日本周産期・新生児医
学会学術集会

2017.07 横浜

座長 元重 京子
第37回 静岡県周産期新生児
研究会

2017.09 静岡

座長 松林 正 第20回日本小児リウマチ学会 2017.11 京都

座長 松林 正
第144回日本小児科学会静岡
地方会

2017.11 静岡

座長 大木 茂 伊藤 友弥
第62回日本新生児成育医学
会・学術集会

2017.10 大宮



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

腹腔内から考える適切なメッシュの大
きさ

宮木祐一郎

牛田進一郎、田原俊哉、髙部
裕也、國友愛奈、田村峻介、
前田杏梨、山本博崇、浜野
孝、小林靖幸、町田浩道

第14回日本ヘルニア学会東海
地方会

2017.2 名古屋

Laparoscopic Component Separation
を併施した巨大瘢痕ヘルニアに対す
る腹腔鏡下腹壁瘢痕ヘルニア手術

宮木祐一郎
髙部裕也、田村峻介、國友愛
奈、鈴木一史

第236回静岡県外科医会集談
会

2017.3 沼津

A case of multiple neuroendocrine
tumors treated with additional LTG
after LDG

前田杏梨
山本博崇、宮木祐一郎、鈴木
一史

第89回日本胃癌学会総会 2017.3 広島

TAPPから鼠径部アプローチに術式
変更した2例

田原俊哉 宮木祐一郎、牛田進一郎
第15回日本ヘルニア学会学術
集会

2017.6 東京

腹腔内から考える 再発のない適切な
腹膜前修復法

宮木祐一郎
田原俊哉、田村峻介、前田杏
梨、牛田進一郎

第15回日本ヘルニア学会学術
集会

2017.6 東京

当院における鼠径ヘルニア術後アン
ケート結果の検討

宮木祐一郎

鈴木一史、牛田進一郎、山本
博崇、髙部裕也、田原俊哉、
小林靖幸、浜野孝、宮﨑栄
治、今泉孝章

第134回遠江医学会 2017.6 浜松

胃粘膜化腫瘍に対する当院の術式
選択

高木徹

宮木祐一郎、田原俊哉、髙部
裕也、山本博崇、浜野孝、牛
田進一郎、小林靖幸、鈴木一
史

第20回静岡内視鏡外科研究会 2017.7 静岡

鼠径部ヘルニア診断困難例の検討 宮木祐一郎

田原俊哉、髙部裕也、今泉孝
章、山本博崇、浜野孝、牛田
進一郎、宮﨑栄治、小林靖
幸、鈴木一史

第135回遠江医学会 2017.11 浜松

腹壁瘢痕ヘルニア治療成績と戦略 宮木祐一郎
田原俊哉、髙部裕也、山本博
崇、浜野孝、小林靖幸、町田
浩道、鈴木一史

第30回日本内視鏡外科学会総
会

2017.12 京都

上部消化管外科

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

腹部刺創による下大静脈損傷に対し
ガーゼパッキングを施行した一救命
例

山本博崇 土手尚、牛田進一郎 日本外傷学会 2017 31（1）；28-30

Mucinous cystic neoplasms in male
patients: two cases

田村峻介
山本博崇、牛田進一郎、鈴木
一史

Rare Tumors 2017 9(7096); 93-95

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

腹腔鏡下虫垂切除術において虫垂
断端の埋没処理は必要か

田村峻介 山本博崇
第53回日本腹部救急医学会総
会

2017.3.2-3 横浜

若年成人の鼠径ヘルニアに対する
Laparoscopic Percutaneous
Extraperitoneal Closure （LPEC）

田村峻介
山本博崇、宮木祐一郎、宮﨑
栄治、牛田進一郎

第14回日本ヘルニア学会東海
地方会

2017.2.25 名古屋

単一施設における単孔式腹腔鏡下
胆嚢摘出術の経験

山本博崇 牛田進一郎
第117回日本外科学会定期学
術集会

2017.4.28-30 横浜

腹腔鏡下に整復した腹腔鏡下胃切除
後の内ヘルニアの一例

山本博崇 今泉孝章、鈴木一史
第237回静岡件外科医会集談
会

2017.8.26 静岡

腹腔鏡下胆嚢摘出術～単孔式と多
孔式の比較～

山本博崇 牛田進一郎
第42回日本外科系連合学会学
術集会

2017.6.28-30 徳島

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 牛田進一郎
第14回日本ヘルニア学会東海
地方会

2017.2.25 名古屋

症例呈示 田原俊哉 浜松外科医会症例検討会 2017.10.17 浜松

座長 山本博崇 第79回日本臨床外科学会 2017.11.23-25 東京

肝胆膵外科

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

乳癌の疫学と予防　乳がん検診の現
状と展望

吉田 雅行 【乳癌学-最新の診断と治療-】 2017.04 75巻増刊3 日本臨床

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

経過観察症例に対する地域連携 経
過観察症例に対する地域連携　当院
および併設健診センターの取り組み

吉田 雅行
入駒 麻希, 荻野 和功, 小倉
廣之

日本乳癌検診学会誌 2017.09 26巻2号 Page180-188

乳腺葉状腫瘍における間質成分の
悪性度と上皮成分の過形成について
の臨床病理学的検討

諏訪 香
吉田 雅行, 清水 進一, 大月
寛郎, 江河 勇樹, 小林 寛, 神
崎 正夫

乳癌の臨床 2017.08 32巻4号 Page303-310

がん登録と全国集計報告　第6回乳
癌検診全国集計結果報告　2013年
度

鯉淵 幸生(国
立病院機構高
崎総合医療セ
ンター 乳腺・内
分泌外科)

笠原 善郎, 辻 一郎, 大貫 幸
二, 坂 佳奈子, 古川 順康, 増
岡 秀次, 村田 陽子, 森田 孝
子, 山川 卓, 吉田 雅行, 雷 哲
明

日本乳癌検診学会誌 2017.03 26巻1号 Page48-57

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

ホルモン受容体陽性進行乳癌患者を
対象にFulvestrantをAnastrozoleと比
較する無作為化第III相試験:FALCON

増田 慎三(国
立病院機構大
阪医療センター
乳腺外科)

井本 滋, 雷 哲明, 三好 康雄,
神垣 俊二, 岩瀬 弘敬, 徳永
えり子, 高橋 三奈, 吉田 雅行,
加々良 尚文, Robertson John
F.R., Ellis Matthew J., Shao
Zhimin, 今井 正彦, Grinsted
Lynda, Fazal Mehdi, 野口 眞
三郎

第２５回日本乳癌学会学術集
会

Jul-17 福岡

シンポジウム２　症例から考える　進
行・再発乳癌における地域医療連携
〜患者の幸せのために〜　「進行・再
発乳癌患者の退院支援について　〜
医師と退院支援室看護師の立場から
〜」

小泉　圭、山岡
美晴

第14回日本乳癌学会中部地方
会

2017.09 飯田市

検診にて指摘された肉芽腫性乳腺炎
の一例

森 菜採子 吉田 雅行, 入駒 麻希
第27回日本乳癌検診学会学術
総会

2017.11 徳島

マンモグラフィ乳房構成分類別乳癌
画像所見の特徴

神崎 正夫(神
崎外科クリニッ
ク)

廣瀬 直子, 田中 萌, 浅沼 栄
里, 入駒 麻希, 諏訪 香, 吉田
雅行

第27回日本乳癌検診学会学術
総会

2017.11 徳島

当院職員の乳がん検診受診率は
44.7%　『人間ドック受診状況』から算
出した「がん検診受診率」より

吉田 雅行 川崎 由美, 中山 理
第27回日本乳癌検診学会学術
総会

2017.11 徳島

当院職員の『がん検診への意識なら
びに受診状況』に関するアンケート調
査結果

吉田 雅行 川崎 由美, 中山 理
第27回日本乳癌検診学会学術
総会

2017.11 徳島

(旧)浜松市の医師会型マンモグラフィ
検診導入後13年間の成績と課題

小倉 廣之(浜
松医科大学 乳
腺外科)

吉田 雅行, 荻野 和功, 浜松市
医師会乳癌検診2次読影委員
会

第27回日本乳癌検診学会学術
総会

2017.11 徳島

画像上乳癌との鑑別を要した乳腺腺
筋上皮腫の1例

土屋 充輝
増井 孝之, 片山 元之, 吉田
雅行, 大月 寛郎, 阪原 晴海

第５３回日本医学放射線学会
秋季臨床大会

乳腺原発血管肉腫の1例 土屋 充輝
増井 孝之, 片山 元之, 吉田
雅行, 大月 寛郎, 阪原 晴海

第５３回日本医学放射線学会
秋季臨床大会

Needle tract seedingを来たした右乳
癌の一例

田原 俊哉
小泉 圭, 新井 義文, 吉田 雅
行

静岡県外科医会第236回集談
会

2017.03 沼津

dose-denseAC(ddAC)療法の外来通
院での使用経験

森 菜採子
吉田 雅行, 小泉 圭, 鈴木 英
絵

第２５回日本乳癌学会学術集
会

2017.07 福岡

乳腺症を背景に発生した乳癌の臨床
病理学的特徴

諏訪 香
吉田 雅行, 大月 寛郎, 新井
義文, 清水 進一, 小林 寛

第２５回日本乳癌学会学術集
会

2017.07 福岡

術後10年以降の晩期再発における
予測因子の検討

小泉 圭
吉田 雅行, 森 菜採子, 鈴木
英絵

第２５回日本乳癌学会学術集
会

2017.07 福岡

CT検査で偶発的に指摘された乳腺
疾患は早期乳癌が増えている

吉田 雅行 小泉 圭
第２５回日本乳癌学会学術集
会

2017.07 福岡

サルコイド反応を伴った乳癌の1例 森田 真知子 小泉 圭, 吉田 雅行 静岡県外科医会第　回集談会 2017. 浜松

術後3年半で肺転移をきたした乳腺
腺様嚢胞癌の1例

森　菜採子
吉田　雅行, 小泉 圭, 大月　寛
郎

第７９回日本臨床外科学会総
会

2017.11 東京

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

講演（静岡県放射線技師会） 吉田雅行 静岡県放射線技師会
静岡県放射線技師会新春公開
講演会　乳がんの基礎〜乳が
んの知識を高めよう〜

2017.01 静岡

＜一般講演・その他の講演＞

＜指定講演・シンポジウム等＞

乳腺科



新聞（中日新聞） 吉田雅行
「医人伝」がん検診を当たり前
に

2017.02 浜松

講習会 吉田雅行
静岡県マンモグラフィ講習会
開催実行委員会、日本乳がん
検診精度管理中央機構

静岡県デジタルマンモグラフィ
講習会

2017.03 浜松

座長（ 一般演題　ポスター討議82
薬物療法21）

吉田雅行 第25回日本乳癌学会学術総会 2017/7/15 福岡

新聞（中日新聞・中日ショッパー・ママ
ショッパー）

吉田雅行（NPO
法人いかまい
検診浜松　理
事長）

NPO法人いかまい検診浜松、
聖隷福祉事業団・保健事業
部、杏林堂、浜松市、浜松市
医師会

お母さんの健康は家族のの幸
せ　乳がんについて考えよう
まずは自己検診。誰にでも検診
の機会はあるので確認を

2017.09 浜松

新聞（静岡新聞・びぶれ）

吉田雅行（NPO
法人いかまい
検診浜松　理
事長）

NPO法人いかまい検診浜松、
聖隷福祉事業団・保健事業
部、杏林堂、浜松市、浜松市
医師会

第５回がん検診いかまい浜松２
０１７　ピンクリボンライトアップ
浜松城

2017.09 浜松

司会（一般演題３３〜３７　外科治療
２）

吉田雅行
第14回日本乳癌学会中部地方
会

2017.09.10 飯田市

イベント（浜松城ピンクリボンライト
アップ）

吉田雅行（NPO
法人いかまい
検診浜松　理
事長）

NPO法人いかまい検診浜松、
浜松市、浜松市医師会

第５回がん検診いかまい浜松２
０１７　ピンクリボンライトアップ
浜松城

2017.10 浜松

出張乳がん（マンモ）検診

吉田雅行（NPO
法人いかまい
検診浜松　理
事長）

NPO法人いかまい検診浜松、
聖隷福祉事業団・保健事業
部、杏林堂

第５回がん検診いかまい浜松２
０１７　出張乳がん（マンモ）検
診

2017.10 浜松

新聞（静岡新聞）

吉田雅行（NPO
法人いかまい
検診浜松　理
事長）

NPO法人いかまい検診浜松

第５回がん検診いかまい浜松２
０１７　ピンクリボンライトアップ
浜松城　浜松城ピンク色に　医
師らでつくるNPO法人　乳がん
早期発見啓発

2017.10 浜松

新聞（中日新聞）

吉田雅行（NPO
法人いかまい
検診浜松　理
事長）

NPO法人いかまい検診浜松

第５回がん検診いかまい浜松２
０１７　ピンクリボンライトアップ
浜松城　浜松城　ピンクの訴え
乳がん玄関　ライトアップ

2017.10 浜松

がん検診市民講座

吉田雅行（NPO
法人いかまい
検診浜松　理
事長）

NPO法人いかまい検診浜松、
浜松市、浜松市医師会

第５回がん検診いかまい浜松２
０１７　がん検診市民講座

2017.11 浜松

座長（一般口演２５　啓発２）
吉田雅行、宇
佐美　伸

第27回日本乳癌検診学会学術
総会

2017.11.11 徳島

講義（静岡県マンモグラフィ撮影技術
講習会）

吉田雅行

静岡県放射線技師会・静岡県
マンモグラフィ講習会開催実
行委員会、日本乳がん検診精
度管理中央機構、静岡県

第16回静岡県マンモグラフィ講
習会　撮影技術講習会　乳が
んの臨床と病理

2017.12 浜松

新聞（静岡新聞・びぶれ）

吉田雅行（NPO
法人いかまい
検診浜松　理
事長）

NPO法人いかまい検診浜松
（幸田隆彦、井手協太郎、新
保　斉、森　厚嘉、横田卓也）

センター企画　第５回がん検診
いかまい浜松２０１７　がん検診
市民講座　レポート　がんのこ
と、正しく知る事からはじめよ
う！

2017.12 浜松



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

ステントグラフト内挿術と開腹手術を
一期的に行った腸骨動脈瘤結腸瘻の
2例

田村峻介 浜野孝、小林靖幸 日本臨床外科学会雑誌 2017 78（9）2005-2008

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

完全内臓逆位の上行結腸癌に対し
腹腔鏡下根治手術を行った一例

髙部裕也 浜野孝、小林靖幸
第236回静岡県外科医会集談
会

42795 沼津

腺癌の由来が直腸か卵巣成熟嚢胞
性奇形腫か鑑別に難渋した一例

田原俊哉 小林靖幸、浜野孝
第237回静岡県外科医会集談
会

2017年8月 静岡

左側方リンパ節再発を来した直腸SM
癌の1例

田原俊哉 小林靖幸、浜野孝 第79回日本臨床外科学会総会 2017年11月 東京

完全内臓逆位の上行結腸癌に対し
腹腔鏡下根治手術を行った1例

髙部裕也 浜野孝、小林靖幸
第30回日本内視鏡外科学会総
会

2017年12月 京都

＜一般講演・
その他の講演＞

大腸肛門科



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

小児外来必携　お子さまの病気を専
門医がわかりやすく説明します（Ⅱ）
乳児乳腺肥大：6か月の女の子です
が，乳首の下にしこりを触れます

宮﨑栄治 小児外科　第49巻　1号 2017. 1 60-61 東京医学社

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Anatomical Segmentectomy with a
Hybrid VATS Approach in a Patient
with Intralobar Pulmonary
Sequestration after Severe
Pneumonia: A Case Report.

Soichi Shibuya Toru Nakamura, Eiji Miyazaki European J Pediatr Surg Rep. 2017 5(1): e21-e25

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

生後3ヶ月以下の鼠径ヘルニアに対
するLPEC、従来法との比較と注意点

澁谷聡一 宮崎栄治 第16回 LPEC研究会 2017. 6 東京

Comparison of operative procedure
for inguinal hernia in infants younger
than 3 months: conventional open
approach versus laparoscopic
percutaneous extraperitoneal
closure.

Soichi Shibuya Eiji Miyazaki
IPEG's 26th Annual Congress
for Endosurgery in Children

2017. 7 London, UK

乳幼児期に発症した十二指腸重複症
の一例

今泉孝章 宮崎栄治 、鈴木一史
第237回 静岡県外科医会集団
会

2017. 8 静岡

小腸瘻周囲の皮膚障害に対して
パウチドレナージが有効であった1例

今泉孝章
石津こずゑ、杉浦定世、宮﨑
栄治

第28回 小児外科QOL研究会 2017. 11 静岡

小児内鼠径ヘルニアの1例 今泉孝章 宮崎栄治
第51回 日本小児外科学会東
海北陸地方会

2017. 12 金沢

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 宮﨑栄治
第237回 静岡県外科医会集団
会

2017. 8 静岡

小児外科

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

肺葉切除におけるポリグリコール酸
フェルトの使用経験

中村徹 清水恵、船井和仁 日本呼吸器外科学会雑誌 2017/7 568-571

開窓術後も胸腔内感染が制御できず
に大量出血を来した気管支断端瘻の
1例

國友愛奈 清水恵、中村徹 聖隷浜松病院医学雑誌 28-32

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

術前画像診断が有効であった孤立性
線維性腫瘍の一例

髙部　裕也 清水恵、中村徹 第28回静岡呼吸器外科医会 2017/2 浜松

肺癌術後にリンパ節転移再発との鑑
別を要した結核性リンパ節炎の一例

太田　翔 清水恵、中村徹
第236回静岡県外科医会集団
会

2017/3 沼津

下葉Fissureless lobectomyにおける
術中偶発症の特徴

中村徹 清水恵
第117回日本外科学会定期学
術集会

2017/4 横浜

胸壁浸潤を有する右上葉扁平上皮癌
切除後の大腿筋膜を用いた胸壁再
建

中村徹 清水恵
第34回日本呼吸器外科学会総
会

2017/5 福岡

当院における女性気胸症例の検討 清水恵 中村徹
第35回日本呼吸器外科学会総
会

2017/5 福岡

肺癌術後乳び胸治療に苦慮した一例 藤川遼 清水恵、中村徹 第29回静岡呼吸器外科医会 2017/6 浜松

NBI(Narrow Band Imaging)が診断に
有効であった月経随伴性気胸の1例

松田　慈 藤川遼、清水恵、中村徹
第237回静岡県外科医会集団
会

2017/8 静岡

病理組織学的変化から見たソフト凝
固による肺焼灼術後自然気胸再発の
機序に関する検討

中村徹 藤川遼、清水恵 第70回日本胸部外科学会総会 2017/9 札幌

Feasibility of 20 mL of Saline for
Pleural Lavage Cytology in Non-
Small Cell Lung Cancer

Toru
Nakamura

18th　World Conference on
Lung Cancer

Oct-17 横浜

後天性気管支閉鎖症が示唆された
一例

藤川遼 清水恵、中村徹 第79回日本臨床外科学会総会 Nov-17 東京

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 中村徹 第58回日本肺癌学会学術集会 Oct-17 横浜

座長 中村徹 第79回日本臨床外科学会総会 2017/11 東京

呼吸器外科

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

お父さんの性の諸問題を考える
お父さんのおしっこ問題　―下部尿路
症状―

今井　伸
特集号（分筆）治療　特集「お父
さんを観よう」Vol.99, No.9,

2017.9 p.1144-1147, p.1148-1151 南山堂

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

右腎盂癌術後に皮下転移をきたした
1例

袴田康宏
神田裕佳、杉浦皓太、今井
伸、米田達明

泌尿器外科 2017 30(1), 73-77

初診時PSA値が1,000ng/mL以上で
あった前立腺癌症例の臨床的検討

袴田康宏
神田裕佳、杉浦皓太、今井
伸、米田達明

泌尿器外科 2017 30(3), 317-321

G-CSF産生膀胱癌の1例 袴田康宏
神田裕佳、杉浦皓太、今井
伸、米田達明

聖隷浜松病院雑誌 2017 17巻 1号, 27-33

完全内臓逆位と右心室単心室症術
後症例のパラガングリオーマに対して
後腹膜鏡下腫瘍摘除術を行った1例

袴田康宏
神田裕佳、杉浦皓太、今井
伸、米田達明

泌尿器内視鏡学会雑誌 2017

男子性教育の歴史　－オナニーを気
兼ねなくできる環境が整うまで－

今井　伸 日本性科学会雑誌 2017 Vol.35(1) 9-18

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜指定講演・シンポジウム等＞

前立腺がんに対する最新治療〜ダビ
ンチXiを用いたロボット支援手術〜

米田達明 浜松労災医学講演会 2017.2 浜松市

Dry ejaculation症例の臨床的検討 今井　伸
袴田康宏、神田裕佳、杉浦皓
太、米田達明

第26回日本性機能学会西部総
会

2017.1 広島市

完全内臓逆位と右心室単心室症術
後症例のパラガングリオーマに対して
後腹膜鏡下腫瘍摘除術を行った1例

袴田康宏
神田裕佳、杉浦皓太、今井
伸、米田達明

第131回静岡県泌尿器科医会 2017.1 浜松市

泌尿器がんの基礎とがん化学療法 米田達明 2017.1 浜松市

当院でのロボット支援前立腺全摘除
術について

米田達明
聖隷浜松病院開放型病院運営
管理会議

2017.3 浜松市

結節性硬化症患者における腎病変
の検討

今井　伸
袴田康宏、神田裕佳、杉浦皓
太、米田達明

第105回日本泌尿器科学会総
会

2017.4 鹿児島市

聖隷浜松病院泌尿器科における
2015年度の予約外・時間外受診患者
の臨床的検討

袴田康宏
神田裕佳、杉浦皓太、今井
伸、米田達明

第106回日本泌尿器科学会総
会

2017.4 鹿児島市

神田裕佳、杉浦皓太、今井　伸、米
田達明

袴田康宏
神田裕佳、杉浦皓太、今井
伸、米田達明

第107回日本泌尿器科学会総
会

2017.4 鹿児島市

ロボット支援前立腺全摘除術の初期
経験

米田達明
袴田康宏、神田裕佳、杉浦皓
太、今井　伸

第134回遠江医学会 2017.6 浜松市

右腎盂癌との鑑別に苦慮した腎
solitary fibrous tumorの一例

袴田康宏
神田裕佳、杉浦皓太、今井
伸、米田達明

第132回静岡県泌尿器科医会 2017.6 静岡市

AVはリアルかファンタジーか 今井　伸
吉沢明歩、松本俊彦、古川潤
哉、岩室紳也

第24回AIDS文化フォーラムin横
浜

2017.8 横浜市

前立腺がんの診断からロボット支援
手術まで～最新鋭の「ダビンチXi」を
導入し、前立腺がん治療をリードす
る！～

米田達明
第48回聖隷浜松病院　病院学
会　市民健康セミナー

2017.9 浜松市

右腎盂癌との鑑別に苦慮した腎
solitary fibrous tumorの1例

袴田康宏
神田裕佳、杉浦皓太、今井
伸、米田達明

第82回日本泌尿器科学会東部
総会

2017.9 東京都

聖隷浜松病院におけるカバジタキセ
ルの治療成績

米田達明 浜松泌尿器科CRPCセミナー 2017.9 浜松市

エゴグラムを用いたカウンセリングが
奏功した性嫌悪症の1例

今井　伸
袴田康宏、神田裕佳、杉浦皓
太、米田達明

日本性機能学会第28回学術総
会 東京

2017.9 東京都

割礼・小児包茎手術は性的虐待か？ 今井　伸 第18回 性科学セミナー 2017.10 大阪市

泌尿器科

＜一般講演・その他の講演＞



聖隷浜松病院におけるカバジタキセ
ルの治療成績

米田達明
袴田康宏、神田裕佳、杉浦皓
太、今井　伸

第67回日本泌尿器科学会中部
総会

2017.11 大阪市

EP療法が著効した進行性前立腺小
細胞癌の1例

田中　遥
袴田康宏、神田裕佳、杉浦皓
太、今井　伸、米田達明

第67回日本泌尿器科学会中部
総会

2017.11 大阪市

膀胱癌術後の前立腺再発に対して前
立腺全摘を行い、膀胱を温存した1例

杉浦皓太
米田達明、袴田康宏、神田裕
佳、今井　伸

第67回日本泌尿器科学会中部
総会

2017.11 大阪市

性機能障害による不妊　～近くて遠
い二人の距離～

今井　伸 第31回平成不妊研究会 2017.11 東京

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

レクチャー 袴田康宏
日本新薬株式会社　社内勉強
会

2017.2

講義 米田達明
ボランティア定例会
前立腺がんに対する最新治療
〜ロボット支援手術〜

2017.2 浜松市

座長 米田達明 浜松CRPCセミナー 2017.6 浜松市

レクチャー 米田達明
アステラス製薬株式会社　社内
勉強会

2017.7 浜松市

講演 今井　伸
高崎市小・中・特別支援学校性
教育主任会合同講演会

2017.10 高崎市

ディスカッション 米田達明
三宅秀明、岸田　健、庭川
要、吉村耕治、野口哲哉

腎細胞癌診療に関する座談会 2017.10

レクチャー 米田達明
ファイザー株式会社　社内勉強
会

2017.11

レクチャー 米田達明
協和発酵キリン株式会社　社内
勉強会

2017.12 浜松市

レクチャー 米田達明
ブリストル・マイヤーズ スクイブ
株式会社　社内勉強会

2017.12 浜松市

講義 今井　伸
平成28年度浜松市立丸塚中学
校思春期教室

2017.3 浜松市

講義 今井　伸
平成29年度浜松聖星高校思春
期セミナー

2017.5 浜松市

講義 今井　伸
平成29年度磐田北高校思春期
教室

2017.5 磐田市

講義 今井　伸
平成29年度浜松湖南高校思春
期セミナー

2017.6 浜松市

講義 今井　伸
平成29年度浜松西高校思春期
教室

2017.6 浜松市

講義 今井　伸
平成29年度浜松日体高校思春
期教室

2017.7 浜松市

講義 今井　伸
平成29年度磐田西高校思春期
教室

2017.11 磐田市

コラム 今井　伸
べんちのーと　メディカル・
ジャーナル社
糖尿病とED（勃起不全）

2017
第27巻, 第4号,
通巻105号, p7



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

眼鏡のテンプル（つる）による経外耳
道穿通性頭蓋内損傷例

喜夛淳哉

細川誠二　梅原毅　鈴木克佳
近藤玄樹　山口裕貴　松下安
理華　石田航太郎　袴田桂
峯田周幸

耳鼻咽喉科臨床 2017 110：8；519～524

Quattro Flap Tracheotomy-The
impact of a novel surgical technique
for young infants.

喜夛淳哉
喜夛淳哉、細川誠二、鈴木克
佳、袴田桂、峯田周幸

Journal of Pediatric Surgery 2017 52(8):1371-1375.

頭蓋内進展をきたした副鼻腔内反症
乳頭腫再発例

松下安理華
高橋吾郎、酒井直人、中川隆
之、石川竜司、岡村純、細川
誠二、峯田周幸

耳鼻咽喉科臨床 2017 110：5；335-340

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

再建術を施行せず顎義歯によって機
能を回復した上顎歯肉癌の2症例

近藤玄樹
袴田桂　鈴木克佳　山口裕貴
喜夛淳哉　松下安理華　菅原
康介

第79回耳鼻咽喉科臨床学会総
会・学術講演会

2017/7/6-7/7 下関市

HDR症候群の1例 近藤玄樹
袴田桂　鈴木克佳　山口裕貴
喜夛淳哉　松下安理華　菅原
康介

第112回日本耳鼻咽喉科学会
静岡県地方部会学術講演会

2017/10/14 浜松市

医原性眼窩損傷　その時どうするか 袴田桂 第1回西日本ＥＳＳセミナー 2017/9/24 津市

ステロイド抵抗性で放射線照射療法
が奏効した木村病の1例

山口裕貴
袴田桂　鈴木克佳　近藤玄樹
喜夛淳哉　松下安理華　菅原
康介

第118回日本耳鼻咽喉科学会
通常総会・学術講演会

2017/5/17-20 広島市

局部床義歯による喉頭異物の 1 例 喜夛淳哉
袴田桂　鈴木克佳　近藤玄樹
山口裕貴　喜夛淳哉　松下安
理華　菅原康介

第79回耳鼻咽喉科臨床学会総
会・学術講演会

2017/7/6-7/7 下関市

Quattro Flap Tracheotomy: a new
technique for infants.

喜夛淳哉
喜夛淳哉、細川誠二、鈴木克
佳、袴田桂、峯田周幸

AAO-HNSF Annual Meeting &
OTO Experience

2017/9/10-
9/13

Chicago,IL

頸部を刺入点とし口腔底から軟口蓋
に達したガラス片刺傷の1例

菅原康介
菅原康介、岡村純、今井篤
志、望月大極、三澤清、細川
誠二、峯田周幸

3第91回　日本感染症学会総
会・学術講演会

2017年4月 京王プラザホテル、新宿、東京

当科における大唾液腺癌症例の検
討

松下安理華

鈴木克佳、袴田桂、近藤玄
樹、山口裕貴、喜夛淳哉、石
田航太郎、細川誠二、峯田周
幸

第41回日本頭頚部癌学会 2017/6/8-6/9 京都市

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 袴田桂
第79回耳鼻咽喉科臨床学会総
会・学術講演会　Ｐ35　合併症

2017/7/6-7/7 下関市

耳鼻咽喉科

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

黄斑色素スクリーナーMPS2(エム
イーテクニカ）

尾花　明 眼科 2017.59（３） 275-280 金原出版

日光網膜症 尾花　明
編集　飯田知弘、近藤峰生、
石龍鉄樹

眼底疾患ﾊﾟｰﾌｪｸﾄｱﾄﾗｽ 2017/3/25 360-361 文光堂

加齢黄斑変性と酸化ｽﾄﾚｽ 尾花　明 大平明弘 オクリスタ56 2017/6/15 51：1-10
全日本病院出
版会

光による眼障害 尾花　明 オクリスタ52 2017/11/15 56：44-50
全日本病院出
版会

YuTubeを活用し、わかりやすく情報を
提供することの効果と意義―館やと
医療者のよりよい情報共有を目指し
て

尾花　明 本間洋一郎 新医療 2017 508：22-25
エム・イー振興
協会

抗VEGF治療ｾﾐﾅｰ　治療を断念する
症例

尾花　明 あたらしい眼科 2017 34（4）:523-524
メディカル葵出
版

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

A prospective multicenter study on
genome wide associations to
ranibizumab treatment outcome for
age-related macular degeneration

Kenji
Yamashiro

Keisuke Mori3,4, Shigeru
Honda5, Mariko Kano6,7,
Yasuo Yanagi8,9,10, Akira
Obana11, Yoichi Sakurada12,
Taku Sato13,14, Yoshimi
Nagai15, Taiichi Hikichi16,17,
Yasushi Kataoka18, Chikako
Hara19, Yasurou Koyama20,
Hideki Koizumi21, Munemitsu
Yoshikawa1, Masahiro
Miyake1, Isao Nakata1,2,
Takashi Tsuchihashi3, Kuniko
Horie-Inoue22, Wataru
Matsumiya5, Masashi
Ogasawara6, Ryo Obata8,
Seigo Yoneyama12, Hidetaka
Matsumoto13, Masayuki
Ohnaka15, Hirokuni Kitamei16,
Kaori Sayanagi17, Sotaro
Ooto1, Hiroshi Tamura1, Akio
Oishi1, Sho Kabasawa3,
Kazuhiro Ueyama3, Akiko
Miki5, Naoshi Kondo5, Hiroaki
Bessho5, Masaaki Saito6,23,
Hidenori Takahashi8,24, Xue
Tan8, Keiko Azuma8, Wataru
Kikushima12, Ryo Mukai13,
Akihiro Ohira20, Fumi
Gomi19,25, Kazunori
Miyata18, Kanji Takahashi15,
Shoji Kishi13,26, Hiroyuki
Iijima12, Tetsuju Sekiryu6,
Tomohiro Iida21, Takuya
Awata27, Satoshi Inoue22,
Ryo Yamada28, Fumihiko
Matsuda28, Akitaka
Tsujikawa1,29, Akira Negi5,
Shin Yoneya3, Takeshi
Iwata30, Nagahisa Yoshimura1

Scientic Report 2017

Baseline data from a multicenter, 5-
year, prospective, cohort study of
Japanese agerelated
macular degeneration in: an
AMD2000 report

Akitaka
Tsujikawa

Yumiko Akagi-Kurashige, MD
Mitsuko Yuzawa, MD
Tatsuro Ishibashi, MD
Hideo Nakanishi, MD
Eiji Nakatani, MD
Satoshi Teramukai, MD
Masanori Fukushima, MD
Nagahisa Yoshimura, MD
AMD2000 Study Group

Japanese J Ophthalmol 2017

A 5-year multicenter prospective
cohort study on long-term visual
prognosis of and
predictive factors for visual outcome
in Japanese patients with age-
related macular
degeneration -AMD2000-

Akitaka
Tsujikawa

Yumiko Akagi-Kurashige, MD
Akitaka Tsujikawa, MD
Mitsuko Yuzawa, MD
Tatsuro Ishibashi, MD
Hideo Nakanishi, MD
Eiji Nakatani, MD
Satoshi Teramukai, MD
Masanori Fukushima, MD
Nagahisa Yoshimura, MD
AMD2000 study group

Japanese J Ophthalmol 2017

Evidence of carotenoid in surgically
removed lamellar hole-associated
epiretinal proliferation

Obana A
 Sasano H,  Okazaki S, Otsuki
Y, Seto T, Gohto Y

Invest Ophthalmol Vis Sci 2017 58:5157-5163

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

モーニングセミナー1　網膜の老化予
防の可能性

尾花　明 第40回日本眼科手術学会総会 2017/1/28 東京

モーニングセミナー8　加齢黄斑変性
の予防を考える

尾花　明 第121回日本眼科学会総会 2017/4/8 東京

眼科

＜指定講演・シンポジウム等＞



滲出型加齢黄斑変性に対するVEGF
阻害剤治療
―治療法の選択と実際の長期管理
―

尾花　明
第87回九州眼科学会イブニン
グセミナー

2017/5/19 宮崎

黄斑色素を知ろう 尾花　明
あぼし眼科勉強会　2017年7月
会

2017/7/8 兵庫

【特別講演】加齢黄斑変性　アフリベ
ルセプトを使ったTreat and Extend

尾花　明
第2回広島黄斑疾患治療Up-
to-Date

2017/11/3 広島

特別企画シンポジウム「レーザー医
療安全の現状と課題」美容外科施設
での半波長Nd:YAGレーザー練習中
に黄斑円孔を生じた1例

尾花　明
第38回日本レーザー医学会総
会

2017/1/11 横浜

ミニシンポジウム4「眼科OCTの新た
な展開」

尾花　明
郷渡有子、瀬戸孝彦、笹野紘
之、岡崎茂俊

第38回日本レーザー医学会総
会

2017/1/11 横浜

分層黄斑円孔の手術例 尾花　明
第2回静岡網膜硝子体フォーラ
ム

2017/11/30 沼津

4週間隔のTreat&Extend(T&E)を実施
する立場から

尾花　明

第56回日本網膜硝子体学会ﾗﾝ
ﾃｮﾝｾﾐﾅｰ4　wAMD患者の長期
の視力維持を目指した個別化
治療ディベート・ワークショップ

2017/12/2 東京

黄斑色素の網膜内分布 尾花　明
笹野紘之、大月寛郎、瀬戸孝
彦、郷渡有子、岡崎茂俊

第56回日本網膜硝子体学会 2017/12/1 東京

眼底反射光測定法で計測した未熟児
の黄斑色素光学密度の経時変化

笹野紘之
尾花　明、郷渡有子、瀬戸孝
彦、岡崎茂俊、Sharifzadeh M,
Bernstein PS, Gellermann W

第122回日本眼科学会総会 2017/4/6 東京

膜性増殖性糸球体腎炎(MPGN)に多
発する網膜下沈着物を認めた1症例

武井正人
石橋由孝、田中孝男、尾花
明、村上　晶

第122回日本眼科学会総会 2017/4/7 東京

ラット網膜光障害の感受性を支配す
る責任遺伝子の同定

大石健太郎
大坪正史、尾花　明、堀田喜
裕、平光忠久、簑島伸生

第122回日本眼科学会総会 2017/4/7 東京

The origin and constituents of the
yellow pigment in surgically removed
epiretinal membrane in vitreoretinal
interface syndrome

Obana A
 Hiroyuki Sasano, Yoshiro
Otsuki, Takahiko Seto, Yuko
Gohto, Shigetoshi Okazak

The Association for Reseach in
Vision and Ophthalmology2017

2017/5/10 ボルチモア

Increase of macular pigment optical
density with age in premature infants
measured by fundus reflectometry

SasanoH

Akira Obana, Yuko Gohto,
Takahiko Seto, Shigetoshi
Okazaki, Mohsen Sharifzadeh,
Paul S Bernstein, Werner
Gellermann

The Association for Reseach in
Vision and Ophthalmology2017

2017/5/10 ボルチモア

Ohishi K
The Association for Reseach in
Vision and Ophthalmology2017

2017/5/10 ボルチモア

Stickler症候群で見られた 強度近視
性内斜視の１例

西村香澄
嘉鳥信忠、上田幸典、尾花
明、佐藤美保

日本弱視斜視・日本小児眼科
学会合同総会

2017/6/16,17 金沢

眼窩深部に存在する 外眼筋の画像
所見と手術時所見の比較

西村香澄
嘉鳥信忠、上田幸典、尾花
明、佐藤美保

日本弱視斜視・日本小児眼科
学会合同総会

2017/6/16,17 金沢

Percentage of Hess area ratioによる
眼窩壁骨折整復手術の評価

大野千尋
西村香澄、嘉鳥信忠、上田幸
典、尾花　 明、佐藤美保

日本弱視斜視・日本小児眼科
学会合同総会

2017/6/16,17 金沢

外傷性斜視に対するFaden手術の有
用性

山本佐智子
西村香澄、嘉鳥信忠、上田幸
典、尾花　 明、佐藤美保

日本弱視斜視・日本小児眼科
学会合同総会

2017/6/16,17 金沢

白内障・緑内障の病診連携 郷渡有子
第10回聖隷浜松病院眼科病診
連携連絡会

2017/6/10 浜松

黄斑色素の測定法・未熟医の黄斑色
素

笹野紘之
第10回聖隷浜松病院眼科病診
連携連絡会

2017/6/10 浜松

裂孔原性網膜剥離・網膜静脈分枝閉
塞症

瀬戸孝彦
第10回聖隷浜松病院眼科病診
連携連絡会

2017/6/10 浜松

加齢黄斑変性に対する
treat&extend・黄斑色素の最新知見

尾花　明
第10回聖隷浜松病院眼科病診
連携連絡会

2017/6/10 浜松

緑膿菌に対する光線力学的抗微生
物化学療法の継時的効果

末岡健太郎
近間泰一郎、高知愛、木内良
明、坂口剛正、尾花　明、阪田
功、市川晶

第27回日本光線力学学会学術
集会

2017/7/14 京都

＜一般講演・その他の講演＞



滲出型加齢黄斑変性に対するVEGF
阻害剤併用PDTを施行した症例 尾花　明

郷渡有子、瀬戸孝彦、笹野紘
之

第28回日本光線力学学会学術
集会

2017/7/15 京都

糖尿病例における皮膚最終糖化産
物測定

藤原丈
山中幹宏、池田欣史、藤原悦
子、郷渡有子、尾花　明、谷戸
正樹

第28回眼科酸化ｽﾄﾚｽ研究会 2017/7/22 名古屋

緑内障例における皮膚最終糖化産
物測定

谷戸正樹
藤原丈、池田欣史、藤原悦
子、山中幹宏、郷渡有子、尾
花　明

第29回眼科酸化ｽﾄﾚｽ研究会 2017/7/22 名古屋

黄斑色素おの網膜内分布部位 尾花　明 第30回眼科酸化ｽﾄﾚｽ研究会 2017/7/22 名古屋

加齢黄斑変性のラットモデルにおけ
る網膜光障害感受性原因遺伝子の
同定

大石健太郎
大坪正史、尾花　明、堀田喜
裕、平光忠久、簑島伸生

第31回眼科酸化ｽﾄﾚｽ研究会 2017/7/22 名古屋

分層黄斑円孔から考察した黄斑色素
の網膜内存在部位

尾花　明
笹野紘之、大月寛郎、瀬戸孝
彦、郷渡有子、岡崎茂俊

第34回遠州眼科集談会 2017/11/25 浜松

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 尾花　明 第2回SCOOP Meeting 2017/1/7 浜松

ファイザー社内勉強会講師 尾花　明 ファイザー社内勉強会 2017/4/13 浜松

座長 尾花　明 RETINA　CLINICAL　MEETING 2017/6/3 東京

座長 尾花　明

座長 尾花　明
第10回聖隷浜松病院眼科病診
連携連絡会

2017/6/10 浜松

総合座長 尾花　明 Alcon Pharma Medical Forum 2017/8/26 静岡

講習会講師 尾花　明
臨床工学士会　第二回手術関
連指定講習会

2017/9/2 東京

病院学会総指揮 尾花　明
聖隷浜松病院病院学会市民公
開セミナ－

2017/9/3 浜松

Viscoadaptive OVD Cataract Visco
Surgery Technique Vol.2

尾花　明 Johnson-Johnson DVD 2017



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

画像診断道場 実はこうだった 松浦祐介 上田幸典 日本医事新報　No.4873 2017.9 7,8
日本医事新報
社

【眼科手術の適応-最新情報】 眼瞼・
眼窩　眼窩腫瘍

上田幸典 眼科　59巻10号 2017.9 1007-1014 金原出版

【こんなときどうする　眼外傷】 眼瞼裂
傷(涙小管断裂も含む)

上田幸典 OCULISTA　56号 2017.11 1～5
全日本病院出
版会

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

インストラクションコース　各手術器具
による眼瞼下垂手術vol.9　演題4.　挙
筋短縮術

上田幸典 第40回日本眼科手術学会 2017.1 東京

第29回日本小児眼科学会講習会
「小児の眼窩・眼瞼疾患」　小児の眼
窩腫瘍性疾患

上田幸典 第42回日本小児眼科学会総会 2017.6 金沢

インストラクションコース　眼形成の基
本vol.15　演題2.　前頭筋つりあげ術

上田幸典 第71回日本臨床眼科学会 2017.10 東京

下眼瞼外反症を呈したIgG4関連眼疾
患の一例

土居亮博
上田幸典、齋藤智一、松浦祐
介、嘉鳥信忠

第28回日本眼瞼義眼床手術学
会

2017.02 沼津

左内眼角動脈に生じたangiolymphoid
hyperplasia with eosinophiliaの1例

土居亮博
上田幸典、齋藤智一、松浦祐
介、嘉鳥信忠

第32回眼窩疾患シンポジウム 2017.05 沖縄

眼瞼に生じた多型腺腫の1例 土居亮博
上田幸典、齋藤智一、松浦祐
介、嘉鳥信忠

第35回眼腫瘍学会 2017.09 東京

乳児期から長期の経過を示した涙嚢
結石を伴う慢性涙嚢炎の1例

松浦祐介
上田幸典、齋藤智一、土居亮
博、嘉鳥信忠

第32回眼窩疾患シンポジウム 2017.05 沖縄

眼瞼結膜下に生じたpleomorphic
fibromaの１例

松浦祐介
上田幸典、齋藤智一、土居亮
博、嘉鳥信忠

第35回眼腫瘍学会 2017.09 東京

外眼筋内に生じた眼窩静脈瘤の2例 上田幸典
上田幸典、嘉鳥信忠、齋藤智
一、土居亮博、松浦祐介

第35回眼腫瘍学会 2017.9 東京

当院における結膜封入嚢胞の検討 齋藤智一
齋藤智一、上田幸典、土居亮
博、松浦祐介、嘉鳥信忠

第35回眼腫瘍学会 2017.9 東京

眼形成眼窩外科

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

圧縮センシングー臨床MR検査への
応用

増井孝之
竹井直行、岩館雄治、三好光
晴、片山元之

臨床画像 2017 vol33, no6 673-681

クラウド型地域画像情報連携システ
ムの概要と構築および現況

増井孝之 新医療 2017 vol44, no8 33-37

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

Clinical application of 3T MRI Takayuki Masui
XI Russian National Congress
Radiology-2017

2017年5月 Moscow, Russia

Compressed sensing 上腹部領域 増井孝之
第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

画像法の原理:　Parallel Imaging 増井孝之 MR基礎講座 2017年8月 東京

Preliminary study: free breathing
dynamic contrast enhanced MR
imaging of the abdomen with parallel
imaging and compressed sensing

Takayuki Masui

Motoyuki Katayama, Kei
Tsukamoto,  Yuji Iwadate,
Naoyuki Takei, Mitsuteru
Tsuchiya, Masoko Sasaki, Yuki
Hayashi, Takahiro Yamada,
Kang Wang, Harumi Sakahara

ISMRMーJapanese chapter 1st
Scientific　Meeting

2017年1月 大阪

Dynamic contrast Gd-EOB-DTPA
enhanced MR imaging of the liver
using parallel imaging and
compressed sensing

Takayuki Masui

Motoyuki Katayama, Kei
Tsukamoto, Mitsuteru
Tsuchiya, Yuki Hayashi,
Takahiro Yamada, Yuji
Iwadate, Naoyuki Takei, Kang
Wang, Harumi Sakahara

第76回日本医学放射線学会総
会

2017年4月 横浜

Dynamic Contrast-enhanced 3D
T1WI of Upper Abdomen Using
Combination of Parallel Imaging and
Compressed Sensing with Wide-bore
3T Unit

Motoyuki
Katayama

Takayuki Masui, Kei
Tsukamoto,  Kenichi Mizuki,
Mitsuteru Tsuchiya, Masako
Sasaki,  Yuki Hayashi,
Takahiro Yamada

第76回日本医学放射線学会総
会

2017年4月 横浜

A Review of MR Images of Pregnant
Patients in the First Trimester

Motoyuki
Katayama

Takayuki Masui, Kei
Tsukamoto,  Kenichi Mizuki,
Mitsuteru Tsuchiya, Masako
Sasaki,  Yuki Hayashi,
Takahiro Yamada

第76回日本医学放射線学会総
会

2017年4月 横浜

Improved Detection of Bone
Metastases by Using a Temporal
Subtraction Technique Based on
Large Deformation Diffeomorphic
Metric Mapping in CT

Mitsuteru
Tsuchiya

Takayuki Masui, Takahiro
Yamada, Yuki Hayashi, Kei
Tsukamoto,  Motoyuki
Katayama,Junta Yamamichi ,
Hideaki Mizobe, Ryo Ishikawa,
Harumi Sakahara.

第76回日本医学放射線学会総
会

2017年4月 横浜

Feasibility of the dynamic contrast-
enhanced MR study using comprssed
sensing and parallel imaing for the
renal artery at 3T MRI

Kazuma
Terauchi

Takahiro Yamada, Takayuki
Masui,  Motoyuki Katayama,
Kei Tsukamoto, Yuji Iwadate,
Naoyuki Takei, Kevin King,
Kang Wang.

第76回日本医学放射線学会総
会

2017年4月 横浜

Dynamic contrast enhanced MR
imaging of the hepatopancreatobiliary
regsion in combined use of parallel
imaging and compressed sensing

Takayuki Masui

Motoyuki Katayama, Kei
Tsukamoto, Kenichi Mizuki,
Mitsuteru Tsuchiya, Masako
Sasaki, Yuki Hayashi, Takahiro
Yamada

ISMRM 25th Annual Meeting &
Exhibition

2017年4月 Honolulu　USA

Dynamic contrast enhanced 3D T1WI
at upper abdomen using combination
of parallel imaging and compressed
sensing on a wide-bore 3T unit:
Comparison of effects between Gd-
DTPA and Gd-EOB-DTPA

Motoyuki
Katayama

Takayuki Masui, Kei
Tsukamoto, Kenichi Mizuki,
Mitsuteru Tsuchiya, Masako
Sasaki, Yuki Hayashi, Takahiro
Yamada

ISMRM 25th Annual Meeting &
Exhibition

2017年4月 Honolulu　USA

Evaluation of prostate cancer on
synthetic FOCUS DWI by using the
PI-RADS version 2.0?

Motoyuki
Katayama

Takayuki Masui, Kei
Tsukamoto, Kenichi Mizuki,
Mitsuteru Tsuchiya, Masako
Sasaki, Yuki Hayashi, Takahiro
Yamada

ISMRM 25th Annual Meeting &
Exhibition

2017年4月 Honolulu　USA

診断に難渋した頚部腫瘍の一例 林　勇気
増井孝之、片山元之、水木健
一、土屋充輝、佐々木昌子、
川村謙士、山田尊大

第24回浜松核医学カンファレン
ス

2017年6月 浜松

乳腺原発血管肉腫の1例 土屋充輝
 増井 孝之, 片山 元之, 吉田
雅行, 大月 寛郎, 阪原 晴海

第53回日本医学放射線学会秋
季臨床大会

2017年9月 宇都宮

画像上乳癌との鑑別を要した乳腺腺
筋上皮種の1例

土屋充輝
 増井 孝之, 片山 元之, 吉田
雅行, 大月 寛郎, 阪原 晴海

第53回日本医学放射線学会秋
季臨床大会

2017年9月 宇都宮

＜一般講演・その他の講演＞

放射線科

＜指定講演・シンポジウム等＞



Dynamic Gd-EOB-DTPA enahnced
MR imaging of the liver with
compressed sensing and parallel
imaging

Takayuki Maui

Motoyuki Katayama,Mitsuteru
Tsuchiya, Masako Sasaki, Yuki
Hayashi, Takahiro Yamada,
Kenshi Kawamura, Naoyuki
Takei, Yuji Iwadate, Mitsuharu
Miyoshi, Harumi Sakahara,
Kang Wang

第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

Time-resolved dynamic contrast
enhanced MR imaging of the thorax
using Fat sat-DISCO

Takayuki Masui

Motoyuki Katayama, Mitsuteru
Tsuchiya, Kenshi Kawamura,
Masako Sasaki, Yuki Hayashi,
Takahiro Yamada, Yuki
Takayanagi,　Yutaka Atsumi,
Naoyuki Takei, Yuji Iwadate,
Kang Wang, Harumi Sakahara.

第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

Evaluation of Gd enhanced dynamic
contrast enhanced 3D T1WI using
combination of parallel imaging and
compressed sensing on a wide-bore
3T unit

Motoyuki
Katayama

Takayuki Masui, Mitsuteru
Tsuchiya, Kenshi Kawamura,
Masako Sasaki, Yuki Hayashi,
Takahiro Yamada,

第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

Fat-saturated T2-weighted imaging
of the breast: comparison between
FLEX technique and IDEAL
technique.

Motoyuki
Katayama

Takayuki Masui, Mitsuteru
Tsuchiya, Kenshi Kawamura,
Masako Sasaki, Yuki Hayashi,
Takahiro Yamada, Yutaka
Atsumi, Yuki Takayanagi,

第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

高速撮像法Fatsat-DISCOを用いた
造影ダイナミック検査の腎血管描出
能評価

山田　尊大

増井孝之、片山元之、土屋充
輝、佐々木昌子、林勇気、川
村謙士、竹井直行、岩舘雄
治、三好光晴、阪原晴海、
Kang Wang

第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

Evaluating HyperBand performance in
head diffusion weighted images

Yuki
Takayanagi

Yutaka Atsumi, Wakaba Koide,
Fuminori Mori, Takayuki
Masui, Nami Matsunaga,
Mitsuharu Miyoshi

第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

Study of combining HyperSense with
navigator-triggered MRCP

Wakaba Koide

Yuki Takayanagi, Yutaka
Atsumi,  Fuminori Mori,
Takayuki Masui, Nami
Matsunaga, Mitsuharu Miyoshi

第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

Evaluation of HyperSense
performance in head and neck
angiography

Fuminori Mori

Yutaka Atsumi, Yuki
Takayanagi, Wakaba Koide,
Takayuki Masui, Motoyuki
Katayama, Nami Matsunaga,
Mitsuharu Miyoshi

第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

Investigation opitmum conditons in
pelvis propeller multi shot blade T1
weighted images

Yutaka Atsumi

Yuki Takayanagi, Wakaba
Koide, Fuminori Mori, Takayuki
Masui, Nami Matsunaga, Yuko
Hara

第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

脾腎側副血行路破裂と脾損傷に対し
て IVR を施行した 1 例

土屋充輝
片山 元之、佐々木 昌子、川
村謙士、林 勇気、山田 尊大、
増井 孝之

第 11 回静岡 IVR 懇話会 2017年11月 静岡

外傷性骨盤骨折による出血に対して
両側の死冠(corona mortis)から TAE
を施行した一例

川村謙士
増井孝之、片山元之、土屋光
輝、佐々木 昌子、林　勇気、
山田 尊大

第11回静岡IVR懇話会 2017年11月 静岡

Signa Pioneer Body application
Takakyuki
Masui

GE Global MR Summit 2017年11月 Chicago　USA

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地

座長 片山元之 第10回静岡IVR懇話会 2017年6月 静岡

座長 増井孝之
第45回日本磁気共鳴医学会大
会

2017年9月 宇都宮

座長 片山元之 第11静岡IVR懇話会 2017年11月 静岡



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Predictors of responses to
corticosteroids for anorexia in
advanced cancer patients: a
multicenter prospective
observational study.

Naoki Matsuo

Tatsuya Morita, Yoshinobu
Matsuda, Kenichiro Okamoto,
Yoshihisa Matsumoto, Keisuke
Kaneishi, Takuya Odagiri,
Hiroki Sakurai, Hideki
Katayama, Ichiro Mori,
Hirohide Yamada, Hiroaki
Watanabe, Taro Yokoyama,
Takashi Yamaguchi, Tomohiro
Nishi, Akemi Shirado, Shuji
Hiramoto, Toshio Watanabe,
Hiroyuki Kohara, Satofumi
Shimoyama, Etsuko Aruga,
Mika Baba, Koki Sumita,
Satoru Iwase

Supportive Care in Cancer 2017 25(1);41-50

Predictors of response to
corticosteroids for dyspnea in
advanced cancer patients: a
preliminary multicenter prospective
observational study.

Masanori Mori

Akemi Naito Shirado, Tatsuya
Morita, Kenichiro Okamoto,
Yoshinobu Matsuda, Yoshihisa
Matsumoto, Hirohide Yamada,
Hiroki Sakurai, Etsuko Aruga,
Keisuke Kaneishi, Hiroaki
Watanabe, Takashi Yamaguchi,
Takuya Odagiri, Shuji
Hiramoto, Hiroyuki Kohara,
Naoki Matsuo, Hideki
Katayama, Tomohiro Nishi,
Takashi Matsui, Satoru Iwase

Supportive Care in Cancer 2017 25(4)l1169-1181

Predictors of Delirium in
Corticosteroid-Treated Patients with
Advanced Cancer: An Exploratory,
Multicenter, Prospective,
Observational Study.

Naoki Matsuo

Matsuo Naoki, Morita Tatsuya,
Matsuda Yoshinobu, Okamoto
Kenichiro, Matsumoto
Yoshihisa, Kaneishi Keisuke,
Odagiri Takuya, Sakurai Hiroki,
Katayama Hideki, Mori Ichiro,
Yamada Hirohide, Watanabe
Hiroaki, Yokoyama Taro,
Yamaguchi Takashi, Nishi
Tomohiro, Shirado Akemi,
Hiramoto Shuji, Watanabe
Toshio, Kohara Hiroyuki,
Shimoyama Satofumi, Aruga
Etsuko, Baba Mika, Sumita
Koki, and Iwase Satoru

Journal of Palliative Medicine 2017 20(4): 352-359

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

緩和ケアについて 山田博英
吉田雅行、野末政志、辻村行
啓、梅田靖子、神谷万波

第1回がんに関する市民公開講
座～学ぼう！乳がん～

2017.5 浜松

緩和医療における薬物療法 山田博英 倉持雅代 緩和ケア地域連携セミナー 2017.10 浜松

緩和医療科

＜指定講演・シンポジウム等＞



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

初回出現エピソードの皮疹に対し
PUVA療法が奏効したリンパ腫様丘
疹症の１例

星野友美
小粥雅明（聖隷浜松）、戸倉新
樹（浜松医科大学）

臨床皮膚科 2017 Vol71(1):p65-69

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜一般講演・その他の講演＞

輸入木材の木屑による多形紅斑様接
触皮膚炎

小粥雅明
高木徹（聖隷浜松）、内田小百
合、渡邊卓哉（同、総合診療
内科）

第33回遠州皮膚科医会 2017.11.8 浜松市

皮膚科



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

手術室の構造変化により発生した運
用上の課題とその取り組み

鳥羽好恵 小久保莊太郎 日本手術医学会誌 2017 vol.38 No.1 43P

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

手術症例数マネージメントにおける手
術部門関連職種の広がり

鳥羽好恵
第42回日本外科系連合学会学
術集会

42887 徳島

仕事量を守る立場と断らないプライド
を両立させる

鳥羽好恵 第39回日本手術医学会総会 43009 東京

全身麻酔は心房細動ｶﾃｰﾃﾙｱﾌﾞﾚｰ
ｼｮﾝの治療成績向上に寄与するか？

奥井悠介
池上宏美、鈴木清由、鳥羽好
恵、小久保荘太郎

日本麻酔科学会第64回学術集
会

42887 神戸

PACUで管理していたため術後発症
したVFに迅速に対応できた1例

有谷拓実
鈴木清由、近藤聡子、池上宏
美、奥井悠介、小倉冨美子、
鳥羽好恵

日本心臓血管外科麻酔学会
第22回学術大会

2017年9月 栃木

迅速な対応により救命しえた術中心
筋梗塞の1例

林暁利
鳥羽好恵、奥井悠介、池上宏
美、近藤聡子、小久保莊太郎

日本麻酔科学学会　東海・北陸
支部第15回大会

2017年9月 名古屋

超低心機能患者への内科的CRT-D
植え込み術に対するMonitored
Anesthesia Careの経験

小林駿介 奥井悠介、鳥羽好恵 日本臨床麻酔学会第37回大会 2017年11月 東京

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 鳥羽好恵 徳島麻酔集中治療研究会 42887 徳島

座長 鳥羽好恵 静岡県麻酔医会 42826 静岡

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞

麻酔科



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁 出版社名

胸部大動脈ステントグラフト内挿術に
おける左鎖骨下動脈塞栓術への
Amplatzer Vascular Plug Iの使用経
験

古田晃久
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也

胸部外科 2017 70巻9号；742-747 南江堂

Is the presence of end-diastolic
forward flow specific for restrictive
right ventricular physiology in
repaired tetralogy of Fallot?

Mori Y
Murakami T, Inoue N, Kaneko
S, Nakashima Y, Koide M

International Journal of
Cardiology

2017 240;187-193 Elsevier

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

心房細動に対する外科治療の遠隔
成績 岡本卓也

小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、高柳佑士、瀬戸悠太郎

第47回　日本心臓血管外科学
会学術総会

2017.2 東京

他弁疾患手術時の三尖弁閉鎖不全
症に対する外科治療の要否

岡本卓也
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、高柳佑士、瀬戸悠太郎

第47回　日本心臓血管外科学
会学術総会

2017.2 東京

腹部大動脈瘤に対するOpen surgery
と EVAR　当院における比較検討

瀬戸悠太郎
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、岡本卓也、高柳佑士

第47回　日本心臓血管外科学
会学術総会

2017.2 東京

新生児期小児外科疾患を合併した先
天性心疾患の治療成績

髙柳佑士
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、岡本卓也、瀬戸悠太郎

第47回　日本心臓血管外科学
会学術総会

2017.2 東京

Complicated AAD(B)に対するTEVAR
後に腸管虚血を来し追加TEVARを
行った1例

國井佳文
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、岡本卓也、髙柳佑士、瀬
戸悠太郎

第6回　浜松心臓血管外科医会 2017.3 浜松

両側房室弁高度閉鎖不全を伴う修正
大血管転位症に対してconventional
repair を行った1 例

前田拓也
小出昌秋、國井佳文、岡本卓
也、高柳佑士、瀬戸悠太郎

第173回　日本胸部外科学会関
東甲信越地方会

2017.3 東京

外傷性胸部大動脈損傷に対してオー
プンステントグラフト併用全弓部置換
を行った一例

瀬戸悠太郎
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、岡本卓也、高柳佑士

第173回　日本胸部外科学会関
東甲信越地方会

2017.3 東京

動脈硬化と最新の治療 小出昌秋 浜松市社会福祉協議会講演会 2017.4 浜松

ファロー四徴症術後PRに対するPVR 前田拓也
小出昌秋、國井佳文、岡本卓
也、高柳佑士、瀬戸悠太郎

第42回　静岡県心臓血管外科
手術手技ビデオカンファランス

2017.4 静岡

左肺動脈狭窄の治療に難渋したが，
TCPC Fontanに到達できた
SLV+CoA+SASの一例

髙柳佑士
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、岡本卓也、瀬戸悠太郎

第123回東海小児循環器談話
会

2017.4 愛知

逆行性A型解離に対するステントグラ
フト内挿術の治療経験

小出昌秋
國井佳文、前田拓也、岡本卓
也、髙柳佑士、瀬戸悠太郎

第45回　日本血管外科学会学
術総会

2017.4 広島

JCIにおける医療安全 小出昌秋
第30回　日本胸部外科学会教
育施設協議会学術集会

2017.6 浜松

緊急TEVAR を行ったComplicated
Type B の一例

長谷川悠人
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、高柳佑士、瀬戸悠太郎、
櫻井陽介

第174回　日本胸部外科学会関
東甲信越地方会

2017.6 新潟

左肺動脈狭窄の治療に難渋したが，
TCPC Fontanに到達できた
SLV+CoA+SASの一例

髙柳佑士
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、岡本卓也、瀬戸悠太郎

第174回　日本胸部外科学会関
東甲信越地方会

2017.6 新潟

自己拡張型人工弁による経カテーテ
ル的大動脈弁置換(TAVI)の経験

小出昌秋
國井佳文、岡　俊明、岡田尚
之、磯村大地

第134回　遠江医学会 2017.6 浜松

ランチョンセミナー「心臓血管外科手
術における新しい術野消毒」

小出昌秋 第60回　関西胸部外科学会 2017.6 大阪

心膜切除術後のステロイド投与が奏
効した開心術後収縮性心膜炎の一
例

前田拓也
小出昌秋、國井佳文、岡本卓
也、高柳佑士、瀬戸悠太郎

第149回　日本循環器学会東海
地方会

2017.7 愛知

左肺動脈閉塞を合併したファロー四
徴症根治術後の肺動脈弁閉鎖不全
症に対するePTFE導管を用いた右室
流出路再建手術

櫻井陽介
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、岡本卓也、瀬戸悠太郎

第149回　日本循環器学会東海
地方会

2017.7 愛知

両大血管右室起始症における
conotruncal criss-crossのCTによる
評価と外科的病型

小出昌秋

國井佳文、前田拓也、髙柳佑
士、櫻井陽介、森善樹、中嶌
八隅、金子幸栄、井上奈緒、
村上知隆

第53回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2017.7 浜松

ファロー四徴症術後遠隔期における
PVRの早期及び中期成績

髙柳佑士

小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、岡本卓也、瀬戸悠太郎、
森善樹、中嶌八隅、金子幸
栄、井上奈緒、村上知隆

第53回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2017.7 浜松

小児期弁置換術の長期予後 前田拓也

小出昌秋、國井佳文、岡本卓
也、瀬戸悠太郎、高柳佑士
森善樹、中嶌八隅、金子幸
栄、井上奈緒、村上知隆

第53回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2017.7 浜松

＜一般講演・その他の講演＞

心臓血管外科



トラブルの少ない小児心臓ペース
メーカー治療のための工夫

櫻井陽介
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、岡本卓也、瀬戸悠太郎

第53回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2017.7 浜松

TAVI術後急性期成績のSAVRとの比
較

小出昌秋
岡田尚之、國井佳文、岡俊
明、磯村大地

第8回日本経カテーテル心臓弁
治療学会学術集会

2017.7 東京

TAVIチームにおける臨床工学技士の
役割

小出昌秋
第6回　静岡パーフュージョンア
カデミー

2017.8 静岡

TAVI術後急性期成績のSAVRとの比
較

小出昌秋
國井佳文、前田拓也、髙柳佑
士、長谷川悠人、櫻井陽介

第70回　日本胸部外科学会学
術総会

2017.9 札幌

胸部大動脈に高度粥状硬化病変を
伴う大動脈弁狭窄症に対して心尖部
アプローチTAVIを行った一例

櫻井陽介
小出昌秋、國井佳文、五十嵐
仁、髙柳佑士

第107回　東海心臓外科懇話会 2017.10 愛知

VSD,RCCP,ARにバルサルバ洞動脈
瘤を合併した一例

櫻井陽介
小出昌秋、國井佳文、五十嵐
仁、髙柳佑士

浜松循環器カンファレンス 2017.10 浜松

AVR後に右冠動脈急性閉塞を来した
一例

小出昌秋
國井佳文、五十嵐仁、髙柳佑
士、櫻井陽介

静岡県心臓血管外科医会第61
回例会

2017.10 静岡

ファロー四徴症修復術後遠隔期の問
題点

小出昌秋
國井佳文、五十嵐仁、髙柳佑
士、櫻井陽介

第135回　遠江医学会 2017.11 浜松

修正大血管転位症に合併した高度三
尖弁、僧帽弁閉鎖不全症に対して手
術を行った一例

髙柳佑士
小出昌秋、國井佳文、前田拓
也、瀬戸悠太郎

第175回　日本胸部外科学会関
東甲信越地方会

2017.11 東京

Shaggy Aortaの大動脈弁狭窄症に対
して心尖部アプローチTAVIを行った
一例

櫻井陽介
小出昌秋、國井佳文、五十嵐
仁、髙柳佑士

第175回　日本胸部外科学会関
東甲信越地方会

2017.11 東京

経過中に原因不明の好酸球増多症
を発症した大動脈弓離断,心室中隔
欠損の一治験

小出昌秋

國井佳文、五十嵐仁、髙柳佑
士、櫻井陽介、森善樹、中嶌
八隅、金子幸栄、井上奈緒、
村上知隆

第55回浜松小児循環器談話会 2017.11 浜松

大動脈弁狭窄症に対する経カテーテ
ル的大動脈弁置換術～診断から最
新の治療まで～

小出昌秋
磐周医師会・磐田医師会　学術
講演会

2017.11 磐田

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 小出昌秋
第47回　日本心
臓血管外科学
会学術総会

2017.2 東京

座長 小出昌秋
第53回　日本小
児循環器学会
総会・学術集会

2017.7 浜松



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

シャントバルブ圧設定による3T　MRI
アーチファクト変化についての検討

内田大貴
田中篤太郎、天野裕貴、米山
浩司、増井孝之

脳神経外科ジャーナル 2017 26: 523-528,

スパズムに年齢因子は関与するか?
高齢くも膜下出血症例は脳血管攣縮
が少ないか?　脳血管攣縮をおこす危
険因子を含めての検討

中戸川 裕一
内田 大貴, 山添 知宏, 稲永
親憲, 山本 貴道, 田中 篤太郎

脳血管攣縮 2017 (0912-7070)32巻 Page17-22

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜指定講演・シンポジウム等＞

脳血管攣縮発症の原因と治療の究
明

中戸川裕一
天野裕貴、黒田直生人、内田
大貴、山添知宏、稲永親憲、
田中篤太郎

第33回スパズムシンポジウム 2017/03/16 大阪

発作の寛解及び増悪を認めた皮質
形成異常による側頭葉てんかんに対
して焦点切除で発作消失となった1小
児例

黒田直生人

黒田直生人、藤本礼尚、内田
大貴、飯島健太郎、中戸川裕
一、山添知宏、稲永親憲、田
中篤太郎、佐藤慶史郎、金井
創太郎、横田卓也、岡西徹、
山本貴道、榎日出夫

第40回日本てんかん外科学会
2017/1/26-27 大阪

MRI対応圧可変式シャントシステムの
アーチファクト　－1.5Tと3T MRIの比
較－

天野裕貴

黒田直生人、内田大貴、中戸
川裕一、山添知宏、渡邊水
樹、藤本礼尚、稲永親憲、山
本貴道、田中篤太郎、増井孝
之

第92回日本脳神経外科学会中
部支部学術集会

2017/4/8 松本

迅速病理診断でEpendymomaとの鑑
別が問題となったPapillary tumor of
the pineal lesionの1例

黒田直生人

黒田直生人、稲永親憲、新井
義文、内田大貴、飯島健太
郎、中戸川裕一、山添知宏、
大月寛郞、田中篤太郎

第35回脳腫瘍病理学会 2017/5/19-20 栃木

頭蓋縫合早期癒合症における術中
CTを用いた骨延長術

中戸川裕一

天野裕貴、黒田直生人、内田
大貴、山添知宏、藤本礼尚、
稲永親憲、山本貴道、田中篤
太郎

第45回日本小児神経外科学会 2017/06/03 神戸

小児水頭症・嚢胞性疾患の内視鏡下
開窓術における術中CTを用いた合
併症回避

中戸川裕一

天野裕貴、黒田直生人、内田
大貴、山添知宏、藤本礼尚、
稲永親憲、山本貴道、田中篤
太郎

第45回日本小児神経外科学会 2017/06/03 神戸

当院における術中CTの使用経験～
自動レジストレーション機能も使用し
て～

稲永親憲
藤本礼尚、天野裕貴、黒田直
生人、飯島健太郎、中戸川裕
一、山本貴道、田中篤太郎

第24回静岡脳神経外科ビデオ
シンポジウム

2017/6/17 静岡

最近の小児脳神経外科手術と術中
CTの有用性について

中戸川裕一

天野裕貴、黒田直生人、内田
大貴、山添知宏、藤本礼尚、
稲永親憲、山本貴道、田中篤
太郎

第134回遠江医学会 2017/06/18 浜松

“Strip-bending osteoplastic
craniotomy” : a minimally invasive
technique for acute epidural
hematoma in neonates

黒田直生人

Naoto Kuroda, Ayataka
Fujimoto, Yuki Amano,
Kentaro Ijima, Hirokazu
Nakatogawa, Chikanori
Inenaga, Takamichi

第32回JNEF 2017/7/14-15 埼玉

小脳転移で発見され術後約1年経過
しても原発不明な大細胞型神経内分
泌癌の1手術例

黒田直生人
黒田直生人、稲永親憲、新井
義文、天野裕貴、中戸川裕
一、大月寛郎、田中篤太郎

第48回静岡県神経病理懇話会 2017/9/2 浜松

当院におけるアバスチン使用例の検
討

黒田直生人
黒田　直生人、天野裕貴、中
戸川裕一、稲永親憲、田中篤
太郎

悪性脳腫瘍研究会 2017/9/26 浜松

The efficiency of intraoperative CT
scanning for the fenestration of
posterior fossa hydrocephalus in
pediatrics.

Hirokazu
Nakatogawa

Yuki Amano, Naoto Kuroda,
Daiki Uchida, Tomohiro
Yamazoe, Ayataka Fujimoto,
Chikanori Inenaga, Takamichi
Yamamoto, Tokutaro Tanaka

ISPN2017 2017/10/08-13 Denver, USA

シャント圧設定による1.5T　MRIアー
チファクトの変化、各社最新デバイス
の各社スキャナーにおける検討

坂倉悠哉

田中篤太郎、天野裕貴、黒田
直生人、内田大貴、中戸川裕
一、渡邊水樹、山添知宏、稲
永親憲、安藤直人、中山禎
司、増井孝之

日本脳神経外科学会第76回学
術総会

2017/10/12-14 名古屋

MRIロック圧可変式シャントバルブの
アーチファクト　3社1.5T、3T　MR装置
の比較

天野裕貴

黒田直生人、内田大貴、中戸
川裕一、渡邊水樹、山添知
宏、稲永親憲、安藤直人、中
山禎司、増井孝之、田中篤太
郎

日本脳神経外科学会第76回学
術総会

2017/10/12-14 名古屋

slit like ventricle を伴った水頭症に
対する神経内視鏡手術の工夫

中戸川裕一
天野裕貴、黒田直生人、内田
大貴、藤本礼尚、稲永親憲、
田中篤太郎

第35回こども病院神経外科医
会

2017/11/03 横浜

経過中に新たに造影効果が出現して
きたDNETの1例

黒田直生人

黒田直生人、山本貴道、山添
知宏、飯島健太郎、中戸川裕
一、金井創太郎、岡西徹、藤
本礼尚、榎日出夫

第51回てんかん学会 2017/11/3-5 京都

血栓回収療法によりADL・歩行が自
立できたTrousseau症候群の1例

黒田直生人

黒田直生人、平松久弥、大石
知也、神谷実佳、天野裕貴、
中戸川裕一、稲永親憲、田中
篤太郎

第33回日本脳神経血管無い治
療学会学術総会 2017/11/23-25 品川

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

小児脳神経外科の現状と今後の展
望

中戸川裕一 浜松小児科医会 2017/04/12 浜松

脳神経外科

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

嚥下障害 西村　立 第14回呼吸ケアカンファレンス 2017.4 東京

急性期病院において早期摂食開始
目的での嚥下スクリーニング法の検
討

西村　立
大野綾、八木友里、鄭偉、伊
藤悠介

第23回日本摂食嚥下リハビリ
テーション学会学術大会

2017.9 千葉

嚥下内視鏡検査におけるリスクマネ
ジメント

西村　立 第16回嚥下障害実習研修会 2017.9 浜松

脳卒中後の麻痺に対する新しい治療 西村　立
第７回 聖隷浜松病院 脳卒中
市民公開セミナー

2017.11 浜松

＜一般講演・その他の講演＞

リハビリテーション科



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Comparison of concurrent treatment
with vitamin K2 and risedronate
compared with risedronate alone in
patients with osteoporosis:Japanese
Osteoporosis Intervention Trial-03

Tanaka S
 Uemura Y, Miyakawa N, Mori
S, et al

J Bone Miner Metabo 2017 35:385-395

Survey of hip fractures in Japan:
Recent trends in prevalence and
treatment.

Hagino H

Endo N, Harada A, Iwamoto J,
Mashiba T, Mori S, Ohtori S,
Sakai A, Takada J, Yamamoto
T.

J Orthop Sci. 2017 Sep;22(5):909-914

Treatment status and radiographic
features of patients with atypical
femoral fractures

Hagino H

Naoto Endo b, Tetsuji
Yamamoto c, Atsushi Harada
d, Jun Iwamoto e,
Naoki Kondo b, Tasuku
Mashiba c, Satoshi Mori  et.al.

J Orthop Sci. 2017
olume 23, Issue 2, March 2018,
Pages 316-320

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜指定講演・シンポジウム等＞

骨粗鬆症のリエゾンサービス 森諭史
第90回日本整形外科学会学術
総会

2017.5 仙台

Fragility fracture and drug treatment
prevalence in Japanese hip fracture
patients

Mori. S 6th FFN Global Congress 2017.8 Sweden

骨粗鬆症治療における顎骨壊死対
策

森諭史 田原市医歯薬連携講演会 2017.2 田原市

骨粗鬆症治療 Up to date 森諭史 2017.2 名古屋

顎骨壊死ポジションペーパー2016に
みる医科歯科連携のあり方

森諭史
東邦大学口腔外科地域医療連
携講演会

2017.3 東京

骨粗鬆症治療における地域連駅と
OLS

森諭史 湖北骨粗鬆症を巻得る会 2017.3 滋賀県　長浜

骨粗鬆症治療 Up to date 森諭史 小樽骨粗鬆症合同セミナー 2017.3 小樽

浜松セーフティ―ネットワーク進捗状
況

森諭史 浜松市医科歯科連携講演会 2017.3 浜松

骨粗鬆症治療 Up to date 森諭史 尾北骨粗鬆症フォーラム 2017.5 犬山市

骨粗鬆症肥料戦略 森諭史 県央整形外科講演会 2017.5 新潟

2次骨折予防を目指す地域連携 森諭史 日本骨折治療学会 2017.7 福島

重症度に合わせた骨粗鬆周夫治療
の選択と地域連携

森諭史 金沢市医師会講演会 2017.9 金沢

骨粗鬆症治療 Up to date 森諭史 骨粗鬆症治療セミナー 2017.11 岐阜

骨粗鬆症治療 Up to date 森諭史 第35回東農整形外科懇話会 2017.11 岐阜

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

放置しないで骨粗しょう症
骨折が健康寿命を縮める

森諭史 石橋英明　岸本裕充
NHKエデュケーション健康
フォーラム

2017.9 東京

ロコモを知ろう
片脚立ちで靴下履けますか？

森諭史 濱本肇　三宅信昌 静岡新聞 2017.10 静岡

骨・関節外科

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

高校生のためのスポーツ医学　プロ
サッカーチームにおけるチームドク
ターの経験

船越雄誠
聖隷クリストファー大学オープ
ンキャンパス

2017年1月 浜松

足部/足関節のスポーツによる疲労
骨折

船越雄誠 静岡スポーツ外傷研究会 2017年5月 浜松

プロサッカー選手における足関節捻
挫の診断と治療

船越雄誠
尾藤晴彦、滝正徳、高橋勇
二、小林良充

日本臨床スポーツ医学会 2017年11月 東京

The effect of intramedullary screw
fixation for fifth metatarsal stress
fracture: simulation using a three-
dimensional finite element method

船越雄誠 尾藤晴彦、滝正徳、小林良充 ISAKOS 42887 上海、中国

Characteristics of Soccer Player
with Jones Fracture

船越雄誠 小林良充 ISAKOS 2017年6月 上海、中国

ACL再建術時に使用した非焼成
HA/PLLAスクリューの生体内での骨
置換-長期成績―

船越雄誠 尾藤晴彦、滝正徳、小林良充
日本整形外科学会基礎学術集
会

2017年10月 宜野湾、沖縄

腰椎下関節突起部疲労骨折は再発
骨折である

小林良充 船越雄誠、滝正徳 第185回静整会　集談会 2017年3月 静岡

分離癒合後の骨性連絡のある椎弓
に生じた新たな腰椎疲労骨折

小林良充 船越雄誠、滝正徳 第9回 JOSKAS 2017 2017年6月 札幌

腰椎下関節突起部疲労骨折は再発
骨折である

小林良充 船越雄誠、滝正徳 第9回 JOSKAS 2017 2017年6月 札幌

成長期にみられた仙骨疲労骨折 玉井 船越雄誠、滝正徳、小林良充 第186回静整会　集談会 2017年7月 静岡

先天性腰椎分離を疑った症例群 小林良充 船越雄誠、滝正徳 第187回静整会　集談会 2017年8月 静岡

先天性腰椎分離を疑った症例群 小林良充 船越雄誠、滝正徳
第43回日本整形外科スポーツ
医学会学術集会

2017年9月 宮﨑

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

ジュビロ磐田　チームドクター
船越雄誠、小
林良充

静岡県サッカー協会　医事委員 船越雄誠

静岡産業大学　非常勤講師
船越雄誠、小
林良充

常葉大学　非常勤講師
船越雄誠、滝
正徳、小林良
充

日本フットサル選手権　帯同 船越雄誠

スポーツ整形外科

＜一般講演・その他の講演＞

＜指定講演・シンポジウム等＞



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

足部・足関節外傷における診断・治
療の盲点

滝正徳 東海整形外傷 2017 30巻　3-9

内反型変形性足関節症に対する閉
鎖性低位脛骨骨切り術の長期治療
成績

門田聡 滝正徳 日本足の外科学会雑誌 2017 38巻1号 17-21

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

Open Reduction and Internal Fixation
for Secondary Ossification Center of
the Medial Malleolus

滝正徳 国際足の外科学会 2017.10 ポルトガル

脛骨遠位に発生したChronic Non-
Bacterial Osteomyelitisの2例

岩田大河 滝 正徳 日本足の外科学会 2017.11 愛知

足関節周囲に発症した多発性骨原発
型B細胞性リンパ芽球性リンパ腫の
一例

玉井秀明 滝正徳 日本足の外科学会 2017.11 愛知

足MTP関節から発症した関節リウマ
チの9例

田中健太郎 滝正徳 日本足の外科学会 2017.11 愛知

足関節果部骨折 足関節後果骨折に
おけるLateral Trans-Malleolar
approachの意義

滝正徳 田中健太郎 日本足の外科学会 2017.11 愛知

腓骨筋腱脱臼に対する腱溝形成術
術後の早期リハビリテーションの試み

大前 洋明 滝正徳 日本足の外科学会 2017.11 愛知

第4趾短縮症に対する一期的中足骨
延長・骨移植術の治療経験

角田和彦 滝正徳 日本足の外科学会 2017.11 愛知

外反母趾に対するLapidus変法の内
固定材による治療成績の比較

日尾有宏 滝正徳 日本足の外科学会 2017.11 愛知

舟状骨ストレス障害の治療経験　保
存療法と手術療法

鈴木浩介 滝正徳 日本足の外科学会 2017.11 愛知

プロサッカー選手の足趾機能調査 江間 崇人 滝正徳 静岡スポーツ・外傷研究会 2017.5 浜松

母趾不全切断に対して血行再建術を
試みた1例　壊死症例から鑑みる適
応と術中の問題点

吉水隆貴 滝正徳 静岡スポーツ・外傷研究会 2017.5 浜松

アスリートの足関節内果二次骨化障
害に対する骨接合術の経験

滝正徳

腓骨筋腱脱臼に対する鏡視下腱溝
形成術の試み

滝正徳 滝正徳

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

足の病気と足に良い靴の選び方 滝正徳
日本整形外科学会事業　骨と
関節の日　講師

2017.10 浜松

足部・足関節スポーツ外傷　主にリス
フラン靭帯損傷について

滝正徳
静岡スポーツ・外傷研究会　講
師

2017.05 浜松

足関節果部骨折 足関節後果骨折に
おけるLateral Trans-Malleolar
approachの意義

滝正徳 日本足の外科学会　パネリスト 2017.11 愛知

＜一般講演・その他の講演＞

足の外科



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

腰椎LIFスキルアップ 佐々木寛二 整形外科治療スキルアップ22 2017.5．5 153-160
全日本病院出
版会

神経因性膀胱の完全制覇】　脊髄・
脊椎疾患による神経因性膀胱 脊椎
変性疾患による神経因性膀胱　下部
尿路症状を中心に

渡邊水樹 花北順哉　高橋敏行 臨床泌尿器科 ２０１７ 167-175 医学書院

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

後腹膜腔にある神経鞘腫をOblique
lateral approachにて小侵襲摘出を
行った2例

加藤篤
佐々木寛二　石井圭史　井上
善也

静岡整形外科学会誌 ２０１７ １０（１）３８－４２

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

単椎間小侵襲固定を更に身近に 佐々木寛二 jasmis 2017.7 札幌

脳神経外科における脊椎脊髄手術
教育の現状と課題

渡邊水樹 第32日本脊椎外科学会 2017。6 大阪

小侵襲OLIF 安全性の検討
佐々木寛二 第8回日本MIST 2017。３ 東京

転移性骨腫瘍の治療 佐々木寛二 西尾張整形外科医会 2017.3 一宮

L4/5単椎間固定術後早期の腰椎圧
迫骨折は前方固定により防ぐ事がで
きる

佐々木寛二 渡邊水樹、石井圭史 46　脊椎脊髄病学会 2017.4 札幌

転移性脊椎腫瘍に対する手術療法
の適応と効果

石井圭史 渡邊水樹、佐々木寛二 46　脊椎脊髄病学会 2017。4 札幌

One time MIS combination of
cervical laminoplasty (1 inch) and
anterior fusion (1 inch) for cervical
kyphosis

吉水隆貴
渡邊水樹　石井圭史　佐々木
寛二

WCMISST 2017。5 パリ

Minimally invasive combination of
cervical laminoplasty and anterior
cervical decompression and fusion
for cervical canal stenosis with local
kyphosis

渡邊水樹 石井圭史　佐々木寛二 10　APCSSM 2017.11 カイロ

＜一般講演・その他の講演＞

せぼねセンター

＜指定講演・シンポジウム等＞



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

軟部肉腫単純切除における治療背
景

紫藤洋二 井上善也、松山幸弘 整形外科 2017 68(2); 116-117

液体窒素によるPedicle Freezingで患
肢を再建した下肢悪性腫瘍の3例

井上善也 新潟整外研会誌 2017 33; 5-10

5歳男児の殿部に再発した
Lipomatous Tumor

吉水隆貴
井上善也、新井義文、大月寛
郎

東海骨軟部腫瘍 2017 28; 25-26

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ：2016年度骨軟部腫瘍外来
からの報告

井上善也 浜松整形外科医会 2017.3 浜松市

ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ：骨肉腫は何故見逃される
のか？

井上善也 浜松整形外科医会 2017.6 浜松市

ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ：良性骨腫瘍による病的骨
折と当科の対応

井上善也 浜松整形外科医会 2017.10 浜松市

骨軟部腫瘍切除後のBiological
Reconstruction

井上善也 浜松医科大学整形外科勉強会 2017.11 浜松市

長期に渡って増大し続ける大腿腫瘤 岩田大河
井上善也、大月寛郎、新井義
文

第37回静岡骨軟部腫瘍研究会 2017.3 静岡市

Pelvic tumors causing sciatica and
maltreated as lumbar spine diseases:
Pathognomonic signs for the
definitive diagnosis

Yoshiya Z.
Inoue, MD &
PhD

19th International Society on
Limb Salvage

2017.5 Kanazawa City

骨転移がんの診断・治療と予後予測 井上善也 キャンサーボード 2017.7 浜松市

骨・軟部肉腫に対する患肢温存のあ
ゆみ

川島寛之

井上善也、守田哲郎、堀田哲
夫、生越章、畠野宏史、有泉
高志、佐々木太郎、山岸哲
郎、大池直樹、遠藤直人

第50回日本整形外科学会 骨・
軟部腫瘍学術集会

2017.7 東京

胸郭出口の軟部石灰化腫瘍の1例 井上善也
神田俊浩、鈴木歩実、石井圭
史、大月寛郎、新井義文

第38回静岡骨軟部腫瘍研究会 2017.9 浜松市

咳嗽を期に受診した肋骨腫瘍の1例 池上拓
井上善也、小林良充、中村
徹、大月寛郎、新井義文

第38回静岡骨軟部腫瘍研究会 2017.9 浜松市

Chronic Expanding Hematomaで手術
した5例の検討

岩田大河 井上善也
第129回中部日本整形外科災
害外科学会・学術集会

2017.10 富山市

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

講師 井上善也 骨軟部腫瘍化学療法講義 2017.3 浜松市

講師 井上善也 骨軟部腫瘍化学療法勉強会 2017.12 浜松市

座長
Yoshiya Z.
Inoue, MD &
PhD

19th International Society on
Limb Salvage

2017.5 Kanazawa City
http://www.isol
s2017.jp/index.
html

座長 井上善也
第50回日本整形外科学会 骨・
軟部腫瘍学術集会

2017.7 東京
http://www.joa
-tumor2017.jp/

座長 井上善也 第38回静岡骨軟部腫瘍研究会 2017.9 静岡市
https://kcs.joa.
or.jp/jp/trainin
g/

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞

骨軟部腫瘍科



手外科
Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

手指関節近傍粉砕骨折の内固定術
時のトラブル

大井宏之 整形外科サージカルテクニック 2017 7: 340 -344

舟状骨骨接合術の骨折面に対する
刺入角度の3D 解析

大井宏之
神田俊浩、向田雅司, 鈴木歩
実、寺林賢司（富山大学工学
部）

日手会誌 2017 34. 95-97

Outcomes of grafting intrasynovial
tendons of the toes to the hands in
10 patients: a preliminary report.

 Hiroyuki Ohi
神田俊浩、向田雅司, 鈴木歩
実、寺林賢司（富山大学工学
部）.

The Journal of Hand
Surgery(European Volume)

2017 42, 469-472,

Microsurgical Flaps in Repair and
Reconstruction of the Hand.

Shimpei Ono
 Sandeep J. Sebastin,
Hiroyuki Ohi, Kevin C. Chung

Hand Clin 2017 33, 425–441

Imaging Studies for Preoperative
Planning of Perforator Flaps: An
Overview

Shimpei Ono
Hiromitsu Hayashi, Hiroyuki
Ohi, Rei Ogawa

Clin Plastic Surg 44 (2017) 2017 21–30

手指末節切断再接着術後の骨癒合 神田俊浩 鈴木歩実、大井宏之 骨折 2017 39-2: 197- 199

切断指再接着術後の骨癒合 神田俊浩
鈴木歩実、向田雅司、大井宏
之

日手会誌 2017 33-5: 760-763

手外科における伝達麻酔のコツ 向田雅司 PEPARS　No127 2017 32-38

乳児の末節部再接着手術時におけ
る移植血管としての対側指動脈の有
用性

向田雅司
大井宏之、神田俊浩、鈴木歩
実

日本マイクロ会誌 30-4 2017 197-199

骨性槌指に対する保存的治療例の
検討

向田雅司
大井宏之、神田俊浩、鈴木歩
実

日手会誌　34-3 2017 370-373

小児上腕骨顆上骨折手術症例の検
討

鈴木歩実
神田俊浩，向田雅司，土屋潤
平

日手会誌　33-6 2016 960-964

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

伸筋腱損傷後のハンドセラピィにおけ
る留意点および工夫 原田　康江

第4回中部日本ハンドセラピィ
研究会

2017.1月 高知県高知市

橈骨頭偽関節に対する血管柄付き骨
移植術

大井宏之 神田俊浩、鈴木歩実
第29回日本肘関節学会学術集
会

2017年2月3日 東京

上肢における急性期処置としての創
外固定

大井宏之
第30回日本創外固定・骨延長
学会

2017年3月3日 久留米

小皮切舟状骨骨接合術の刺入点・刺
入方向の解析

大井宏之
神田俊浩、向田雅司、鈴木歩
実、寺林賢司（静岡大学工学
部）

第60回日本手外科学会学術集
会

2017年4月27日 名古屋

RENERVEを含む神経移植の利点・欠
点

大井宏之
神田俊浩、向田雅司、 鈴木歩
実

第60回日本手外科学会学術集
会

2017年4月27日 名古屋

Team Debate.屈筋腱損傷 大井宏之
神田俊浩、鈴木歩実、奥村修
也

第60回日本手外科学会学術集
会

2017年4月28日 名古屋

陳旧性屈筋腱損傷に対する滑膜内
腱移植術の経験

大井宏之
神田俊浩、向田雅司、内山茂
晴（信州大学整形外科）、加藤
博之（信州大学整形外科）

第90回日本整形外科学会総会 2017年5月19日 仙台市

小皮切舟状骨骨接合術はどのように
行うべきか（骨折型・刺入点・刺入方
向・臨床結果から）

大井宏之
神田俊浩、向田雅司, 鈴木歩
実、寺林賢司（静岡大学工学
部）

第90回日本整形外科学会総会 2017年5月20日 仙台市

当センターでの手指陳旧性屈筋腱断
裂に対する足趾屈筋腱を用いた滑膜
内腱移植術

大井宏之
神田俊浩、向田雅司, 鈴木歩
実

第63回静岡手外科・ﾏｲｸﾛｻｰ
ｼﾞｬﾘｰ研究会

2017年6月3日 静岡市

手指陳旧性屈筋腱断裂に対する足
趾屈筋腱を用いた滑膜内腱移植術

大井宏之  神田俊浩、鈴木歩実
第129回 中部日本整形災害外
科学会

2017年10月7日 富山市

Locking Plateを用いた上腕骨骨幹部
骨折の治療成績

神田俊浩 第228回新潟整形外科研究会
2017年1/月21
日

新潟市

手外科救急診療の理想と現実 神田俊浩
鈴木歩実、向田雅司、大井宏
之

第60回日本手外科学会
2017年4月27日
～4月28日

名古屋

＜指定講演・シンポジウム等＞



中節骨基部PIP関節内骨折および
PIP関節背側脱臼骨折に対する掌側
プレート固定術

神田俊浩
鈴木歩実、向田雅司、大井宏
之

中節骨基部PIP関節内骨折お
よびPIP関節背側脱臼骨折に対
する掌側プレート固定術

2017年4月27日
～4月28日

名古屋

橈骨遠位端骨折の重症度と骨密度と
の関係

神田俊浩
鈴木歩実、大井宏之、遠藤直
人

第90回日本整形外科学会学術
総会

2017年5月18日
～5月21日

仙台市

前方プレート設置による上腕骨腕相
撲骨折の治療成績

神田俊浩 土屋潤平
第114回東北整形災害外科学
会

2017年6月9日
～6月10日

新潟市

Medialis pedis flapを用いた手指組織
欠損の再建

神田俊浩
鈴木歩実、向田雅司、大井宏
之

第44回日本マイクロサージャ
リー学会

2017年12月7日
～12月8日

宮崎市

右肘部から指にかけて発生した蔓状
神経鞘腫の一例

向田雅司 大井宏之
第60回日本形成外科学会総
会・学術集会

2017年4月13日 大阪市

マレット骨折における保存的治療例
の検討

向田雅司
大井宏之、神田俊浩、鈴木歩
実

第60回日本手外科学会学術集
会

2017年4月27日 名古屋

手掌部皮下に生じた腱鞘巨細胞腫の
1例

向田雅司
大井宏之、神田俊浩、鈴木歩
実

第63回静岡手外科・マイクロ
サージャリー研究会

2017年6月3日 静岡市

当センターでの前腕以遠の皮膚軟部
組織欠損に対する遊離皮弁を用いた
再建

鈴木歩実
神田俊浩、吉水隆貴、向田雅
司、大井宏之

第60回日本手外科学会学術総
会

2017年4月27日 名古屋

Trans-olecranon and Lateral Wire
Fixation for Pediatric Supracondylar
Humeral Fractures.

Ayumi Suzuki
Toshihiro Kanda, Takaki
Yoshimizu

4th Symposium on Pediatric
Hand Surgery and
Rehabilitation

2017年6月15-
16日

フランス パリ

神経縫合を施行した新鮮固有指神経
損傷例の治療成績と予後因子

鈴木歩実 神田俊浩、向田雅司
第44回日本マイクロサージャ
リー学会学術集会

2017年12月8日 宮崎市

手根管症候群における自覚的感覚
異常部位のSemmes-Weinstein
monofilament testの成績

奥村 修也 大井宏之、神田俊浩
第60回日本手外科学会学術集
会

2017年4月27日 名古屋

屈筋腱損傷修復後（zoneⅡ）に対す
る早期自動運動法の成績

奥村修也
大井宏之、神田俊浩、鈴木歩
実

第90回　日本整形外科学会総
会

2017年5月19日 仙台市

腱性槌指にキネシオテープを使用し
た装具療法でDIP過伸展を獲得した2
症例

原田　康江 鈴木歩実、向田雅司 第60回日本手外科学会学術集
会

42826 愛知県　名古屋市

腱性槌指の治療成績と後療法
～装具装着期間と治療前のDIP関節
伸展不足角に着目して～

原田　康江 向田雅司 日本作業療法学会 42979 東京

Static splint after repair of extensor
tendon rupture
　　　　　　　　　in Rheumatoid
Arthritis (RA) hands

原田　康江
6th Congress of Asian Pacific
Federation of Societies for
Hand Therapy

43040 Cebu City, Philippines

舟状骨 大井宏之
第5回Hand Masters Course in
Hamamatsu

2017年3月24日 浜松市

VAロッキングハンドシステムによる手
指骨折の治療展開

大井宏之
第60回日本手外科学会学術集
会

2017年4月28日 名古屋

一般的な手外科疾患とちょっと
Dupuytren拘縮

大井宏之 旭化成ファーマ　社内勉強会 2017年6月29日 浜松市

Locking plateによる手指骨折の治療
展開

大井宏之
第10回日本手関節外科ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟ

2017年9月2日 東京

手のギプスの巻き方 大井宏之
第3回手外科のための整形・形
成基本手技研修会

2017年10月1日 東京

腱損傷 大井宏之 第26回 青森手の外科懇話会 43029 青森

中手骨骨折（プレート） 大井宏之 第68回JABO研修会 43058 大阪

舟状骨骨折・偽関節 大井宏之 第68回JABO研修会
2017年11月19
日

大阪

＜一般講演・その他の講演＞



中手骨と指節骨骨折の治しかた 大井宏之 第18回鶴門骨折治療研究会
2017年11月25
日

名古屋

手外科における神経の諸問題 大井宏之 第44回日本ﾏｲｸﾛｻｰｼﾞｬﾘｰ学会 2017年12月7日 宮崎

手外科における偽関節治療の実際 神田俊浩
第5回Hand Masters Course in
Hamamatsu

2017年3月24日 浜松市

手の治療におけるVA Locking Hand
Systemの活用法.

神田俊浩 第7回山梨外傷セミナー
2017年11月25
日

甲府市

橈骨遠位端骨折の安全なプレート固
定法

神田俊浩 第7回山梨外傷セミナー
2017年11月25
日

甲府市

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 原田　康江 第60回日本ハンドセラピイ学会
学術集会

42826 愛知県　名古屋市

研究会講師 原田　康江
第17回鹿児島
手外科リハビリテーション研究
会

42826 鹿児島県



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

ドクターよねPの検査問答（45）　呼吸
機能検査について

米川修 医療と検査機器・試薬 2017 40（1）；75-84

RCPC：四肢のしびれ、歩行障害、60
代男性症例

米川修 医療と検査機器・試薬 2017 40（1）；41-49

第32回聖隷浜松病院RCPC 米川修 聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17（1）；83-89

第63回学術集会　シンポジウム13新
人の専門医が挑む“検査データのよ
み方”熟年専門医“と”新人専門医
“に日常検査のよみ方講座

米川修 本田孝行 臨床病理　、2017 2017 65：199-204

巻頭言　改めて感じること 米川修 JACLaP NEWS 2017  No.130 2017.3

Better documentation in electric
medical records would lead to an
increase use of lower extremity
venous ultrasound in the inpatient
setting: a retrospective study

D. Takechi
N. Kuroda, H. Dote, E. Kim, O.
Yonekawa, T. Watanabe, T.
Urano & Y. Homma

Acute Medicine & Surgery 2017 19;4(4):385-393.

「新人の専門医が挑む“検査データの
よみ方”熟年専門医“と”新人専門医
“に日常検査のよみ方講座」から3症
例の呈示と解説

米川　修 Lab.Clin.Pract. 2017 35(1)；1-9

新専門医制度について一言 米川　修 インフィニティ 2017 2017.9.

第33回聖隷浜松病院RCPC 米川　修 聖隷浜松病院医学雑誌 　2017 　17（2）；85-91

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

診断治療に寄与する臨床検査と教育 米川　修
第49回日本臨床検査自動化学
会シンポジウムV

2017.9 横浜

検査室からの後方診療支援　聖隷浜
松病院の取り組み　―後方診療支援
から診療支援システムへー

米川　修
第57回日臨技近畿支部医学検
査学会　ランチョンセミナー

2017.10. 京都

（2017年10月　京都） Hiroshi Kondo

Y Tabe, K Tsuruda, Y Iwasaki,
Y　Nagai, Y Kondo, N Ikeda, Y
Nakayama, N Nomura, O
Yonekawa, K Naota, K Oba, N
Morimoto, T Takeda, A
Shirakami

ISLH 2017年　5月 ホノルル

「日常診療における検査データの解
釈」

米川修 富士宮市立病院ミニレクチャー 2017.5． 富士宮

Ortho社不規則抗体スクリーニング用
試薬0.8%セルスクリーンJ-Alba-有用
性の検討

中島裕美
松岡ひとみ、栗田哲至、中山
理、米川修

日本輸血細胞治療学会 2017.6 東京

診療支援向上に向けた検査室の取り
組み　―検査データ解析のシステム
構築による効率化―
大庭恵子、山本晶、原田収見、鈴木
健、森本典子、直田健太郎、米川修
第67回日本病院学会（2017.7.神戸）

大庭恵子
山本晶、原田収見、鈴木健、
森本典子、直田健太郎、米川
修

第67回日本病院学会 2017.7 .神戸

フローサイトメトリーによる網赤血球
算定参照法の検討（2016年JSLH
サーベイ結果報告）

永井　豊

近藤　弘、小川恵津子、米川
修、常名政弘、鈴木正昭、野
村尚之、落合正好、吉田慎
也、白上　篤

第19回日本検査血液学会 2017.7. 札幌

「平成29年度衛生検査所立ち入り検
査結果総評及び精度管理について」

米川　修
平成29年度衛生検査所精度管
理責任者等研修会

2017.10. 浜松

「検査室からの診療支援　聖隷浜松
病院の取り組む　―後方診療支援か
ら診療支援システムへー」

米川　修 ABOTT FAIR 2017.12. 福井

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

生涯教育講演　司会 米川修
第27回日本臨床検査専門医会
春季大会

2017.02. 熱海

平成28年度日本臨床検査専門医会
教育セミナー企画、講師

米川修
平成28年度日本臨床検査専門
医会　教育セミナー

2017.5. 東京

平成29年度衛生検査所精度管理責
任者等研修会　特別講演

米川修
平成29年度衛生検査所精度管
理責任者等研修会

2017.10. 浜松

臨床検査科

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞



第34回静岡県臨床検査精度管理調
査成績検討会コメンテーター

米川修
第34回静岡県臨床検査精度管
理調査成績検討会

2017.10. 静岡

第64回日本臨床検査医学会学術集
会ランチョンセミナー「システムを活用
した診断支援の可能性」司会

米川修
第64回日本臨床検査医学会学
術集会ランチョンセミナー

2017年11月 （　京都）

日本臨床検査医学会倫理委員会委
員

米川修

日本臨床検査医学会教育委員会委
員

米川修

日本臨床検査医学会評議委員 米川修

日本臨床検査医学会東海・北陸支部
幹事

米川修

日本臨床化学会東海・北陸支部幹事 米川修



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Evidence of Carotenoid in Surgically
Removed Lamellar Hole-Associated
Epiretinal Proliferation.

Obana A
Sasano H, Okazaki S, Otsuki
Y, Seto T, Gohto Y.

Invest Ophthalmol Vis Sci 2017 58(12):5157-5163

急速な経過をたどった前頭側頭型認
知症を伴う筋萎縮性側索硬化症の一
例

加藤綾、櫻井
陽介、上垣内
篤

高嶋浩嗣、佐藤慶史郎、内山
剛、新井義文、大月寛郎、小
林寛

聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17(1);53-59

2016年聖隷浜松病院　病理解剖報
告

大月寛郎 新井義文、小林寛 聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17(2);55-65

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

上顎骨に発生し鑑別に苦慮したエナ
メル上皮腫の1例

鈴木章吾

山田真人、土戸景子、池谷知
也、加藤好洋、鈴木愛梨、新
井義文、大月寛郎、清水進
一、小林 寛

第56回日本臨床細胞学会秋期
大会

2017.1 福岡

腸管スピロヘータ症の2症例 大月寛郎 新井義文、小林寛 第262回静岡県病理医会 2017.1 静岡

肺移植後閉塞性細気管支炎を来した
線毛機能不全症候群の一剖検例

新井義文 大月寛郎、小林寛 第106回日本病理学会総会 2017.4 東京

上顎骨に発生し、鑑別に苦慮したエ
ナメル上皮腫の1例

鈴木章吾

山田真人、土戸景子、池谷知
也、加藤好洋、鈴木愛梨、新
井義文、大月寛郎、清水進
一、小林 寛

静岡県臨床細胞学会　平成29
年度定例総会および第38回春
期学術集会

2017.5 静岡

尿細胞診における従来法と LBC 法
の細胞形態，診断精度の比較検討

加藤好洋
鈴木愛梨、池谷知也、山田真
人、新井義文、大月寛郎、小
林 寛

第58回日本臨床細胞学会総会 2017.6 大阪

家族性間質性肺炎の剖検例 大月寛郎 新井義文、小林寛 第265回静岡県病理医会 2017.8 静岡

両側巨大乳房症 新井義文
大月寛郎、小林寛、松村崇、
大澤浩一郎

平成29年　城南病理－SPS合
同懇談会

2017.11 三島

Mesenteric veno-occulusive disease 太田翔 新井義文、大月寛郎
第80回日本病理学会中部支部
交見会

2017.12 名古屋

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

実行委員長 新井義文

白石泰三、岩崎朋弘、山崎葉
子、是松元子、福田正彦、三
村明弘、目黒史織、石堂統、
澤田早織、遠藤亮和、栗田佑
希、永田美智

第8回泌尿器細胞診新報告様
式に沿ったワークショップ

2017.12 浜松

座長 新井義文
静岡県臨床細胞学会　平成29
年度定例総会および第38回春
期学術集会

2017.5 静岡

浜松医科大学医学部実習 3年次生 新井義文 病理組織実習　炎症
2017.5
2017.10

浜松

聖隷クリストファー大学看護学部講義
2年次生

大月寛郎 病理・病態 2017.5 浜松

＜一般講演・その他の講演＞

病理診断科



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

Surviving Sepsis Campaign：敗血症お
よび敗血症性ショックの管理に関する
国際ガイドライン（2016年版） 日本語
訳

監訳
安宅一晃
藤谷茂樹

訳者
青山 剛士, 渥美 生弘, 板井
純治, 梅井 菜央, 鹿瀬 陽一,
川口 竜助, 小尾口 邦彦, 佐藤
武揚, 玉城 正弘, 津久田 純
平, 舩越 拓, 牧 盾, 升田 好樹

Critical Care Medicine 2017,3 45(3), 486-552

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

腹部刺創による下大静脈損傷に対し
ガーゼパッキングを施行した一救命
例

山本博崇
土手 尚, 田村 峻介, 牛田 進
一郎

日本外傷学会雑誌 2017 31(1); 28-30

Better documentation in electronic
medical records would lead to an
increased use of lower extremity
venous ultrasound in the inpatient
setting: a retrospective study

Daisuke
Takechi

Naoto Kuroda, Hisashi Dote,
Euido Kim, Osamu Yonekawa,
Takuya Watanabe, Tetsumei,
Urano, Yoichiro Homma

Asute Medicine & Surgery 2017 4(4); 385-93

Risk Factors for the Mortality of 
Pneumocystis jirovecii Pneumonia in
Non-HIV Patients Who Required
Mechanical Ventilation: A
Retrospective Case Series Study.

Toru Kotani
Katayama S, Miyazaki Y,
Fukuda S, Sato Y, Ohsugi K.

Biomed Res Int.  2017 PMID: 28567422

持続的腎代替療法中に不適切な体
位による腹臥位療法にて高アミラー
ゼ血症を来したと考えられた1例(原
著論文)

大杉　浩一
大杉 浩一, 峯田 健司, 高山
晋, 土手 尚, 渥美 生弘, 田中
茂, 齋藤 合, 橋本 大

人工呼吸 2017 34(2), 198-200

細径シース対応大動脈遮断バルーン
を活用し救命した重症骨盤外傷

齋藤 隆介

齋藤 隆介、土手 尚、峯田 健
司、植田 秀樹、髙山 晋、眞喜
志 剛、大杉 浩一、諏訪 大八
郎、渥美 生弘、田中 茂

聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17(2): 12-17

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

ECPR導入における費用対効果 渥美 生弘

後藤 励, 坂本 哲也, 森村 尚
登, 長尾 建, 浅井 康文, 横田
裕行, 田原 良雄, 長谷 守, 酒
井 未知

第44回日本集中治療医学会学
術集会

2017.3 札幌

急性中毒のピットフォール ビタミン補
充の必要性を示唆したけいれん発作
を伴うテオフィリン中毒の一例

土手 尚
植田 秀樹, 峯田 健司, 諏訪
大八郎, 渥美 生弘, 田中 茂

第20回日本臨床救急医学会総
会・学術集会

2017.5 東京

臓器提供への集中治療医のかかわ
り

渥美 生弘
林 美恵子, 内田 美加, 山本
貴道, 田中 茂

第53回日本移植学会総会 2017.9 旭川

患者の意思を尊重するために 渥美 生弘 第45回日本救急医学会総会 2017,10 大阪

カルバマゼピンの使用が発症と治療
方針に影響した致死的静脈血栓塞栓
症

土手 尚
植田 秀樹, 高山 晋, 峯田 健
司, 大杉 浩一, 諏訪 大八郎, 
渥美 生弘, 田中 茂

第44回日本集中治療医学会学
術集会

2017.3 札幌

ホルター心電計により記録された縊
頸による院外心肺停止

土手 尚
植田 秀樹, 峯田 健司, 諏訪
大八郎, 渥美 生弘, 田中 茂

第20回日本臨床救急医学会総
会・学術集会

2017.5 東京

自閉症で意思疎通困難な小児外傷
における長期的な鎮静に苦慮した一
例

峯田 健司
植田 秀樹, 高山 晋, 土手 尚, 
大杉 浩一, 諏訪 大八郎, 田中
茂

第20回日本臨床救急医学会総
会・学術集会

2017.5 東京

緊急出血性病変に対する動脈塞栓
術（TAE)を安全に行うために

諏訪　大八郎
植田秀樹、髙山晋、峯田健
司、土手尚、大杉浩一、渥美
生弘、田中茂

第20回日本臨床救急医学会総
会・学術集会

2017.5 東京

未診断の悪性腫瘍を背景に発症した
PTTM

土手 尚

飯田 雅博, 新井 義文, 植田
秀樹, 髙山 晋, 峯田 健司, 大
杉 浩一, 諏訪 大八郎, 渥美
生弘, 田中 茂

日本集中治療医学会 第1回東
海北陸支部学術集会

2017.6 名古屋

臓器提供を支える院内体制 渥美 生弘

中野 悦代, 中山 久美, 林 美
恵子, 内田 美加, 山田 芳弘,
鳥羽 好恵, 田中 篤太郎, 山本
貴道, 田中 茂

第30回日本脳死・脳蘇生学会 2017,6 飯塚

社会復帰を目指した心肺蘇生と救急
血管治療のための低体温療法　目標
体温管理とは? 体外循環式心肺蘇生
法の有効な症例　SAVE-J研究

中島 啓裕

田原 良雄, 野口 輝夫, 西村
邦宏, 安田 聡, 森村 尚登, 長
尾 建, 浅井 康文, 横田 裕行,
奈良 理, 長谷 守, 渥美 生弘,
坂本 哲也

日本心血管インターベンション
治療学会

2017,7 京都

臨床研修病院における、初期研修医
に対するEBM教育アウトカム測定

本間 陽一郎
齊藤 一仁, 堀 博志, 渥美 生
弘, 渡邊 卓哉, 聖隷浜松病院
EBM学習会WG

第49回日本医学教育学会大会 2017,8 札幌

グレン循環患者のARDSに対しVV-
ECMOを施行した一例

大杉　浩一
渥美生弘　村上知隆　井上奈
緒　金子幸栄　中嶌八隅　森
善樹　小出昌秋

第39回日本呼吸療法医学会学
術集会

2017.7 東京

新規抗凝固薬を使用した鈍的外傷に
よる下腸間膜静脈血栓症 植田秀樹

齋藤　隆介、髙山　晋、土手
尚、大杉 浩一、諏訪 大八郎、
渥美 生弘、田中 茂

第45回日本救急医学会総会 2017,10 大阪

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

講師 渥美 生弘 静岡県臓器提供ワークショップ 2017,1 静岡

救急科

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/28567422
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/28567422
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/28567422
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/28567422
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/28567422


ポスター座長 渥美 生弘
第44回日本集中治療医学会学
術集会

2017,3 札幌

口演座長 渥美 生弘
第44回日本集中治療医学会学
術集会

2017,3 札幌

講師 渥美 生弘
沖縄TPMモデル臓器提供コー
ス

2017,3 那覇

講師 渥美 生弘
富山石川合同院内コーディネー
ターセミナー

2017,6 高岡

講師 渥美 生弘
脳死下臓器提供シミュレーショ
ンコース

2017,6 飯塚

講演 渥美 生弘
脳死下臓器提供院内研修会
高松赤十字病院

2017.9 高松

講師 渥美 生弘
平成29年度香川県院内コー
ディネーター会議

2017.9 高松

シンポジウム座長 渥美 生弘 第53回日本移植学会総会 2017.9 旭川

座長 渥美 生弘 第45回日本救急医学会総会 2017,10 大阪

ハンズオンセミナー講師 渥美 生弘 第45回日本救急医学会総会 2017,10 大阪

講師 渥美 生弘 静岡県臓器提供ワークショップ 2017,11 熱海

講師 渥美 生弘 MCCRCコース 2017,11 京都

講師 渥美 生弘
2017年救急医療における脳死
患者の対応セミナー

2017,11 秦野

講演 渥美 生弘
院内臓器提供体制整備にかか
わる講演会　神戸市立医療セ
ンター中央市民病院

2017,11 神戸

講師 渥美 生弘
平成29年度兵庫県院内コー
ディネーター研修会

2017,11 神戸

講師 渥美 生弘 JATCO総合研修会 2017,12 東京

講演 渥美 生弘
終末期医療での選択肢の在り
方について　講演会 太田記念
病院

2017,12 太田



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Oral Cnm-positive Streptococcus
Mutans Expressing Collagen Binding
Activity is a Risk Factor for Cerebral
Microbleeds and Cognitive
Impairment.

Watanabe I

Kuriyama N, Miyatani F,
Nomura R, Naka S, Nakano K,
Ihara M, Iwai K, Matsui D,
Ozaki E, Koyama T, Nishigaki
M, Yamamoto T, Tamura A,
Mizuno T, Akazawa K6,
Takada A, Takeda K, Yamada
K, Nakagawa M, Tanaka T,
Kanamura N, Friedland RP,
Watanabe Y.

Sci Rep. 2016 Dec
9;6:38561. doi:
10.1038/srep38561

スパズムに年齢因子は関与するか?
高齢くも膜下出血症例は脳血管攣縮
が少ないか?　脳血管攣縮をおこす危
険因子を含めての検討

中戸川 裕一
内田 大貴, 山添 知宏, 稲永
親憲, 山本 貴道, 田中 篤太郎

脳血管攣縮 2017 (0912-7070)32巻 Page17-22

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜指定講演・シンポジウム等＞

脳血管攣縮発症の原因と治療の究
明

中戸川裕一
天野裕貴、黒田直生人、内田
大貴、山添知宏、稲永親憲、
田中篤太郎

第33回スパズムシンポジウム 2017/03/16 大阪

抗血栓療法中の出血性脳卒中2016
年の傾向

田中篤太郎
黒田直生人、内田大貴、飯島
健太郎、中戸川裕一、渡邊水
樹　山添知宏、稲永親憲

第10回静岡県血栓と血管
フォーラム

2017/4/8 浜松

ダビガトラン内服中の再発性慢性硬
膜下血腫患者に対して特異的中和剤
であるイダルシズマブを使用し良好な
結果を得た一例

坂倉悠哉
稲永親憲、天野裕貴、黒田直
生人、飯島健太郎、中戸川裕
一、田中篤太郎

第93回日本脳神経外科学会中
部支部会

2017/9/16 三重

血栓回収療法によりADL・歩行が自
立できたTrousseau症候群の1例

黒田直生人
平松久弥、大石知也、神谷実
佳、天野裕貴、中戸川裕一、
稲永親憲、田中篤太郎

第33回日本脳神経血管内治療
学会学術総会

2017.11 品川

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

脳卒中の危険因子としての口腔内常
在細菌、S. mutans

田中篤太郎
第5回Cerebral and Cardiac
Disease Seminar

2017/3/1 東京　日本医科大学　橘桜会館

DOAC時代における抗凝固療法の課
題と展望

田中篤太郎 抗凝固療法を考える会 2017/5/17 浜松

＜一般講演・その他の講演＞

脳卒中センター



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

透析患者に対する抗てんかん薬の使
い方について教えて下さい

佐藤慶史郎 加藤明彦
いまさら訊けない！
透析患者
薬剤の考え方、使い方

2018.01 302-305 中外医学社

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

新規抗てんかん薬Perampanelの初
期使用経験 - 難治性てんかんにお
ける有効性と副作用の検討

山本貴道

山添知宏、飯島健太郎、佐藤
慶史郎、岡西 徹、横田卓也、
金井創太郎、藤本礼尚、榎 日
出夫

臨床精神薬理 2017 20; 811-820

Hemispherotomy in a patient with
intractable epilepsy also on
anticoagulant therapy for coronary
artery aneurysms secondary to
Kawasaki disease-Proposal of an
ethical approach.

Fujimoto, A
 Motoi, H., Okanishi, T., Mori,
Y., Sugiura, R., Oka, T., Koide,
M., Enoki, H. and Tanaka

Interdisciplinary Neurosurgery 2017 8:8-10

Neuronavigation-guided Frameless
Stereoelectroencephalography
(SEEG)

Fujimoto, A
Okanishi T, Kanai S, Sato K,
Nishimura M, Enoki H

Neurologia medico-chirurgica 2017 57:496-502

Real-time three-dimensional (3D)
visualization of fusion image for
accurate subdural electrodes
placement of epilepsy surgery

Fujimoto, A
Okanishi T, Kanai S, Sato K,
Nishimura M, Enoki H

Journal of Clinical
Neuroscience

2017 44:330-4

Early-onset response is a predictor
of better long-term outcome of
vagus nerve stimulation therapy

Fujimoto, A
Okanishi T, Kanai S, Sato K,
Nishimura M, Enoki H

Neurology Asia 2017 22:117-21

Glioblastoma in the limbic system
presenting as sustained central
hypopnea

Mashiko R
Shibata Y, Ishikawa E,
Fujimoto A

 Interdisciplinary Neurosurgery 2017 7:62-3

Vagus nerve stimulation therapy
improved refractory epilepsy
secondary to acute encephalitis with
refractory, repetitive partial seizures
(AERRPS)

Morita M
Fujimoto A, Okanishi T,
Nishimura M, Sato K, Kanai S,
Enoki H

 Interdisciplinary Neurosurgery 2017 9:76-9

静岡県西部医療圏におけるてんかん
診療地域連携システム―Epi
Passport 導入 2 年の経過―

藤本礼尚

岡西 徹, 金井 創太郎, 山添
知宏, 佐藤 慶史郎, 西村 光
代, 金子 隆是, 石岡 智恵, 名
倉 桂古, 内田 美加, 榎 日出
夫

てんかん研究 2017 35:14-22.

難治性てんかん139症例に対する迷
走神経刺激療法合併症の経験と そ
の回避に関する検討

内田大貴
山本貴道，山添知宏，飯島健
太郎，藤本礼尚，榎日出夫，
田中篤太郎

脳神経外科 2017 45(12) : 1051 - 1057

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

てんかん外科と医療経済 山本貴道 第40回日本てんかん外科学会 2017.1 大阪

頭蓋内電極植込術における合併症を
避けるための工夫

山本貴道 第40回日本てんかん外科学会 2017.1 大阪

JCIから学んだ病院管理に利用でき
るガバナンスの実際

山本貴道
日本医療マネジメント学会第6
回埼玉支部学術集会

2017.3 さいたま市

てんかん治療　 －新規抗てんかん
薬・運転免許・薬疹にどう対応するか
－

藤本礼尚 小笠医師会学術講演会 2017,3 掛川

脳神経救急における急性症候性発
作の理解と対応

山本貴道
第20回日本臨床救急医学会総
会学術集会

2017.5 東京

Indications and optimal timing for
vagus nerve stimulation

山本貴道

山添知宏、飯島健太郎、内田
大貴、中戸川裕一、黒田直生
人、天野裕貴、稲永親憲、田
中篤太郎、岡西 徹、藤本礼
尚、榎 日出夫、難波宏樹

日本脳神経外科学会第76回学
術総会

2017.10 名古屋

誰もが安心できるてんかん医療を―
現状と展望

藤本礼尚
日本てんかん協会 第４４回全
国大会（茨城大会）

2017,10 水戸

 アーチファクト判別とノーマルバリア
ント、成人の異常脳波

藤本礼尚
 第６回    広島てんかん・脳波
セミナー(HEES)

2017,10 広島

結節性硬化症診療の院内システム構
築

藤本礼尚

岡西徹　金井創太郎　西村光
代　板村真司　馬場新平　佐
藤慶史郎
榎日出夫

第51回　日本てんかん学会 2017,11 京都

てんかん食事療法 藤本礼尚 岡西徹　今井伸
第5回　日本結節性硬化症学会
学術総会

2017,11 東京

Early experience of the new VNS
device -AspireSR responding to ictal
tachycardia-

山本貴道
第51回日本てんかん学会学術
集会

2017.11 京都

てんかん科

＜指定講演・シンポジウム等＞



変貌する抗てんかん薬治療選択肢 -
新規薬剤の有効性と安全性の考察-

山本貴道
第51回日本てんかん学会学術
集会

2017.11 京都

緩和手術におけるVNSの有効性 山本貴道
第51回日本てんかん学会学術
集会

2017.11 京都

発作の増悪及び寛解を認めた皮質
形成異常による側頭葉てんかんに対
して焦点切除で発作消失となった1小
児例

黒田直生人

藤本礼尚、内田大貴、飯島健
太郎、中戸川裕一、山添知
宏、稲永親憲、田中篤太郎、
佐藤慶史郎、金井創太郎、横
田卓也、岡西徹、山本貴道、
榎日出夫

第40回日本てんかん外科学会 2017.1 大坂

てんかん外科治療における言語聴覚
士の役割

新美　惠子
榎日出夫，藤本礼尚，岡西
徹，山本貴道

全国てんかんセンター協議会
2017奈良大会

2017.2 奈良

小児神経半球離断後の 神経機能の
検討

藤本礼尚

岡西徹　板村真司
馬場新平　飯島健太郎
金井創太郎　榎日出夫

第59回小児神経学会 2017,5 大阪

半球間裂に焦点を有するてんかん患
者の発作時3段階脳波パターン

西村光代
谷高由利子、山田紗暉、石原
幹、森本典子、直田健太郎

第66回日本医学検査学会 2017.6 千葉

治療に難渋したcongenital bilateral
perisylvian syndromeの一例

山本貴道
渡邊宏雄、山添知宏、飯島健
太郎、岡西 徹、藤本礼尚、榎
日出夫

第10回日本てんかん学会東
海・北陸地方会

2017.7 岐阜

Neuronavigation-guided frameless
stereoelectroencephalography
(SEEG)

藤本礼尚
増田洋亮　飯島健太郎　内田
大貴　天野裕貴　中戸川裕一
稲永親憲　田中篤太郎

第76回脳神経外科総会 2017,10 名古屋

前頭葉半球間裂の発作焦点と発作
症候の側方性の関係

西村光代
岡西徹、金井創太郎、山田紗
暉、佐藤慶史郎、飯島健太
郎、藤本礼尚、榎日出夫

第51回日本てんかん学会学術
集会

2017.11 京都

経過中に新たに造影効果が出現して
きたDNETの1例

黒田直生人

黒田直生人、山本貴道、山添
知宏、飯島健太郎、中戸川裕
一、金井創太郎、岡西徹、藤
本礼尚、榎日出夫

第51回てんかん学会 2017.11 京都

Broca・Wernicke両領域近傍にてんか
ん焦点を有する結節性硬化症患者に
対する覚醒下てんかん手術

新美　惠子
岡西徹，藤本礼尚，金井創太
郎，西村光代，榎日出夫

第51回
日本てんかん学会学術集会

2017.11 京都

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

榎日出夫
初めてのけいれん　さあどうす
るか

2017.4 pp190 中外医学社

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫 東京小児科医会報 2017 35(3);48-51

35(3);48-51 榎日出夫 聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17(1);2-5

ラコサミド 榎日出夫 小児科臨床 2017 70(8);1225-1229

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫 兵庫県小児科医会報 2017 68;7-11

Successful corpus callosotomy for
Doose syndrome.

Kanai S

Okanishi T, Nishimura M, Iijima
K, Yokota T, Yamazoe T,
Fujimoto A, Enoki H,
Yamamoto T

Brain & Development 2017 39(10):882-885

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

小児慢性頭痛への漢方治療 榎日出夫 第45回日本頭痛学会総会 2017.11 大阪

シンプル処方でいこう　－小児てんか
ん薬物療法－

榎日出夫 第14回東北てんかんフォーラム 2013年1月6日 仙台

社会に飛び立つ前に発作を止めたい
－シンプル処方のすすめ－

榎日出夫
神奈川てんかん治療ネットワー
ク学術大会

2013年2月16日 横浜

デジタル脳波判読の実際 榎日出夫
The 1st Seminar of the 
Interactive System of EEG

2013年2月23日 浜松

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫
第108回阿賀北小児科臨床研
究会

2013年3月3日 新発田

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫
第67回兵庫県小児科医会小児
医学講座

2013年3月10日 神戸

てんかん薬物療法　－シンプル処方
でいこう－

榎日出夫
静岡県病院薬剤師会西部支部
例会

2013年3月14日 浜松

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫
第120回日本小児科学会学術
集会 教育セミナー25

2013年4月15日 東京

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫
第１回Epilepsy Educational
Seminar ~明日から役立つてん
かん診療~

2013年4月18日 浜松

小児難治てんかんにおける迷走神経
刺激療法　—適応と刺激調整—

榎日出夫
難治てんかんへの外科的治療
法ラウンドテーブルミーティング

2013年4月21日 京都

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫
自閉スペクトラム症と小児てん
かんを考える会 in 尾三

2013年4月25日 尾道

社会に飛び立つ前に発作を止めたい
－シンプル処方のすすめ－

榎日出夫
第５回広島のてんかん診療を
考える会

2013年5月23日 広島

社会に飛び立つ前に発作を止めたい
－シンプル処方のすすめ－

榎日出夫 小児てんかん学術講演会 2013年5月30日 川口

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫
第28回日本小児科医会総会
フォーラム in 富山　教育セミ
ナー4

2013年6月9日 富山

けいれん性疾患への症候学的アプ
ローチ

榎日出夫
第59回日本小児神経学会学術
集会　実践教育セミナー

2013年6月13日 大阪

小児難治てんかんにおける迷走神経
刺激療法

榎日出夫
第59回日本小児神経学会学術
集会　ランチョンセミナー

2013年6月14日 大阪

てんかんにおける脳波の進歩と応用
（講演）

岡西　徹 第59回日本小児神経学会 2017年6月15日 大阪

難治てんかんをディベートする　意
見・異見 結節性硬化症に合併した難
治てんかん（指定演題）

岡西 徹, 藤本
礼尚, 岡成 和
夫.

第59回日本小児神経学会 2017年6月15日 大阪

高周波脳活動の臨床的意義と新たな
展開 頭蓋内電極記録のてんかん性
高周波（講演）

岡西　徹 第59回日本小児神経学会 2017年6月15日 大阪

結節性硬化症(TSC)の症例に発症す
る発達障害・精神障害 結節性硬化症
における発達障害・精神障害（講演）
てんかんとの関係と治療

岡西　徹 第59回日本小児神経学会 2017年6月15日 大阪

治験依頼者の心得 榎日出夫
開発部2017年度新人研修　～
これから医薬品の開発業務に
携わる人たちへ～

2013年7月12日 浜松

よく遭遇するてんかん症候群の診断
と治療

榎日出夫
第２回小児神経学サテライトセ
ミナー in 福井

2013年7月15日 福井

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫
浜松市教育委員会　てんかん
発作に関する研修会

2013年7月19日 浜松

社会に飛び立つ前に発作を止めたい
－シンプル処方のすすめ－

榎日出夫
第３回小児科疾患のQOLを考
える会

2013年8月29日 大宮

偏見との闘い　てんかんセンター10
年目の挑戦

榎日出夫
第９回静岡県西部てんかん
フォーラム

2013年8月31日 浜松

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫
第１回Epilepsy Educational
Seminar ~明日から役立つてん
かん診療の本質~

2013年9月5日 沼津

てんかん発作症候学のすすめ 榎日出夫 第22回山形小児神経研究会 2013年9月21日 山形

社会に飛び立つ前に発作を止めたい
－シンプル処方のすすめ－

榎日出夫 長崎小児てんかん講演会 2013年10月5日 長崎

「頭が横に向きました」　－発作症候
学のすすめ－

榎日出夫
第7回名古屋／浜松・小児科／
脳外合同カンファランス

############# 名古屋

小児神経科

＜指定講演・シンポジウム等＞



治療期間のタイムリミットを考える　－
てんかん外科と抗てんかん薬－

榎日出夫
Epilepsy Expert Symposium for
Pediatrician

############# 東京

てんかん外来のかかり方 榎日出夫
日本てんかん協会静岡県支部
「講演と個別相談の会」

############# 浜松

小児の片頭痛 榎日出夫
小児の脳脊髄液減少症セミ
ナー

############# 沼津

初めてのけいれん　さあどうするか 榎日出夫 てんかん連携セミナー横浜 ############# 横浜

The Correlations between Findings
of Brain MRI and Neurological
Outcomes in Tuberous Sclerosis
Complex

岡西 徹,
Fujimoto
Ayataka,
Nishimura
Mitsuyo  Niimi

第51回日本てんかん学会 2017年11月3日 京都

 結節性硬化症に合併する難治てん
かんに対する外科治療（講演)

岡西 徹, 藤本
礼尚, 西村 光
代, 新美 惠子,
飯島 健太郎,
金井 創太郎,
榎 日出夫. 結
節性硬化症に
合併する難治
てんかんに対
する外科治療
（講演)

第51回日本てんかん学会 2017年11月3日 京都

結節性硬化症総合外来における難
治てんかん診療　3次医療圏を超え
た医療連携

岡西 徹, 藤本
礼尚.

第51回日本てんかん学会 2017年11月3日 京都

小児神経生理学の進歩 てんかんに
おける脳波検査の進歩と今後の展望
（講演）

岡西　徹. 第47回日本臨床神経生理学会 ############# 横浜

Successful Corpus Callosotomy for a
Child with Refractory Myoclonic
Seizures in Doose syndrome.

Kanai S

Okanishi T, Nishimura M, Iijima
K, Yokota T, Yamazoe T,
Fujimoto A, Enoki H,
Yamamoto T

14th Asian and Oceanian
Congress of Child Neurology

2017.5 Fukuoka

重度発達遅滞と難治性てんかんを呈
し新規BCL11A変異が同定された2小
児例

金井創太郎

岡西徹、吉田路子、千代延友
裕、横田卓也、藤本礼尚、中
島光子、糸見和也、榎日出
夫、山本貴道、加藤光広、松
本直通

第59回日本小児神経学会学術
集会

2017.6 大阪

難治性てんかん性スパズムに対して
レベチラセタムが著効したCDKL5新
規変異例

金井創太郎
岡西徹、中島光子、板村真
司、馬場信平、藤本礼尚、松
本直通、榎日出夫

第51回日本てんかん学会学術
集会

2017.11 京都



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜一般講演・その他の講演＞

片側性口唇裂を伴う患児に対する
NAM治療における鼻・口唇の変化

志賀百年
吉本紘美、渡邊司、森田淳
平、田中秀生、竹内啓人、川
元龍夫

第41回日本口蓋裂学会総会・
学術集会

2917年5月 東京

口腔外科・矯正歯科



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

Stevens-Johnson症候群患者におけ
る口腔粘膜炎の口腔ケアの1例

門田千晶 有病者歯科医療学会 2017.3 金沢

急性期病院脳神経外科病棟におけ
る歯科補綴治療（有床義歯）の需要

門田千晶 日本補綴歯科学会 2017.7 横浜

さあ、はじめよう！明日からできる周
術期連携

福永暁子
静岡県歯科医師会　がん医科
歯科連携研修会

2017.1 浜松

病院から在宅への シームレスな連携
の構築に向けて

福永暁子
病院相談員と行政との意見交
換会

2017.1 浜松

経口挿管患者の口腔ケア 福永暁子 第14回呼吸器セミナー 2017.2 静岡

周術期口腔管理について 福永暁子
浜松市歯科医師会　病診連携
シンポジウム

2017.3 浜松

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

講義 福永暁子
クリストファー大学　臨床歯科
医学・口腔外科学　講義

2017.5, 7 浜松

講義 福永暁子
学校法人鈴木学園　専門学校
中央医療健康大学校　歯科衛
生学科　講義

2017.10-11 静岡

＜一般講演・その他の講演＞

総合歯科



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

第3章助産サービスのマネジメント
3リスクマネジメント1医療安全の
ためのマネジメント

森本俊子 福井トシ子
助産業務要覧　第3版2018年版　アドバンス
編

2017.11 105-109 日本看護協会出版会

患児を取り巻く環境を把握する全
体関連図の活用！超低出生体重
児

杉野由佳 今泉明日香、高真喜 こどもと家族のケア 2017.4-5 4-8 日総研

急性期病院における転倒予防に
関する退院支援

宗像倫子
認知症者の転倒予防とリスクマネジメント
病院・施設・在宅でのケア　第3版

2017.10 322-325 日本医事新報社

診断時から婦人科がん患者に専
門・認定看護師が介入する取り組
みの実際とその成果

山岡美晴 梅田靖子、番匠千佳子 看護実践の科学第42巻第6号 2017.6 36-43 看護の科学社

母性・小児実習ぜんぶガイド　お
さえておきたい小児看護技術　輸
液ポンプの管理

高真喜 市江和子、古川亮子 プチナース　2017年5月臨時増刊号 2017.4 124-125 照林社

特集1　患児を取り巻く環境を把握
する　全体関連図の活用！

高真喜、杉野由
佳、今泉明日香

市江和子 こどもと家族のケア　2017　4・5月号 2017.4 43198 日総研

特集1　病棟の実例を写真で紹
介！　　プレパーレーション・ディス
トラクション

高真喜、伊津野
美波

市江和子 こどもと家族のケア　2017　12・2018　1月号 2017.12 17-20 日総研

プレパレーション・ディストラクショ
ン
手術

鈴木さと美 袴田瞳、日比麻耶 こどもと家族のケア　第12巻　5号 2017.12 12-16 日総研

プレパレーション・ディストラクショ
ン
処置（腰椎穿刺・髄腔内注射）

高真喜 伊津野美波 こどもと家族のケア　第12巻　5号 2017.12 17-20 日総研

患児を取り巻く環境を把握する全
体関連図の活用！　白血病（幼児
期）

鈴木さと美 中里可奈、古森桃子 こどもと家族のケア　第12巻　１号 2017．4 9-13 日総研

〔患者さんの全体像がみえる　疾
患別看護過程〕川崎病（免疫グロ
ブリン療法とアスピリン療法中の
事例）

村山有利子
監修：中田諭

ナーシング・キャンバス Vol.5 No.6 2017.5 67-96 学研

術中、予期せぬ出血が起こった
ら・・？

鷺坂幸美 宮川陽子・中山久実 手術看護エキスパート 2017.5-6 日総研

Ⅱ学術論文・総
説

論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年
巻数（号数）；掲載
頁

診断時から婦人科がん患者に専
門/認定看護師が介入する取り組
みの実際とその成果

山岡美晴 梅田靖子、番匠千佳子 看護実践の科学 2017 42（6）；36-43

記録力を高める！看護現場での
指導法
－看護記録をクリティークする視
点－

中野由美子 臨床　看護記録 2017 27（3）；18-22

記録力を高める！看護現場での
指導法〈第2回〉
－看護記録の監査者を育成する
－

中野由美子 臨床　看護記録 2017 27（4）；86-91

記録力を高める！看護現場での
指導法〈第3回〉
－患者の要望を反映する看護記
録－

中野由美子 臨床　看護記録 2017 27（5）；38-40

急性期一般病棟におけるスタッフ
の高次脳機能障害患者へのケア
の思い

鈴木千佳代 聖隷浜松病院医学雑誌 2017
17（2）（通巻32
号）；33-38

糖尿病合併症が進行した独居男
性に対するその人のもてる力を活
かしたセルフケア支援

山本真矢 木下幸代 せいれい看護学会誌 2017 7(2)；1-6

女性がん患者のリプロダクティブ
ヘルスに関するオンコロジーナー
スの学習と連携のニーズ-妊孕性
温存療法に焦点を当てて-

松尾七重
森明子、樺澤美奈子、林
直子、中山直子

日本がん看護学会誌 2017 31；137-144

照射終了後患者の継続看護を目
的とした外来看護師間の看護サ
マリーの活用と評価

杉村恭子 山本絵美 聖隷浜松病院医学雑誌 2017 17（1）；38-41

在宅人工呼吸療法中の重症心身
障害児と家族の在宅生活の現状
と支援の検討

高真喜 日本小児看護学会誌 2016 25（1）;15-21

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

地域包括ケアシステム推進に向
けての更なる提案―認定看護管
理者のマネジメントを考える

森本俊子 第21回日本看護管理学会 2017.8 神奈川

看護支援システムに標準化され
た看護用語を使おう！
－ＮＳＮＤＡ-Ｉ看護診断、看護介入
分類（ＮＩＣ）、看護成果分類（ＮＯ
Ｃ）を用いた電子看護記録の実際
－

中野由美子
福田和明、黒田裕子、海
津真里子

第43回　一般社団法人日本看護研究学会
学術集会

2017.8 愛知県東海市

看護記録の質向上による看護の
質向上～医療安全の観点から見
た看護記録のあり方～

中野由美子 第2回　看護部長向けセミナー 2017.11 福岡市

看護部

＜指定講演・シンポジウム等＞



脳卒中ケアの地域連携 ～情報共
有における課題と看護診断への
期待～

鈴木千佳代
第23回日本看護診断学会学術大会　教育
講演

2017.7 京都

CVD（脳心血管病）に挑む！看護
師の連携と可能性 ～脳卒中リハ
ビリテーション看護認定看護師の
立場から～

鈴木千佳代
第14回日本循環器看護学会学術集会　シ
ンポジウム

2017.9 徳島

子どもとの最善を守るためにチー
ムで協働意思決定支援できる職
場風土を創ろう

杉野由佳 日本小児看護学会　第27回学術集会 2017.8 京都

NICUで子どもを看取った家族に
対して病院で行うグリーフケアの
ニーズを考える

片橋てるみ
齊藤知笑、中村典子、藤
本栄子、室加千佳

第27回日本新生児看護学会学術集会 2017.10 埼玉

NICU・GCUでの同胞面会導入の
検討と実現に至るまでの取り組み
について-第1報-

池尻明日美
片橋てるみ、松下明世、
倉島理沙

第27回日本新生児看護学会学術集会 2017.10 埼玉

散瞳下での見え方の調査と室内
照度に関する考察

柿澤恵子 第33回日本視機能看護学会学術集会 2017.8 栃木

進行・再発乳癌患者の退院支援
について～医師と退院支援室看
護師の立場から～

山岡美晴 小泉圭 第14回日本乳癌学会中部地方会 2017.9 長野

NICU・GCUにおける入院時への
発達支援に関する看護職の認識
についての実態と課題（第1報）－
NICU・GCU看護職の実態調査－

高真喜
西村清香、寺部宏美、刑
部寿子

第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

NICU・GCUにおける入院児への
発達支援に関する看護職の認識
についての実態と課題（第2
報）- NICU・GCU看護職の病棟
間の比較分析-

西村清香
高真喜、寺部宏美、刑部
寿子

第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

退院するにあたっての
終末期がん患者とその家族の
不安・困りごとと必要としている支
援

番匠千佳子 梅田靖子 第31回日本がん看護学会学術集会 2017.2 高知

がん領域専門・認定看護師が、婦
人科がん患者に診断時から　介
入したことによる病棟看護師の困
難感の変化

梅田靖子 山岡美晴、番匠千佳子 第22回日本緩和医療学会学術集会 2017.6 横浜

医療事故調査制度と医療安全管
理

中野由美子
ＪＡ長野厚生連
第２８年度　医療安全管理担当者研修会

2017.2 長野市

看護サービス提供論
・看護サービスの安全管理
・看護サービスと記録

中野由美子
静岡県看護協会
認定看護管理者教育課程ファーストレベル

2017.7 静岡市

看護サービス提供論
・看護サービスの安全管理
・看護サービスと記録

中野由美子
聖隷福祉事業団聖隷三方原病院
認定看護管理者教育課程ファーストレベル

2017.8 浜松市

医療事故調査制度に対応した安
全管理活動と医療安全管理者の
役割

中野由美子
長野県看護協会
医療安全管理者サポート研修会

2017.9 松本市

看護過程を記録する、指導するポ
イント

中野由美子 日総研セミナー 2017.10 東京

看護過程を記録する、指導するポ
イント

中野由美子 日総研セミナー 2017.11 仙台市

看護過程を記録する、指導するポ
イント

中野由美子 日総研セミナー 2017.12 名古屋市

臨床現場におけるリスクマネジメ
ント

中野由美子
静岡県立大学看護学部
科目：最新看護の動向

2017.11 静岡市

精神無床の一般病院における時
間外精神科電話相談マニュアル
作成の試み

高橋淳子 日本精神保健看護学会第27回学術集会 2017.6 北海道

急性期病院において早期摂食開
始目的での嚥下スクリーニング法
の検討

西村立

大野陵、八木友里、石原
成典、新美恵子、二橋美
津子、西美保、鈴木千佳
代

第23回日本摂食嚥下リハビリテーション学
会

2017.9 千葉

院内で統一した『せん妄ケアガイ
ド』を活用した効果

宗像倫子

梅田靖子、鈴木千佳代、
林美恵子、山岡美晴、聖
隷クリストファー大学（式
守晴子）

第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

職場特性からみた院内で統一し
た学習会と『せん妄ケアガイド』の
効果

梅田靖子

鈴木千佳代、林美恵子、
山岡美晴、宗像倫子、聖
隷クリストファー大学（式
守晴子）

第37回看護科学学会学術集会 2017.12 仙台

院内で統一した『せん妄ケアガイ
ド』を活用した効果 宗像倫子

梅田靖子、鈴木千佳代、
林美恵子、山岡美晴、聖
隷クリストファー大学（式
守晴子）

第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

退院するにあたっての
終末期がん患者とその家族の
不安・困りごとと必要としている支
援

番匠千佳子 梅田靖子 第31回日本がん看護学会学術集会 2017.2 高知

職場特性からみた院内で統一し
た学習会と『せん妄ケアガイド』の
効果

梅田靖子

鈴木千佳代、林美恵子、
山岡美晴、宗像倫子、聖
隷クリストファー大学（式
守晴子）

第37回日本看護科学学会学術集会 2017.12 仙台

がん領域専門・認定看護師が、婦
人科がん患者に診断時から　介
入したことによる病棟看護師の困
難感の変化

梅田靖子 山岡美晴、番匠千佳子 第22回日本緩和医療学会学術集会 2017.6 横浜

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞



急性期病院と後方連携病院で肺
炎地域連携クリティカルパスの運
用の実際と成果

池田千夏 番匠千佳子 第67回日本病院学会 2017.7 兵庫県神戸市

硬膜外無痛分娩において麻酔深
度不足による突発痛に関連する
因子の検討

山本記穂 森下真由子、青島友香 第121回日本産科麻酔学会学術集会 2017.11 大阪

総合周産期母子医療センター産
科領域における患者・面会者問診
票の有効性 ～院内感染対策向
上に向けた取り組み～

井上和香 古橋昭世 第58回日本母性衛生学会総会・学術集会 2017.10 神戸

妊婦のニーズに合わせた 母親学
級改訂の評価

西山亜希 山口恵美 第58回日本母性衛生学会総会・学術集会 2017.10 神戸

産後授乳支援を受けた褥婦が思
うスタッフの授乳支援について

西山朱子 第30回静岡県母性衛生学会 2017.9 静岡

立ち会い分娩における 夫に満足
感を与える助産師の支援

森下真由子 第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

突然な死に直面した家族への看
護
-救急外来看護師が抱く感情から
導き出した家族看護-

池田晃汰 加藤智子、清水将人 第19回日本救急看護学会 2017.1 石川

当院ICUにおける心臓術後の集中
治療を受けるディベロップメンタル
ケアに関する現状と課題
ー赤ちゃんに優しいポジショニン
グを目指してー

平井友恵 中野悦代
第53回日本小児循環器学術総会 　学術集
会

2017.7 浜松

妊娠高血圧症候群患者が求める
産後の支援

石田理香 神谷かおり、小木尚子 第67回日本病院学会学術集会 2017.7 兵庫（神戸）

ＭＦＩＣＵ入院妊婦に対する保健指
導の満足度と課題

平山亜紀
藤原京子、鳥井さやか、
野中久央

第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

ＭＦＩＣＵにおける妊娠高血圧症候
群褥婦の乳房管理の実態調査

松原なほ子 第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

NICU・GCUでの同胞面会が家族
に及ぼす影響-アンケート調査結
果から得られたこと-
（第2報）

倉島理沙
池尻明日美、片橋てる
み、松下明世

聖隷浜松病院医学雑誌 2017.10 27（5）；38-40

NICU・GCUにおける入院児への
発達支援に関する看護職の認識
についての実態と課題（第1報）-
NICU・GCU看護職の実態調査-

高真喜

西村清香、刑部寿子、寺
部宏美、中村典子、宮谷
恵、市江和子、小出扶美
子、山本智子、室加千
佳、村松美恵

せいれい看護学会　第8回学術集会 2017.9 浜松

NICU・GCUにおける入院児への
発達支援に関する看護職の認識
についての実態と課題（第2報）-
NICU・GCU看護職の病棟間の比
較分析-

西村清香

刑部寿子、寺部宏美、中
村典子、高真喜、宮谷
恵、市江和子、小出扶美
子、山本智子、室加千
佳、村松美恵

せいれい看護学会　第8回学術集会 2017.9 31；137-144

化学療法地域連携シートを用いた
多職種連携の強化に向けた取り
組み

松川陽央

山本圭祐、石塚友一、塚
田藍、柴﨑幾代、中道秀
徳、矢部勝茂、三木良
浩、塩川満

日本臨床腫瘍薬学会学術集会 2017.3 新潟

放射線治療における看護指標の
試みと評価

山本絵美
杉村恭子、中村みどり、
犬塚知依美

日本放射線腫瘍学会第30回学術大会 2017.11. 大阪

放射線療法における看護支援の
現状と工夫

杉村恭子 第１回遠州・三河放射線治療講演会 2017.9 浜松

多職種連携における放射線療法
看護の役割

杉村恭子 第１回山梨静岡放射線治療研究会 2017.6 静岡

入院前から退院後の生活を見据
えた透析看護師の退院支援～全
盲聾唖の夫を介護する患者の生
活を整える～

河嶋寿実子 番匠千佳子、真壁利枝 第48回日本看護学会　在宅看護学術集会 2017.9 茨城県つくば市

他職種カンファレンスに、訪問看
護師が定期参加したことによる有
用性～訪問看護師と連携した退
院支援事例より～

宗像倫子
佐野安由美、訪問看護
ST住吉　山口美津子

第48回日本看護協会在宅看護学会学術集
会

2017.9 つくば国際会議場

がん領域専門・認定看護師が婦
人科がん患者に診断時から介入
したことによる医師の負担感の変
化

山岡美晴 梅田靖子、番匠千佳子 第22回日本緩和医療学会学術大会 2017.6 横浜

がん領域専門・認定看護師が婦
人科がん患者に診断時から介入
したことによる病棟看護師の負担
感の変化

梅田靖子 山岡美晴、番匠千佳子 第22回日本緩和医療学会学術大会 2017.6 横浜

院内で統一した『せん妄ケアガイ
ド』を活用した効果

宗像倫子
梅田靖子、鈴木千佳代、
林惠美子、山岡美晴、式
守晴子

第8階せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

職場特性からみた院内で統一し
た学習会と『せん妄ケアガイド」の
効果

梅田靖子
鈴木千佳代、林惠美子、
山岡美晴、宗像倫子、式
守晴子

第37回日本看護科学学会学術集会 2017.12 仙台

てんかん科手術におけるブリー
フィング実施の効果

石岡哲 西條篤子・中山久実 日本病院学会 2017.7 神戸

院内で統一した『せん妄ケアガイ
ド』を活用した効果

宗像倫子

梅田靖子、鈴木千佳代、
林美恵子、山岡美晴、聖
隷クリストファー大学（式
守晴子）

第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

職場特性から見た院内で統一し
た学習会と「せん妄ケアガイド」の
効果

梅田靖子

鈴木千佳代、林美恵子。
山岡美晴、宗像倫子、聖
隷クリストファー大学（式
守晴子）

第37回看護科学学会学術集会 2017.12 仙台

九州北部豪雨災害ボランティア活
動報告会

林美恵子 静岡県ボランティア協会 2017.12 静岡

脳死下臓器提供と家族ケア 林美恵子 市立富山市民病院 2017.12 富山

＜一般講演・その他の講演＞



キャリアデザイン
自分のキャリアデザインをする

林美恵子 クリストファー大学看護学部 2017.6 浜松

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 森本俊子 第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

講師 森本俊子
看護管理研修　看護の可視化とマネジメン
ト

2017.10 東京

講師 森本俊子
看護管理研修　看護の可視化とマネジメン
ト

2017.11 東京

講師 森本俊子
【CLoCMiPをステップアップするための研
修】産科マネジメント　ステップ2

2017.12 兵庫

座長 番匠千佳子
演者：山田博英（緩和医
療科）、倉持雅代（さくら
医院）

緩和ケア地域連携セミナー 2017.11 浜松

座長 中野由美子 浜松地区感染対策セミナー 2017.5 浜松

座長 中野由美子 第67回日本病院学会 2017.7 神戸

講師 鈴木千佳代
 静岡県看護協会西部地区支部研修会「高
次脳機能とその障害」

2017.11 浜松

講師 鈴木千佳代
認定看護管理者教育課程ファーストレベル
「看護情報論」

2017.7 浜松

講師 鈴木千佳代
聖隷クリストファー大学介護福祉専門学校
「こころとからだ」

2017.4～6 浜松

講師 鈴木千佳代
聖隷クリストファー大学社会福祉学部「医学
概論」

2017.11～2018.1 浜松

愛知県立大学看護学部２年次生 加藤智子 小児看護学総論 2017.1 名古屋

講師 柴﨑幾代
静岡がんセンター認定看護師教育課程　化
学療法分野　乳がんの主なレジメンと看護

2017.1 静岡

座長 山岡美晴 第8回せいれい看護学会学術集会 2017.9 浜松

聖隷クリストファー大学介護福祉
専門学校2年次
非常勤講師

山岡美晴 生活支援技術Ⅳ 2017.11 浜松

聖隷クリストファー大学看護学部
講義　　4年次生

高真喜 統合実習（小児看護） 2017.7 浜松

静岡県訪問看護ステーション協議
会　講師　小児訪問看護研修

高真喜
小児看護の基本（小児の在宅医療の現状、
利用できる社会資源）

2017.9 浜松

浜松市ファミリー・サポート・セン
ター　　講師

高真喜
まかせて・どっちも講習会　小児看護の基
本

2017.6、2017.10 浜松

講師 村山有利子
小児集中治療研究会
メディカルスタッフ向けセミナー
（小児集中治療における呼吸管理）

2017.2 東京

座長 村山有利子 第53回小児循環器学会総会・学術集会 2017.7 浜松

座長 村山有利子 第25回小児集中治療研究会 2017.11 東京

講師 鈴木さと美
聖隷クリストファー大学大学院看護学研究
科　看護コンサルテーション論

2017.11 浜松

名古屋医専　看護学科　4年 林美恵子 救急看護学 2017.12 名古屋

クリストファー大学看護学部講義
2年次生

林美恵子 災害看護論 2017.12 浜松

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

経口での内服ができなくなったときに薬
剤師はどうしているか

宮城明実 塩川満 Cancer Board　3巻3号 2017年10月 P418-422 医学書院

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

抗菌薬適正使用推進プログラムの実践
と効果

本田勝亮
渥美位知子、安間有希、高須光
世、宮木祐一郎、武地大維、齊藤
一仁、渡邊卓哉、塩川満

日本病院会雑誌 2017 64(4) ; 401-406

ドキソルビシン/シクロホスファミド併用
療法施行乳がん患者における化学療
法誘発性悪心・嘔吐に対するアプレピ
タントの効果の検討

幕田龍

幕田龍、辻大樹、金容壱、山本圭
祐、大嶽亜季、横井茉里、中森春
美、井上和幸、平井啓太、中道秀
徳、塩川満、伊藤邦彦

医療薬学 2017.1 43（1）；1-8

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

なぜ私が認定薬剤師を目指したか 宮城明実 日本病院薬剤師会新人研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 43234 東京

進行性尿路上皮癌における GC 療法
の治療強度および骨髄抑制が予後に
及ぼす影響

笹野知海
山本圭祐、都甲海、中道秀徳、矢
部勝茂、米田達明、塩川満

第27回日本医療薬学会 2017.11 千葉

抗菌薬適正使用推進プログラムの実践
と効果

本田勝亮 第15回静岡愛知感染対策研究会 2017.5 浜松

抗菌薬適正使用推進プログラムの実践
と効果

本田勝亮
静岡県病院薬剤師会・平成29年度第1回
感染症薬物療法研修会

2017.7 静岡

抗菌薬適正使用推進プログラムの実践
と効果

本田勝亮 第18回静岡感染制御研究会 2017.7 静岡

集中治療室における医師・薬剤師を中
心とした多職種連携の実践と効果

本田勝亮
石塚友一、鈴村里佳、三浦啓道、
四十宮公平、森恵理、中野悦代、
塩川満、渥美生弘、田中茂

第67回日本病院学会 2017.7 神戸

メンター制度による新人薬剤師教育シ
ステムの確立

辻村行啓 矢部勝茂、塩川満 第27回日本医療薬学会学術集会 2017.11 千葉

外科病棟における処方修正補助業務
の評価

山中真理
山中真理、宮城明実、辻村行啓、
荒川大輔、塩川満

第27回日本医療薬学会学術集会 2017.11 千葉

AC療法施行乳癌患者における発熱性
好中球減少症発現に関連する因子の
検討

中森春美
中森春美、辻大樹、山本圭祐、金
容壱、大嶽亜季、横井茉里、長田
茉花、松本恵実、伊藤邦彦

 第55回日本癌治療学会学術集会 2017.10 神奈川

進行性尿路上皮癌における GC 療法
の治療強度および骨髄抑制が予後に
及ぼす影響

笹野知海
山本圭祐、都甲海、中道秀徳、矢
部勝茂、米田達明、塩川満

第27回日本医療薬学会 2017.11 千葉

産科病棟における看護師・助産師の薬
剤知識向上に向けた取り組み

加藤　和佳奈
峯田　保恵、塩川　満、中村　光
世、村越　毅 第27回日本医療薬学会 2017.11 千葉

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

ファシリテーター 本田勝亮
2017年度　第5回　東海地区感染制御研
究会　抗菌薬セミナー　ベイシックコース
A

2017.4 名古屋
http://tokaikans
en.com/index.ht
ml

ファシリテーター 本田勝亮
2017年度　第5回　東海地区感染制御研
究会　抗菌薬セミナー　ベイシックコース
B

2017.7 名古屋
http://tokaikanse
n.com/index.html

座長 本田勝亮
2017年度　第5回　東海地区感染制御研
究会　抗菌薬セミナー　ベイシックコース
C

2017.11 名古屋
http://tokaikanse
n.com/index.html

薬剤部

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

聖隷浜松病院における臨床検査技師
の病棟業務に関する試み

渡辺　真世
石原幹、徳増諭、谷高由利子、森
本典子、 直田健太郎

第7回静岡県医学検査学会 2017.6 静岡

「後方診療支援」ルーチン化の実現　-
検体分析からデータ解析へ-

大庭恵子
アボットジャパン株式会社 診断薬・機器
事業部協力店会議　特別講演

2017.9 横浜

精度管理から精度保証そして・・・ 鈴木健
平成29年度　日臨技　中部圏支部　医学
検査学会

2017.9 名古屋

RCPC1 山本晶 第64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11 京都

後方診療支援のシ ステム化による検
査 室の取り組み

ハビブザデ　バネ
ギ　メヘレダド

平成29年国公私立大学病院医療技術関
係職員研修（臨床検査技術者） 2017.11 東京

＜一般講演・その他の講演＞

尿細胞診における従来法とLBC法の細
胞形態、診断精度の比較検討

加藤好洋
鈴木愛梨、池谷知也、山田真人、
新井義文、大月寛郎、小林寛

第58回日本臨床細胞学会春期大会 2017.5 大阪

上顎に発生し鑑別に苦慮したエナメル
上皮腫の1例

鈴木章吾
山田真人、土戸景子、池谷知也、
加藤好洋、鈴木愛梨、新井義文、
大月寛郎、清水進一、小林寛

第38回静岡県臨床細胞学会春期学術集
会

2017.5 静岡

ortho社不規則抗体スクリーニング用試
薬0.8％セルスクリーンJ-Alba-有用性
の検討

中島裕美
松岡ひとみ、栗田哲至、中山理、
米川修

第65回輸血細胞治療学会総会 2017.5 千葉

診療支援向上に向けた検査室の取り
組み-検査データ解析のシステム構築
による効率化-

大庭恵子
山本晶、鈴木健、森本典子、直田
健太郎、米川修

第67回日本病院学会 2017.7 神戸

ｹﾐﾙﾐADIVAｹﾝﾀｳﾙｽXPTを用いた貧血
マーカーの検討

ハビブザデ　バネ
ギ　メヘレダド

ケンタウルスコンテスト 2017.7 東京

半球間裂に焦点を有するてんかん患者
の発作時3段階脳波パターン

西村光代
谷高由利子、山田紗暉、石原幹、
森本典子、直田健太郎

第66回日本医学検査学会 2017.6 千葉

産科危機的出血シミュレーションでみえ
た臨床検査技師の関与

今枝洋美
山本晶、中島裕美、栗田哲至、森
本典子、直田健太郎

平成29年度　日臨技　中部圏支部　医学
検査学会

2017.9 名古屋

当院病理検査室における包埋前脱脂
液導入の検討

道村玲香
山田茉樹、宇野圭祐、鈴木章吾、
加藤好洋、直田健太郎

第4回聖隷福祉事業団合同学術発表会 2017.10 浜松

当院における呼気一酸化窒素検査の
有用性の検討

渥美　早哉佳
直田健太郎、石原幹、加藤成美、
山田紗暉

第４回　聖隷福祉事業団　臨床検査部　
合同学術発表会

2017.10 浜松

上顎に発生し鑑別に苦慮したエナメル
上皮腫の1例

鈴木章吾
山田真人、土戸景子、池谷知也、
加藤好洋、鈴木愛梨、新井義文、
大月寛郎、清水進一、小林寛

第56回日本臨床細胞学会秋期大会 2017.11 福岡

前頭葉半球間裂の発作焦点と発作症
候の側方性の関係

西村光代
岡西徹、金井創太郎、山田紗暉、
佐藤慶史郎、飯島健太郎、藤本
礼尚、榎日出夫

第51回日本てんかん学会学術集会 2017.11 京都

Day7培養の有用性 村松正子
秋山安里、鈴木伊都子、栗田哲
至、松尾七重、今井伸、小林浩
治、塩島聡、松本美奈子、村越毅

第62回日本生殖医学会 2017.11 下関

診療支援システム-検査室の取り組み
と実際-

山本晶 アボットフェア2017in福井 2017.12 福井

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

調査結果報告者（病理部門） 加藤好洋
第34回静岡県臨床検査精度管理調査報
告会

2017.10 静岡

座長 加藤好洋
第4回聖隷福祉事業団臨床検査部合同
学術発表会

2017.10 浜松

座長 石原冬馬
第4回聖隷福祉事業団臨床検査部合同
学術発表会

2017.10 浜松

座長 釋　悦子 浜松耐性菌研究会 2017.10 浜松

調査結果報告者（血算部門） 栗田　哲至
平成２９年度静岡県臨床検査精度管理
報告会

2017.10 静岡

症例解説 山田真人
第8回泌尿器細胞診新報告様式に沿っ
たワークショップ

2017.12 浜松

臨床検査部

＜指定講演・シンポジウム等＞



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

T1値，T2値の測定 鈴木　隆之 第５回 東海MRI技術研究会 2017.1 愛知

医療技術セミナー
「放射線治療の新しい技術」
3.外部放射線治療装置（FFFリニアック）

松永卓磨
JSRT 
第2回中部支部学術セミナー

2017.1 愛知

肉離れ 髙柳　有希
第58回東海四県
放射線技師学術大会

2017.3 三重

Rapid Planの臨床使用経験 安達由美子 Varian Seminar東京 2017 2017.7 横浜

PETをとりまく
環境の変化と当院の対応

片岡純也 遠州・三河放射線治療講演会 2017.1

TACE (肝動脈化学塞栓
療法)に向けての取り組み

亀垣卓弥 第9回静岡血管撮影研究会 2017.3 静岡

Verification of the 
Reproducibility of 
Deep Inspiration Breath 
Hold　Treatment for 
Left Breast Using 3D Body Surface 
Scanner

松永卓磨
第73回日本放射線
技術学会学術大会

2017.4 横浜

The Effect of Four-Divided
CBCT on the Reconstructed
 Images in Lung Cases

杉浦康行
Yudai Tokunaga 
Masashi Nozue

第73回日本放射線
技術学会学術大会

2017.4 横浜

Study of the Difference 
in Inhomogeneity
 Correction of the Treatment Planning 
System 
and the Gantry-mounted 3-
Dimensional Detector

安達由美子 松永卓磨、齋藤龍典
第113回日本医学
物理学会学術大会

2017.4 横浜

Basic study to verify the 
small field in thegantry-mounted 3-
dimensional patient dose analysis 
system

齋藤龍典
第73回日本放射線
技術学会学術大会

2017.4 横浜

臓器別線量変調撮影
による被ばく低減効果と
画質への影響

大須賀琢弥
亀垣卓弥、齋藤龍典、渡邉浩一、
松井隆之、栗田仁一

第22回静岡県
放射線技師学術大会

2017.5 静岡

Development and Clinical 
Implementation
of Radiotherapy Planning Supporting 
System

安達由美子

Masashi Nozue 
Ryuichi Yada
Naoki Hayashi 
 
Takuma Matsunaga

AAPM Annual Meeting　2017 2017.7 アメリカ(デンバー)

ECD脳血流シンチにおけるPatlak plot法を用いたmCBFの再現性鈴木　隆之
第50回 三河・遠州
核医学研究会

2017.7 愛知

CRからFPDへの移行に
伴う画像処理パラメーターの見直しか
ら実運用化まで

信岡亮太
第3回聖隷放射線部
合同勉強会

2017.9 浜松

Study of 3DLAVA using CS
in the upper abdominal region

高柳　有希

Koji Yoneyama　
Wakaba Koide
Takayuki Masui 
Yuji Iwadate　
Naoyuki Takei 
Wang Kang

第45回　日本磁気共鳴医学会大会 2017.9 栃木

当院における
多方面的広報活動

高柳　有希 栗田仁一、山田薫、齋藤龍典
第33回日本
診療放射線技師学術大会

2017.9 北海道

Investigating optimum conditions for 
Pelvis PROPELLER 
Multi shot Blade
T1 weighted images

渥美　裕

Takayanagi Yuuki 
 
Wakaba Koide 
Fuminori Mori 
Takayuki Masui 
Nami Matsunaga 
 
Yuko Hara

第45回　日本磁気共鳴医学会大会 2017.9 栃木

Examination of Hyper Sense 
performance
 in head and neck Angiography

盛　史範

Yutaka Atsumi 
yuki takayanagi　
Wakaba Koide 
Takayuki Masui 
 
Motoyuki Katayama 
　
Nami Matsunaga 
　

第45回　日本磁気共鳴医学会大会 2017.9 栃木

Study of combining HyperSense 
with Navigator-triggered MRCP

小出　若葉

Yuuki Takayanagi 
 
Yutaka Atumi 
　
Fuminori Mori 
　
Takayuki Masui 
　

第45回　日本磁気共鳴医学会大会 2017.9 栃木

当院における
安全対策・事例

村木勇太 第30回静岡県放射線治療研究会 2017.9 静岡

放射線治療における
患者説明用動画の運用と評価方法

齋藤龍典 村木 勇太、長谷川 晋也
第33回日本
診療放射線技師学術大会

2017.9 北海道

PROPELLER Multi shot Blade 
T1WI頭部領域における
有用性の検討

渥美　裕
第10回　中部
放射線技術学術大会

2017.11 岐阜

放射線部

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞



腕神経叢描出における
Cube STIRの有用性の検討

山口友花里 髙柳有希、渥美裕、栗田仁一
第10回　中部
放射線技術学術大会

2017.11 岐阜

Hyper Senseを用いた
頭部3DFLAIR撮像条件の検討

盛　史範
第10回　中部
放射線技術学術大会

2017.11 岐阜

アドイン型画像誘導装置と
6軸寝台の位置補正
における精度検証

長谷川晋也
第10回　中部
放射線技術学術大会

2017.11 岐阜

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長 渡邉　浩一 第8回静岡CT研究会 2017.5 静岡

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

がん患者とその子どもを含む家族支援
としての「夏休みこども探検隊」～親子
のコミュニケーションに及ぼす影響～

小川美帆 梅田靖子、島田綾子 聖隷浜松病院医学雑誌 2017年 17（2）;39-42

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

伸筋腱損傷後のハンドセラピィにおけ
る留意点および工夫 原田　康江 第4回中部日本ハンドセラピィ研究会 2017.1 高知県高知市

みんなでストレッチ～今日から貴女も背
中美人美しい姿勢を手に入れよう～

神谷　万波
がんに関する市民公開講座　～学ぼう！
乳がん～

2017.5 浜松

がんに関する市民公開講座～ながら運
動のすすめ～

神谷　万波 伊藤安耶
がんに関する市民公開講座　～学ぼう！
すい臓がん～

2017.8 浜松

癌に負けないからだになろう～理学療
法士より～

神谷　万波
吉田雅行、細田佳佐、柴崎幾代、
久保田智子、奥仲哲弥

第４８回病院学会市民健康セミナーパネ
ルディスカッション

2017.9 浜松

多職種連携による当院ICU早期リハの
取り組み

四十宮公平
伊藤 来未子

 
、渥美 生弘

 
、大杉 

浩一、土手 尚、中野 悦代 、三浦 
啓道

第1回日本集中治療医学会東海北陸学
術集会

2017｡6 名古屋

ステロイド性大腿骨頭壊死症に対する
全人工股関節置換術術後の
股関節可動域、骨盤アライメントの改善
が跛行の改善に繋がった症例

奥田 勇希 藤井 千博、青木 謙太 第9回聖隷リハビリテーション研究会 2017.10 静岡県

人工呼吸器離脱とADL回復を目指した
多発外傷患者に対する理学療法～安
静度性源の中で積極的運動療法を施
行した一症例～

伊藤来未子 四十宮公平、柴田涼 第9回聖隷リハビリテーション研究会 2017.10 静岡

人工股関節全置換術後、股関節の運
動再学習を行ない跛行の改善につな
がった1症例

小松健依 藤井 千博、青木 謙太 第9回聖隷リハビリテーション研究会 2017.10 静岡

脊髄小脳変性症におけるハイハイ（四
つ這い動作）の特徴

仲山知宏

内山剛、志水早由里、若月里江、
明神寛暢、鈴木重將、渡邊一樹、
山本大介、佐藤慶史郎、大橋寿
彦

第11回パーキンソン病・運動障害疾患コ
ングレス

2017.10 東京

腱性槌指にキネシオテープを使用した
装具療法でDIP過伸展を獲得した2症例

原田　康江 鈴木　歩実、向田　雅司
第60回日本手外科学会学術集会

2017.4 愛知県　名古屋市

腱性槌指の治療成績と後療法　
～装具装着期間と治療前のDIP関節伸
展不足角に着目して～

原田　康江 向田　雅司 日本作業療法学会 2017.9 東京

Static splint after repair of extensor 
tendon rupture 
　　　　　　　　　in Rheumatoid Arthritis 
(RA) hands

原田　康江
6th Congress of Asian Pacific 
Federation of Societies for Hand 
Therapy

2017.11 Cebu City, Philippines

アキレス腱再修復術後に感染し、腱が
欠損したとされた症例について

藤井千博 小林良充、江間崇人 第33回東海北陸理学療法学術学会 2017.11 福井

教育入院後の非監視下でのホームエク
ササイズ導入によって、身体機能を維
持できた慢性閉塞性肺疾患の一症例

加藤大喜 佐野弘毅、四十宮公平 第33回東海北陸理学療法学術学会 2017.11 福井

てんかん外科治療における言語聴覚
士の役割

新美　惠子
榎日出夫，藤本礼尚，岡西徹，山
本貴道

全国てんかんセンター協議会
2017奈良大会

2017.2 奈良

Broca・Wernicke両領域近傍にてんかん
焦点を有する結節性硬化症患者に対
する覚醒下てんかん手術

新美　惠子
岡西徹、藤本礼尚、金井創太郎、
西村光代、榎日出夫

第51回
日本てんかん学会学術集会

2017.11 京都

発達途上の構音の誤りを認めた機能性
構音障害症例の臨床経過

片岡　綾子
平成29年度静岡県言語聴覚士会全体研
修会

2018.1 静岡

構音指導について 石原　成典
県西部地区・聴覚・発達障害教育研究会
担当者講習会

2017.10 静岡

デュピュイトラン拘縮に対するコラゲ
ナーゼ注射治療を施行した症例へのセ
ラピィ

田中浩平 原田康江、吉田亮太、神田俊浩 第9回聖隷リハビリテーション研究会 2017.1 浜松

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

聖隷クリストファー大学理学療法学科
2学年

向井　庸 内部障害系理学療法評価学 ２０１７，１ 浜松

聖隷クリストファー大学理学療法学科
4学年

春藤健支
リーダーシップ論　病院・施設における
リーダーシップについて

2017.10. 浜松

座長 春藤健支
第５回日本運動器理学療法学会学術集
会

2017.9. 札幌

座長 原田　康江
第60回日本ハンドセラピイ学会学術集会

2017.4 愛知県　名古屋市

研究会講師 原田　康江
第17回鹿児島　
手外科リハビリテーション研究会

2017.4 鹿児島県

＜一般講演・その他の講演＞

＜指定講演・シンポジウム等＞

リハビリテーション部



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

Percentage of Hess area ratioによる 
眼窩壁骨折整復手術の評価

大野千尋
西村香澄、嘉鳥信忠、上田幸典、
尾花 明、佐藤美保

第73回日本弱視斜視学会総会 2017年6月 金沢

外傷性斜視に対する Faden手術の有
用性

山本佐智子
西村香澄、嘉鳥信忠、上田幸典、
尾花明、佐藤美保

第73回日本弱視斜視学会総会 2017年6月 金沢

＜一般講演・その他の講演＞

眼科検査室



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

【臨床工学技士法制定30年】 臨床工学
技士を目指す学生に期待すること　臨
床現場で働く臨床工学技士から

北本憲永  Clinical Engineering 2017.11 Page944-948 秀潤社

【手術室のME機器、エネルギーデバイ
スの基礎知識】 筋電図・誘発電位検査
装置

北本憲永 鈴木真紀子  手術看護エキスパート 2017.7 Page53-60 日総研

生体側モニタリング
無輸血体外循環を目指す目的と意義

北本憲永 見目恭一
新ME早わかりQ&A
2．人工心肺・補助瞬間装置

2017.6
Page91-97
Page137-138

南江堂

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

モードスイッチに移行した際，基本レー
ト設定が上昇する現象を経験したペー
スメーカー電池交換の1例

九島裕樹

北本憲永、神谷典男、広瀬徳勝、
藤井洵希、田中良樹、増井浩史、
村松明日香、久保田沙也香、杉
浦亮、岡俊明

セラピューティック・リサーチ 2017.1 38巻；p27-29

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

遠隔モニタリングと患者管理 神谷典男

北本憲永、広瀬徳勝、藤井洵希、
九島裕樹、増井浩史、久保田沙
也香、三浦啓道、秋元聡子、古山
大志、清水圭太、草場嘉美　　　　　
　　　　（循環器科） 杉浦 亮、 岡
俊明

Medtronic　研修会アドバンスコース 2017.03 静岡

ワークショップ
成人体外循環の適正灌流量の検討

北本憲永 第43回日本体外循環医学会大会 2017.1 北海道

パネルディスカッション
体外循環の低充填化
無輸血無希釈体外循環までの変遷

北本憲永
第40回日本体外循環技術医学会東海地
方会

2017.1 愛知

講演
『小児体外循環中の輸血回避の工夫』
～低充填システムと操作の工夫～

北本憲永 TERUMO perfusion seminar 2017.11 Beijing

女性資格取得者　臨床工学技士 高柳綾子 女性資格取得者講演会 2017.11 静岡

内視鏡外科手術における臨床工学技
士のマネージメント

鈴木克尚 北本憲永 第30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12 京都

特別講演
手術室における臨床工学技士の役割
の追求

北本憲永 第9回広島県臨床工学技士会学術大会 2017.5 広島

大腿動脈送血時の下肢rSO2の評価
増井浩史

富永滋比古、内山明日香、神谷
典男、北本憲永

第13回静岡県臨床工学会 2017.6 静岡

シンポジウム
業務拡大のために必要なことを考え続
けて

北本憲永 第13回静岡県臨床工学会 2017.6 静岡

講義
体外循環シミュレーショントレーニング

北本憲永 小児体外循環セミナ 2017.6 神奈川

ワークショップ
Dreger社製Evita infinity V500を使用し

てみて

三浦啓道

北本憲永、神谷典男、増井浩史、
広瀬徳勝、久保田沙也香、古山
大志、　藤井洵希、秋元聡子、九
島裕樹、草場嘉美、清水奎太

第13回静岡県臨床工学会 2017.6 静岡

臨床工学技士による清潔補助業務展
開の取り組みと効果について

鈴木克尚

村松明日香、富永滋比古、山内
健至、鈴木真紀子、原　真介、豊
田理水、北本憲永

第42回日本外科系連合学会 2017.6 徳島

手術室における臨床工学室の取り組み 村松明日香
鈴木真紀子、原真介、山内健至、
豊田理水、佐川雅俊、鈴木克尚、
北本憲永

第13回静岡県臨床工学会 2017.6 静岡

2010年から積み上げてきた当院での内
視鏡室での活躍と展望

高柳綾子 第12回静岡消化器内視鏡技師会 2017.7 静岡

シンポジウム
小児心臓手術の血液凝固障害につい
て考える 臨床工学技士が考える輸血
回避の工夫

北本憲永 第22回日本心臓血管麻酔学会学術総会 2017.9 栃木

グラフィックから判断する肺保護の基本 西條　幸志 第８回北海道呼吸療法セミナー 2017.9 札幌

自己血回収装置と人工心肺装置の 
ローラーポンプによる吸引の違いに 関
する基礎実験

黒崎　瑠依
富永滋比古、村松明日香、増井
浩史、神谷典男、北本憲永 第４３回日本体外循環医学会大会 2017.1 北海道

血液凝固関係因子による活性化凝固時間への影響についての検討大野喬亮
大野喬亮、富永滋比古、村松明
日香、増井浩史、神谷典男、北本
憲永

第18回中部臨床工学技士会 2017.11 福井

内視鏡室で起こるインシデント 鈴木らら

高柳綾子、大澤真智子、安藤零、
森谷千秋、久保田沙也香、秋元
聡子、杉山征四朗、水村敦子、清
水奎太、氏原庸介、草場嘉美、曽
根太一、黒﨑瑠衣、鈴木健吾、久
保田優、家入瑞穂、山崎絵莉、北
本憲永

第18回中部臨床工学技士会 2017.11 福井

レベルの高い内視鏡検査介助を行うために黒﨑瑠依 黒﨑瑠依、高柳綾子、大澤真智子、　安藤零、森谷千秋、杉山征四朗、久保田沙也香、秋元聡子、水村敦子、　草場嘉美、氏原庸介、清水奎太、曽根太一、鈴木健吾、鈴木らら、北本憲永第18回中部臨床工学技士会 2017.11 福井

＜指定講演・シンポジウム等＞

臨床工学室

＜一般講演・その他の講演＞



ペースメーカ・ICDのトラブル　　　　　　　　　　　～実際に体験した問題～神谷典男
静岡県臨床工学技士会主催第11回不整
脈セミナー

2017.11 静岡

ナビゲーションのバージョンアップにお
けるCEの関わり

大野　結 鈴木克尚、北本憲永 第18回　中部臨床工学技士会 2017.11 福井

NICUにおける臨床工学技士による看
護師向け医療機器勉強会の取り組み

三浦竜郎
安藤零、鈴木真紀子、渡邉一茂、
北本憲永

第18回　中部臨床工学技士会 2017.11 福井

並列手術に向けた新人工心肺システム
の導入と今後の課題

富永滋比古
内山翔　村松明日香　増井浩史　
神谷典男　北本憲永

第27回日本臨床工学会 2017.5 青森

在宅酸素療法における臨床工学技士の関わり清水奎太

神谷典男、増井浩史、広瀬徳勝、
久保田沙也香、三浦啓道、藤井
洵希　九島裕樹、古山大志、北本
憲永

第13回静岡県臨床工学技士会 2017.6 静岡

集中治療室での業務
～２４時間体制の現状とこれからの課題～古山大志

草場嘉美、清水圭太、秋元聡子、
九島裕樹、藤井洵希、三浦啓道、
広瀬徳勝、久保田沙也香、増井
浩史、神谷典男、北本憲永

静岡県臨床工学技士会 2017.6 静岡

人工心肺教育開始にあたって
～今の私にできること～

太田早紀
富永滋比古、内山明日香、増井
浩史、神谷典男、北本憲永

静岡Perfusionアカデミー 2017.8 静岡

ICU専属臨床工学技士配置に伴う血液浄化療法への関わりの変化久保田沙也香
古山大志、三浦啓道、広瀬徳勝
神谷典男、北本憲永

第28回日本急性血液浄化学会 2017.9 埼玉

リザーバー内圧モニタリングによる圧閉
度調整法の検討

太田早紀
富永滋比古、内山明日香、増井
浩史、神谷典男、北本憲永

第43回 日本体外循環技術医学会大会 2017 10 北海道

当院のクライオアブレーション 秋元聡子

神谷典男、増井浩史、広瀬徳勝、
久保田沙也香、三浦啓道、藤井
洵希、　九島裕樹、古山大志、北
本憲永

EP/デバイスフォーラム 2017.1 静岡

体外循環中の動脈血酸素分圧の違い
が与える影響の検討

増井浩史
富永滋比古、内山明日香、神谷
典男、北本憲永

第43回日本体外循環医学会大会 2017.10 北海道

体外循環中の水分バランスと末梢温度
変化率の検討

富永滋比古
村松明日香、増井浩史、神谷典
男、　北本憲永

第43回日本体外循環医学会大会 2017.10 北海道

モニター保護パネルの有用性について鈴木克尚 北本憲永 第39回日本手術医学会総会 2017.10 東京

手の外科清潔介助を開始して 看護から完全移行まで豊田　理水
鈴木克尚、内山明日香、北本憲
永

第39回日本手術医学会総会 2017.10 東京

ナビゲーション及び CT内蔵型外科用イメージ装置 導入の取り組み佐川　雅俊 北本憲永、鈴木克尚 第39回日本手術医学会総会 2017.10 東京

吸引実施に向けての当院の取り組み
   　　　　　-現状と課題ー草場嘉美

藤井絢希、九島裕樹、久保田沙
也加、秋元聡子、清水圭太、古山
大志、三浦啓道、広瀬徳勝、神谷
典男、北本憲永

第18回　中部臨床工学技士会 2017.11 福井

「　実践PCI　～先読みしてDrに褒められよう～　」広瀬徳勝
静岡県臨床工学技士会主催第6回心臓
カテーテルセミナー

2017.11 静岡県

遠隔モニタリング導入について 神谷典男

北本憲永、広瀬徳勝、藤井洵希、
九島裕樹、増井浩史、久保田沙
也香、　三浦啓道、秋元聡子、古
山大志、清水圭太、草場嘉美　　　
　　　　　　（循環器科） 杉浦 亮、 
岡 俊明

BIOTRONIK　Advancing Patient 
Management

2017.3 京都

当院のICU24時間体制における勤務形態変遷神谷典男

北本憲永、広瀬徳勝、藤井洵希、
九島裕樹、増井浩史、久保田沙
也香、　三浦啓道、秋元聡子、古
山大志、清水圭太、草場嘉美

第27回日本臨床工学技士会 2017.5 青森

体外循環中のCVP管理についての検
討

太田早紀
富永滋比古、内山明日香、増井
浩史、神谷典男、北本憲永

第27回 日本臨床工学会 2017.5 青森

地方施設でスタッフを集めるための試
行錯誤　10年間で66名を採用して

北本憲永 第27回 日本臨床工学会 2017.5 青森

内視鏡的粘膜下層剥離術
（ESD:Endoscopic Submucosal 
Dissection）の処置介助を習得するため
に

杉山征四朗

高柳綾子、大澤真智子、安藤零、
森谷千秋、久保田沙耶香、秋元
聡子、水村敦子、草場嘉美、氏原
庸介、清水奎太、曽根太一、鈴木
健吾、黒崎瑠依、鈴木らら、北本
憲永

第27回 日本臨床工学会 2017.5 青森

ICU24時間体制における業務拡大 秋元聡子

神谷典男、増井浩史、広瀬徳勝、
久保田沙也香、三浦啓道、藤井
洵希、　九島裕樹、古山大志、北
本憲永

第27回日本臨床工学技士会 2017.5 青森

周産期母子医療センターにおけるQC

サークルを用いた医療機器管理業務
の見直しと改善

安藤零
八木友香、鈴木真紀子、渡邉一
茂、三浦竜郎、北本憲永

第27回日本臨床工学技士会 2017.5 青森

当院における
手動送信型Care Link使用実績
神谷典男

北本憲永、広瀬徳勝、藤井洵希、
九島裕樹、増井浩史、久保田沙
也香、　三浦啓道、秋元聡子、古
山大志、清水圭太、草場嘉美　　　
　　　　　　（循環器科） 杉浦 亮、
岡 俊明

第4回東海デバイスカンファレンス（D-
Mac)

2017.6 愛知

内視鏡教育の取り組みと　実績報告 高柳綾子

大澤真智子、安藤零、森谷千秋、
久保田沙耶香、杉山征四朗、秋
元聡子、水村敦子、草場嘉美、氏
原庸介、清水奎太、曽根太一、鈴
木健吾、黒崎瑠依、鈴木らら、北
本憲永

第13回静岡県臨床工学会 2017.6 静岡

＜一般講演・その他の講演＞



当院の遠隔モニタリング　
対応マニュアル運用の効果広瀬徳勝
神谷典男、藤井洵希、九島裕樹、
増井浩史、村松明日香、 田中良
樹　久保田沙也香、北本憲永

第17回心臓植込みデバイスフォローアッ
プ研究会

2017.6 静岡県

せぼねセンター手術時における災害対策 　 ～役割ごとの行動マニュアル作成～鈴木真紀子 鈴木克尚、北本憲永 第92回日本医療機器学会大会 2017.6 横浜

NICUにおいてインシデントによる加
温加湿不足への取り組み

鈴木真紀子
安藤零、渡邉一茂、三浦竜郎、八
木友香、北本憲永 第13回静岡県臨床工学会 2017.6 静岡

小児体外循環中の輸血使用量の評価　
～血液データの体重別推移～

北本憲永 小出昌秋 第53回日本小児循環器学術総会 2017.7 静岡

当院での小児期ペースメーカ治療の成績
神谷典男

北本憲永、広瀬徳勝、藤井洵希、
九島裕樹、増井浩史、久保田沙
也香、　三浦啓道、秋元聡子、古
山大志、清水圭太、草場嘉美　　　
　　　　　　　　　　（循環器科）杉浦 
亮 、岡 俊明　　（心臓血管外科）　
小出昌秋

第64回日本心電不整脈学会APHRS2017 2017.9 横浜

当院における遠隔モニタリングの教育と算定取得おける取り組み藤井洵希

神谷典男、広瀬徳勝、藤井洵希、
九島裕樹、増井浩史、久保田沙
也香、秋元聡子、三浦啓道、古山
大志、北本憲永、杉浦　亮、岡　
俊明

Biotronic社主催デバイスセミナー 2017.9 静岡

迷走神経刺激装置（VNS）留置患者にペースメーカー（PM）植込みを行った１例藤井洵希
神谷典男、広瀬徳勝、九島裕樹,
北本憲永、杉浦 亮、岡 俊明 第64回日本心電不整脈学会APHRS2017 2017.9 横浜

硝子体内注射における感染対策 田中　良樹

北本憲永、原真介、鈴木真紀子、
安藤零、豊田理水、川村貴志、氏
原庸介、袴田篤志、曽根太一、内
山翔、鈴木克尚、郷渡有子、尾花
明

愛知眼科看護学習会 2017.9 名古屋

内視鏡スタッフの教育方法・当院が
内視鏡に携わっていく中での課題に
ついて

森谷千秋

高柳綾子、大澤真智子、安藤零、
久保田沙耶香、杉山征四朗、秋
元聡子、水村敦子、氏原庸介、清
水奎太、曽根太一、鈴木健吾、黒
崎瑠依、鈴木らら、北本憲永

第79回日本消化器内視鏡技師会 2017/10 福岡

ICUにおけるCEの果たすべき役割の提
言APRVが奏功した急性骨髄性白血病
（AML）に伴う呼吸不全を経験して

三浦啓道
北本憲永、増井浩史、神谷典男　　
救急科　大杉浩一、土手尚、渥美
生弘　田中茂

第44回日本集中治療医学会学術集会 2017/3 札幌

当院における早期抜管にむけた取り組
みと今後の課題について

三浦啓道

北本憲永、増井浩史、神谷典男、　
中村麻友美、林恵美子、鈴木美
由紀、安間有希、向井庸、四十宮
公平、福永暁子、大杉浩一、渥美
生弘、三木良浩

第39回呼吸療法医学会 2017/7 神戸

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

座長　体外循環教育講演 北本憲永 静岡Perfusionアカデミー 2017.8 静岡

座長　適正灌流量ワークショップ 北本憲永 第43回日本体外循環医学会大会 2017.1 北海道

座長　手術室ワークショップ 北本憲永 第18回中部臨床工学技士会 2017.11 福井

座長　共催セミナ2 北本憲永 第13回静岡県臨床工学会 2017.6 静岡

座長　共催セミナ5 北本憲永 第14回静岡県臨床工学会 2017.7 静岡

座長　ワークショップ 北本憲永
第８回手術室臨床工学技士（OR-CET）
情報交換会

2017.3 岐阜

座長 北本憲永 第27回 日本臨床工学会 2017.5 青森

座長 北本憲永
第33回日本体外循環技術医学会教育セ
ミナ

2017.5 愛知

司会 三浦啓道 第13回静岡県臨床工学会 2017.6 静岡

講師 三浦啓道 呼吸ケアカンファレンス 2017.4 東京

座長 神谷典男 第5回 EPデバイスフォーラムin静岡 2017.1 静岡

講師 神谷典男 メーカ主催遠隔モニタリング見学会 2017.3 静岡

＜一般講演・その他の講演＞



座長 神谷典男
第17回心臓植込みデバイスフォローアッ
プ研究会

2017.6 静岡

司会 神谷典男 第13回静岡県臨床工学技士会 2017.6 静岡

座長 神谷典男 第64回日本不整脈心電学会学術大会 2017.9 横浜

司会 神谷典男
静岡県臨床工学技士会主催第11回不整
脈セミナー

2017.11 静岡

司会 神谷典男
静岡県臨床工学技士会主催第6回心臓
カテーテルセミナー

2017.11 静岡

講師 広瀬徳勝 静岡県放射線技師会主催セミナー 2017.11 静岡

講師 広瀬徳勝 メーカ主催遠隔モニタリング見学会 2017.3 静岡

講師 内山明日香
手術室安全セミナー
電気メスを安全に使用するために

2017.9 静岡

座長 鈴木克尚 第13回静岡県臨床工学会 2017.6 静岡

講師 鈴木真紀子 第2回手術関連指定講習会 2017.9.2 東京



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

第5章　よくあるケースから学ぶ病態別
栄養管理　4血液透析症例に対する栄
養管理

井上善文
磯﨑泰介、水野佐代子、冨田加
奈恵、鈴村里佳、伊藤小百合、水
野高嗣、塩川満

まるごとわかる栄養療法
臨床の疑問に根拠を持って答えられる！

2017.4 260-268 じほう

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

前胃瘻造設と多職種介入により化学・
放射線療法中に栄養状態を維持しえた
上咽頭癌の1 例

鈴村里佳
竹内博紀、大原裕史、冨田加奈
恵、伊藤小百合、石塚友一、塩川
満、磯﨑泰介、鈴木克佳、袴田桂

第20会日本病態栄養学会年次学術集会 2017.1 京都

長期予後が期待できる慢性的な摂食

不良患者のQOL向上にNSTが一助と

なった仙骨骨肉腫･根性坐骨神経症の

1例

坂本　由梨
冨田　加奈恵、鈴村　里佳、伊
藤　小百合、山田　博英、井上　
善也、磯﨑　泰介

第20会日本病態栄養学会年次学術集会 2017.1 京都

術後のからだを助ける食事 大原裕史
がんに関する市民公開講座～学ぼう！
胃がん～

2017.1 浜松

リハビリ介入した急性期脳卒中患者の
栄養状態の検討

竹内博紀
大原　裕史、冨田加奈恵、鈴村里
佳、伊藤小百合、廣川麻貴、西村
立、磯﨑泰介

第32回日本静脈経腸栄養学会学術集会 2017.2 岡山

嘔気に対して多職種介入により経管栄
養が確立し栄養状態を維持できた脳幹
出血の1例

大原裕史
竹内博紀、冨田加奈恵、鈴村里
佳、伊藤小百合、磯﨑泰介

第32回日本静脈経腸栄養学会学術集会 2017.2 岡山

当院における食物アレルギー対応に対
する取り組み

漆畑　萌子 鈴村　里佳、伊藤　小百合 静岡県給食協会事例研究発表会 2017.2 静岡

水疱性類天疱瘡にてステロイド使用中
の糖尿病患者での 病態変化に対して
栄養介入を行った一例

久保田智子

森恵里、冨田加奈恵、伊藤小百
合、兼子若菜、 池谷光香、佐原
百合名、神谷知江、土屋光生、西
尾信一郎、渡邊卓哉

第11回日本静脈経腸栄養学会東海支部
学術集会

2017.7 愛知

当院における食物アレルギー対応食提
供ミスに対する対策

漆畑　萌子 鈴村里佳、伊藤小百合 第67回日本病院学会 2017.7 兵庫

学ぼう！すい臓がん
牛田進一郎、松川陽央、久保田
智子、山崎高志、島田綾子、神谷
万波

2017年度第2回
がんに関する市民公開講座

2017.8 静岡

「インスリンと食事療法～指導者の想
い、正しく伝わっていますか～」

島田　友香里 第7回はままつＣＤＥ研究会 2017.8 浜松

がんに負けないからだになろう！
吉田雅行 奥仲哲弥、細田佳佐、柴崎幾代、

神谷万波、久保田智子
第48回病院学会　市民健康セミナー　パ
ネルディスカッション

2017.9 静岡

誤配膳の削減を目指した当院の取り組
み～QC手法を用いて～

岩崎　明子
坂本由梨、藤田之乃、大原裕史、
青嵜麻友美、中村文乃、鈴村里
佳　山岡加菜子　伊藤小百合

静岡県給食協会浜松支部事例研究発表
会

2017．10 浜松

The Correlations between Findings of 
Brain MRI and Neurological Outcomes 
in Tuberous
Sclerosis Complex

岡西徹

藤本礼尚、西村光代、新美恵子、
鈴村里佳、馬場信平、板村真司、
金井創太郎、飯島健太郎、佐藤
慶史郎、榎日出夫

第51回日本てんかん学会学術集会 2017.11 京都

成人の難治性てんかん患者の食事療
法継続に寄与する背景因子の分析

鈴村里佳
藤本礼尚、岡西徹、源馬巴菜子、
井上絵里、名倉春衣、伊藤小百
合、榎日出夫

第51回日本てんかん学会学術集会 2017.11 京都

栄養課

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

講師
中村秀範
高塚由紀子

聖隷淡路病院　医療安全研修
「チームＳＴＥＰＰＳ」

2017/10/ 淡路

安全管理室



Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

講師 川﨑由実
平成28年度　静岡県院内がん
登録実務者研修会～初級者
編・フォローアップ研修～

2017.2 沼津

講師 川﨑由実
平成28年度　静岡県院内がん
登録実務者研修会～初級者
編・フォローアップ研修～

2017.3 浜松

がん診療支援センター



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

Oral Cnm-positive Streptococcus 
Mutans Expressing Collagen Binding 
Activity is a Risk Factor for 
Cerebral Microbleeds and Cognitive 
Impairment.

Watanabe I

Kuriyama N, Miyatani F, 
Nomura R, Naka S, Nakano K, 
Ihara M, Iwai K, Matsui D, 
Ozaki E, Koyama T, Nishigaki 
M, Yamamoto T, Tamura A, 
Mizuno T, Akazawa K6, 
Takada A, Takeda K, Yamada 
K, Nakagawa M, Tanaka T, 
Kanamura N, Friedland RP, 
Watanabe Y.

Sci Rep. 2016 Dec
9;6:38561. doi: 
10.1038/srep38561

スパズムに年齢因子は関与する
か? 高齢くも膜下出血症例は脳血
管攣縮が少ないか?　脳血管攣縮を
おこす危険因子を含めての検討

中戸川 裕一
内田 大貴, 山添 知宏, 稲永 
親憲, 山本 貴道, 田中 篤太郎

脳血管攣縮 2017 (0912-7070)32巻 Page17-22

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜指定講演・シンポジウム等＞

脳血管攣縮発症の原因と治療の究
明

中戸川裕一
天野裕貴、黒田直生人、内田
大貴、山添知宏、稲永親憲、
田中篤太郎

第33回スパズムシンポジウム 2017/03/16 大阪

抗血栓療法中の出血性脳卒中
2016年の傾向

田中篤太郎
黒田直生人、内田大貴、飯島
健太郎、中戸川裕一、渡邊水
樹　山添知宏、稲永親憲

第10回静岡県血栓と血管
フォーラム

2017/4/8 浜松

ダビガトラン内服中の再発性慢性硬
膜下血腫患者に対して特異的中和
剤であるイダルシズマブを使用し良
好な結果を得た一例

坂倉悠哉
稲永親憲、天野裕貴、黒田直
生人、飯島健太郎、中戸川裕
一、田中篤太郎

第93回日本脳神経外科学会中
部支部会

2017/9/16 三重

血栓回収療法によりADL・歩行が自
立できたTrousseau症候群の1例

黒田直生人
平松久弥、大石知也、神谷実
佳、天野裕貴、中戸川裕一、
稲永親憲、田中篤太郎

第33回日本脳神経血管内治療
学会学術総会

2017.11 品川

Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

脳卒中の危険因子としての口腔内
常在細菌、S. mutans

田中篤太郎
第5回Cerebral and Cardiac 
Disease Seminar

2017/3/1 東京　日本医科大学　橘桜会館

DOAC時代における抗凝固療法の
課題と展望

田中篤太郎 抗凝固療法を考える会 2017/5/17 浜松

脳卒中センター

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

透析患者に対する抗てんかん薬の
使い方について教えて下さい

佐藤慶史郎 加藤明彦
いまさら訊けない！
透析患者
薬剤の考え方、使い方

2018.01 302-305 中外医学社

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

新規抗てんかん薬Perampanelの初
期使用経験 - 難治性てんかんにお
ける有効性と副作用の検討

山本貴道

山添知宏、飯島健太郎、佐藤
慶史郎、岡西 徹、横田卓也、
金井創太郎、藤本礼尚、榎 日
出夫

臨床精神薬理 2017 20; 811-820

Hemispherotomy in a patient with 
intractable epilepsy also on 
anticoagulant therapy for coronary 
artery aneurysms secondary to 
Kawasaki disease-Proposal of an 
ethical approach.

Fujimoto, A
 Motoi, H., Okanishi, T., Mori, 
Y., Sugiura, R., Oka, T., Koide, 
M., Enoki, H. and Tanaka

Interdisciplinary Neurosurgery 2017 8:8-10

Neuronavigation-guided Frameless 
Stereoelectroencephalography 
(SEEG)

Fujimoto, A
Okanishi T, Kanai S, Sato K, 
Nishimura M, Enoki H

Neurologia medico-chirurgica 2017 57:496-502

Real-time three-dimensional (3D) 
visualization of fusion image for 
accurate subdural electrodes 
placement of epilepsy surgery

Fujimoto, A
Okanishi T, Kanai S, Sato K, 
Nishimura M, Enoki H

Journal of Clinical 
Neuroscience

2017 44:330-4

Early-onset response is a predictor 
of better long-term outcome of 
vagus nerve stimulation therapy

Fujimoto, A
Okanishi T, Kanai S, Sato K, 
Nishimura M, Enoki H

Neurology Asia 2017 22:117-21

Glioblastoma in the limbic system 
presenting as sustained central 
hypopnea

Mashiko R
Shibata Y, Ishikawa E, 
Fujimoto A

 Interdisciplinary Neurosurgery 2017 7:62-3

Vagus nerve stimulation therapy 
improved refractory epilepsy 
secondary to acute encephalitis 
with refractory, repetitive partial 
seizures (AERRPS)

Morita M
Fujimoto A, Okanishi T, 
Nishimura M, Sato K, Kanai S, 
Enoki H

 Interdisciplinary Neurosurgery 2017 9:76-9

静岡県西部医療圏におけるてんか
ん診療地域連携システム―Epi 
Passport 導入 2 年の経過―

藤本礼尚

岡西 徹, 金井 創太郎, 山添 
知宏, 佐藤 慶史郎, 西村 光
代, 金子 隆是, 石岡 智恵, 名
倉 桂古, 内田 美加, 榎 日出
夫

てんかん研究 2017 35:14-22.

難治性てんかん139症例に対する
迷走神経刺激療法合併症の経験と 
その回避に関する検討

内田大貴
山本貴道，山添知宏，飯島健
太郎，藤本礼尚，榎日出夫， 
田中篤太郎

脳神経外科 2017 45(12) : 1051 - 1057

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

てんかん外科と医療経済 山本貴道 第40回日本てんかん外科学会 2017.1 大阪

頭蓋内電極植込術における合併症
を避けるための工夫

山本貴道 第40回日本てんかん外科学会 2017.1 大阪

JCIから学んだ病院管理に利用でき
るガバナンスの実際

山本貴道
日本医療マネジメント学会第6
回埼玉支部学術集会

2017.3 さいたま市

てんかん治療　 －新規抗てんかん
薬・運転免許・薬疹にどう対応する
か－

藤本礼尚 小笠医師会学術講演会 2017,3 掛川

脳神経救急における急性症候性発
作の理解と対応

山本貴道
第20回日本臨床救急医学会総
会学術集会

2017.5 東京

Indications and optimal timing for 
vagus nerve stimulation

山本貴道

山添知宏、飯島健太郎、内田
大貴、中戸川裕一、黒田直生
人、天野裕貴、稲永親憲、田
中篤太郎、岡西 徹、藤本礼
尚、榎 日出夫、難波宏樹

日本脳神経外科学会第76回学
術総会

2017.10 名古屋

誰もが安心できるてんかん医療を
―現状と展望

藤本礼尚
日本てんかん協会 第４４回全
国大会（茨城大会）

2017,10 水戸

＜指定講演・シンポジウム等＞

てんかんセンター



 アーチファクト判別とノーマルバリ
アント、成人の異常脳波 

藤本礼尚
 第６回    広島てんかん・脳波
セミナー(HEES)

2017,10 広島

結節性硬化症診療の院内システム
構築

藤本礼尚

岡西徹　金井創太郎　西村光
代　板村真司　馬場新平　佐
藤慶史郎
榎日出夫

第51回　日本てんかん学会 2017,11 京都

てんかん食事療法 藤本礼尚 岡西徹　今井伸
第5回　日本結節性硬化症学会
学術総会

2017,11 東京

Early experience of the new VNS 
device -AspireSR responding to 
ictal tachycardia-

山本貴道
第51回日本てんかん学会学術
集会

2017.11 京都

変貌する抗てんかん薬治療選択肢 
-新規薬剤の有効性と安全性の考
察-

山本貴道
第51回日本てんかん学会学術
集会

2017.11 京都

緩和手術におけるVNSの有効性 山本貴道
第51回日本てんかん学会学術
集会

2017.11 京都

発作の増悪及び寛解を認めた皮質
形成異常による側頭葉てんかんに
対して焦点切除で発作消失となった
1小児例

黒田直生人

藤本礼尚、内田大貴、飯島健
太郎、中戸川裕一、山添知
宏、稲永親憲、田中篤太郎、
佐藤慶史郎、金井創太郎、横
田卓也、岡西徹、山本貴道、
榎日出夫

第40回日本てんかん外科学会 2017.1 大坂

てんかん外科治療における言語聴
覚士の役割

新美　惠子
榎日出夫，藤本礼尚，岡西
徹，山本貴道

全国てんかんセンター協議会
2017奈良大会

2017.2 奈良

小児神経半球離断後の 神経機能
の検討

藤本礼尚

岡西徹　板村真司　
馬場新平　飯島健太郎　
金井創太郎　榎日出夫

第59回小児神経学会 2017,5 大阪

半球間裂に焦点を有するてんかん
患者の発作時3段階脳波パターン

西村光代
谷高由利子、山田紗暉、石原
幹、森本典子、直田健太郎

第66回日本医学検査学会 2017.6 千葉

治療に難渋したcongenital bilateral 
perisylvian syndromeの一例

山本貴道
渡邊宏雄、山添知宏、飯島健
太郎、岡西 徹、藤本礼尚、榎 
日出夫

第10回日本てんかん学会東
海・北陸地方会

2017.7 岐阜

Neuronavigation-guided frameless 
stereoelectroencephalography 
(SEEG)

藤本礼尚
増田洋亮　飯島健太郎　内田
大貴　天野裕貴　中戸川裕一　
稲永親憲　田中篤太郎

第76回脳神経外科総会 2017,10 名古屋

前頭葉半球間裂の発作焦点と発作
症候の側方性の関係

西村光代
岡西徹、金井創太郎、山田紗
暉、佐藤慶史郎、飯島健太
郎、藤本礼尚、榎日出夫

第51回日本てんかん学会学術
集会

2017.11 京都

経過中に新たに造影効果が出現し
てきたDNETの1例

黒田直生人

黒田直生人、山本貴道、山添
知宏、飯島健太郎、中戸川裕
一、金井創太郎、岡西徹、藤
本礼尚、榎日出夫

第51回てんかん学会 2017.11 京都

Broca・Wernicke両領域近傍にてん
かん焦点を有する結節性硬化症患
者に対する覚醒下てんかん手術

新美　惠子
岡西徹，藤本礼尚，金井創太
郎，西村光代，榎日出夫

第51回
日本てんかん学会学術集会

2017.11 京都

＜指定講演・シンポジウム等＞

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

DPC期間の見える化による入院期
間の適正化

望月　卓馬 第67回日本病院学会 2017年7月 神戸

クリニカルパス適用推進による 経
営効果

黒田　ゆみ 第67回日本病院学会 2017年7月 神戸

経営企画室

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅰ著書 執筆タイトル 著者名 共著者／編者 書名 出版年.月 掲載頁 出版社名

第4節事例からｱｾｽﾒﾝﾄを学ぶ　Ⅲ
小児事例

内田美加
公益社団法人日本医療社会
福祉協会　公益社団法人日
本社会福祉士会

保健医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ-ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ実践
のために-

2017.6.2 228-237 中央法規

Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

熊本地震　震災支援活動報告
～明日は我が身･･･私たちにできる
事～

井上景介 医療ソーシャルワーク　No.45　2016 H29.5月 No.45　　P２３

これまでの就業経験から今後取り
組む方向性を考える～ＳＷＯＴ分析
を用いて～

金原靖幸 医療ソーシャルワーク　No.45　2016 H29.5月 No.45　　P36

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地

熊本地震　震災支援活動報告
～明日は我が身･･･私たちにできる
事～

井上景介
静岡県ソーシャルワーク実践研究学
会

H29.2.12 静岡市

これまでの就業経験から今後取り
組む方向性を考える～ＳＷＯＴ分析
を用いて～

金原靖幸
静岡県ソーシャルワーク実践研究学
会

H29.2.12 静岡市

医療福祉相談室

＜一般講演・その他の講演＞



Ⅳその他 職務等 氏名 共同者名 会議名等 開催年.月 開催地 URL

講師 安間　崇
学校法人名古屋大原学園　大原簿
記情報医療専門学校浜松校　学生
向け研修

2017.6 浜松

外来医事課



Ⅱ学術論文・総説 論文名 研究者名 共同研究者 掲載誌名 出版年 巻数（号数）；掲載頁

受付フロアで利用者が迷わない、
やさしい・わかりやすい受付を目指
して

松下　明香
大塩亜紀子、髙橋千晴、柴田　
莉華、小瀧恵子、足立美和子

聖隷浜松病院医学雑誌 2017.12 Vol.17　No.2；P43

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜一般講演・その他の講演＞

受付部門における受診手続きの簡
素化

河合　裕美
天城可南恵、谷野実耶、大川　
梓、南澤祥予、 藤田真由

第5891回QCサークル新春大会 2017.01 浜松

外来サービス課



Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
＜一般講演・その他の講演＞

死亡診断書記載不備減少に向けて
の取組

藤井　洋之 島沢由香、渡邊翼、石田祥子 第43回　日本診療情報管理学会 2017.9 札幌

診療情報管理室
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